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例　　　　　日

本書は『雲岡石粛』全十五巷のうち第八,第九雀にあたり,第十一洞と第十二洞の調査

と折究をまとめたものである｡本文は筋八各,約九怨を合本にしたけれども,固版は第八

懇第十一洞,節九怨解十二洞と通常どほり洞別にわけた.

窮十一洞は,主として昭和十四年(1939),もと所員羽飴易氏が,もと所員岡崎卯一成を

助手として撮影し,第十二洞は,主として昭和十九年(1944),羽鎗易氏が畢猫で撮影した.

第十一洞の測量は昭和十五年(1940) ,奈良図立博物館技官小野勝年氏が,もと所員山内啓

蔵氏を助手としておこなひ,のち北野jE男氏によって製図されたo Lかし,第十二洞は,

遭憾ながら,平面測量のみで壁面測量の機食変えなかった｡拓本は昭和十四年(1939)袷

立信氏によって作製された｡

本書の記述は著者二人の共同執筆であり,英文癖評は東洋美術折兜のため滞在中の

オックスフォゥド大学東洋美術館P, C. Swann氏の手になる｡

本書の刊行は,本所の出版費をもととし,文部省骨局および京都大率の特別の配慮の

もとに達成されたものである｡

以上の諸氏ならびに諸槻関に封し,心から感謝の節をさゝげるとともに,過去十数年

間の調査と研究に有形,無形さまざまの援助をあた-られた数多くの人々に封し,さらに

本饗の編韓に廠身的努力をはらはれた新藤菊太郎,陳輔明,助手岡崎敬の諸氏,その他に

封し,深甚の謝意を表したい｡

1953年2月

著　　　者
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序　　章

雲　岡　固　像　畢

1C()nOgraP】ly

･雲岡石窟のつくられた五11_t紀後半では,まだィ./ドにも,申開にも,固像撃とし､ふほどのまと

まったものはなかった.けれども,俳,苫蘭,大人の像がつくられると,どうしても,そのあひだに,

ある種の約束のできることは箇然であるoまだ儀軌といjlほどのものが,固定しなかった時代では

あったが,池像の意味は,おのづから千九のしぐさにあらはれ,身鰭のかぎりのう-忙しめされた

のである｡いま雲岡追懐の抑捗式を比較することによって,その脚呼の銅像撃をくみたてゝみるこ

とはできるであらう｡たゝ,これと五m翌すべき文麻のなし､ことは,まことに遺憾であるが,それは,

か-ってこの固定しなかったLE･a像撃の状態をものがたるものであらう.

1

まづ最初に俳であるo俳には生休と､rI三体とがあり,ときには交脚像や伶弛像がある.地像に

は一食像のほかに,二俳の並坐像があり,またたくさん並列した像もあるo寸二像にも,まれには並

列の像があり,弟十一洞酉壁悌八怨, P].47)とiTi十三洞南撹(約十怨, Pl･ 13)には,七膿の並列､lJ'.倭
Vlpa皇)1r･ Slkhln

をみる｡七鰹の俳の並列は,いふまでもなく過去-の七俳をあらはしたものである｡毘婆F｣,J｣菜,
vISvabhu Krakuccllarlda KaI▲`血llllunl K叫･ap`L S.iky-lmulll l丸山･111a I)

良禽拝,供やll孫,供都合,迦薬価に樺迦卒は俳の七俳である.インド西北方のガンダァラでは,こ
Malt reya                    2)

れに未来の俳,すなはち菩薩形の漸助をくは-た八鯉の列像をみる｡節十三洞でも本尊の勝助(餐
i)

脚)菩薩をくは-ると八鰹になる｡

節十一一洞方柱上原(第八怨, Pl. 60-62)は三由に六俳の並-:I_./gみる｡止両は交脚のgW･.蜘蓄蔵で

ある｡粒迦牟柁俳だけほかにみとめれば,これも過去の七俳といふことになるoたと-ば下肘南面

の件､lr.像を,それとみたてるのも一方法である｡ ､上った七俳はこの程皮であるが,すわった七俳は

いたって多い｡まづ紗十洞主宝滴壁の七仰(第-ヒ怨, P].49)はすわって変り,これに第十洞本尊の爾

敬(交抑)菩薩をくは-ると八鰹の像になる｡俳轟の状'hJiには,もっとも頻繁にあらはされ,ときに

五体になり,またときに九俳以上になることもあるが,それは場しよの鹿桃によって省略され,累槍

されたものとおもはれる｡

一一歳内における二伸の並坐はJi洞に多い｡ひきつゞき龍門石窟にもつくられたし,惰脚･糾t



雲岡不訴第十一一･洞一^第十二洞

にもおこなはれたが,要剛烹どさかんなところはないo　いふまでもなく,これはh｣法華経』 (大了仁大
PrabhGtar｡ltnLL l!11【1(1ha　　ト.ikyamunt 】hEldha

戒軒,第九怨, p･ 32, 33)巻Vq,見貿塔品にみえる物語であって,一方は多賀俳,他方は粍迦牟尼俳で

ある｡粒迦牟尼体が,微妙探甚の法華蹄をときたまふのを誤欺すべく,過去1牡の多賀俳が身膿をく

づきず,その坊中にあらはれ,稗迦平尼俳をむか-いれたといふo Lかし,雲岡では,のちの造像に

まれにみるやうに,一方が他をまねいてゐるすがたには,あらはされてゐない｡だから,し､づれを多

賀俳,いづれを秤迦牟尼俳とはきめがたいo第十七洞の明窓(Fig･1)には太和十三年(A･D･4Rり)の

併寵があって,劉文のうちに多賀俳と秤迦牟尼俳の41.をあげてゐるoそれは,その下暦にある二伸

並坐の俳轟をさすものにはかならない｡二併並チTh.の像は空間以来さかんにrTl岡でつくられたが,

中央アジアやガンダァラにさかのぼることはできないo　この方両でも『法華粍Tnの信仰はさかんで
fl且zfLkllk

あったとおもはれるが,二俳並坐の像はないo　たゞひとつみとめられるベゼク1)ック第十一洞の二
)

俳並坐は,時代もおくれ,株式も唐ふうで,逆輸入とみとめるのほかはなし､o　これに反し,中岡で
5)

は,その西陣敦燈の千俳洞にも,北親にさかのぼる,-tlIL､ものがみいだされるo
])lPLIT.-kaTa lきuddTla

定光俳o過去俳のうちで,馴悪名群のたしかに知られるものに発光仰(燃照悌)があるo定光
M豆.:ava

俳は,かならずiT.像であらはされ,足下に偶発のひざまづいてB面髪をしくすがたがある｡定うと俳は,

のちに稗迦牟尼俳となる儒端に,俳となるべき記をさづけたのであり,このことは｣〕過去現Ii三関果
M(glla

匪⊂口(大正大蔵経,第三巻,p･620--622)にも,その努餌にあらほれてくるo　そこでは儒井の名を菩慧
)                   7)

とよんでゐる｡ガ./ダァラや,アフガニスタ./にも,これをあらはした岡像は,いたって多いo

過去俳で47,桝の判然たるものは,これにつきるo　その他はたゞ#':列され,あるひは巣東された
h7仰1m kalpa

tl'i仰群であるo千体といってよいであらうo　つまり賢劫の千体である｡過去の井巌劫,未水の6-.･_

柄劫に対して,現在の賛劫にあらはれるべき千体であるoクマラヂィヴァ謬『千体因縁秤rJM大iF.大

赦終,節十rJLl巷,p･ 66)によれば,過去七俳は,艮婆P, F葉,毘合浮の三伸が過去荘厳劫の節九百九

十八俳,第九TT九十九俳,節-千体で,拘留孫,倶都合,迦葉,群迦牟尼俳は,現在緊劫の第-,節二,

1丑曜詩『大書米州呪粁』 (大it二大撤5.(-(,第二十一･奄)雀一一の朝粥rp 568)に｢七柵原網す｡枇婆戸, )'雫,比胎婆甲,花帝迦孫陀,

迦郡迦牟凪迦張,碍師チ両足之や,大名那あり,肺物は兜率天にあり,大衆に国連せらる｣といひ,七俳と弼恥()名を耶すQ　また,

べつに懇二(p. 571)に｢枇婆JJ俳は鞭秀樹a昌okaのしたにあり, 7]乗(,Jrlは分陀利樹puT.i,.la】fkilのしかこあり,帆令書俳は婆締樹昌とIh

のしたにあり,迦郊迦孫[･JrLはP利抄樹立ill'saのしたにあり,迦那迦卑柏餅は幣柴草柵U(1umbharaのしたにあり,迦敢俳は脚..i陀樹

11yaglOdhaのしたにあり,群迦竹雄は枇鉢邦樹pippalaのしたにあり,これ諸如姉はこの樹によりて等TE億をなす｡七眺IFT-符は大

紳jJあり,呪を見持するもわを長夜抑護し,つねに安苦ならしむo #1･{_･7;'fの日ならびに緒桁介において,すべて匹r)患たく,ひとしく

書に同ぜしむ｣といふo七仰のffTJをVlふとともに,その耐九利錠をいふこと明噺であるD　これについで,またト潮の符節は大威

徳あり,一切の耕漢みな帯鮎をつくし,後布をうけず,かくのごときの譜聖に,われいま金環供す｡この即汁をかつて,171''蛙を桃浸し

延秤郎窮ならしむ｣とVlふ｡一切諸賢の威力あるをV,臥,また帝酢の燕邪をいのろことをしめすo

S A Voucher, 1J'(汀l ark,,-boLUldF,iq,ue du GαndJ,a-rα, Palls 1905-1918, To,一一c Tl･ 1√ig 77･ 457

:3　この交脚禰勧像と前壁七俳との関係については約十懇p 37を参円くそ0

4　A Grul川Cdcl, Altbu'lL17'Il.*L-SlJLe KultSL(Llten, in, Chl'"eSt'L<cjlqLLrkl'B/肌, 1うC一日m 1912, Flg 416･

5　P･ Pclliot, To･{e,i-A,,･lal･U, T｡nle4, Pa.lS 1921, PI CXCIII, 'drF'1--卜-洞後輔｡

6　AI Fouclle,, L'a'.i glf3(wJnILd'l叫〃e, Fig 139, 140, 141

7 J Meuni6, 8FLOtlWak (MgTllOi]es 'le la 'ltl]6gat10m ･EtZCh6ologi-1uC r】叫aisc cl- ArghEulist-, Tome X),Pa,is 1942･ Pl･ XI-ⅩⅠⅠ･



序章　雲間固像撃

第三,第四俳だといふ｡第五俳の繍助以Lrは,まだあらはれてゐなし､｡貨にたくさんの俳が待機の
】)

状態にゐるのである｡これが衆生の希望であり,期待である.まんなかに一段大きな生体轟をお

き(第七番,pl133,34,:i;八怨,Pl.6),あるひはまんなかと凹jJJに,やゝ大きな五つの坐俳轟をおく

備凶巻,Pl･9,範五巷,pl･5)のは,一種の造･16的アクセントかとかもふが,小心の大きな俳は,もっ

ともちかい稼迦牟柁俳と解してもよからう｡

しかし,さきのul法華鍾』鬼賀塔品をみると,多賀塔の関屋にあたって,樺迦牟尼俳の分身が諸

方にあって,説法してゐるのをよぴあつめたといふ｡これでは二俳並坐の併轟をとりか､た坐俳群

紘,あきらかにこの十方無数の分身俳と解される｡それでは,一体畢生の鹿をとりまし､た小坐俳群

は蛍劫の千俳てあり,二俳並坐の寵をとりまいた小生俳楓j:十ju'の分身俳だとの区別もできない

ことはない.また五つの坐俳寵を中盤俳寵の立方に配過したのは,五方,十方の分身諸俳をあらは

すものと解するのも一方である｡しかし,昔時の造像去糾如､らし､-揺,さうまで厳密な解桜は不自

然とおもふo塊に二俳並坐と-俳早生とは交脚蕃薩とのくみあはせにおいて,いつでも立川され

てゐる｡また,わが閲の大武十凶年(A.D.686)長谷寺銅版には,二俳並坐の俳塔のほかに分身の説

法悌あり,それとべつに小坐併俳がつくられ,しかも千俳多賀俳塔とよばれてゐる｡だから,これ

らの坐俳伴は賢劫の千俳でもあり,また十方の分身諸俳でもあったのでなからうか｡いづれにし

ら,この加数の俳が心慮の内外に充満してゐることこそ,Ii;岡の矧殉たるすがたである｡

三俳｡要閲の俳像には,もうひとつ,かはったものがある｡それは三尊三俳の形式である｡ふ

つう三尊俳とい-ば一価二菩薩のことである.ところが会同では粁卜六,肪十八,第十九,第二十

洞,および第五洞はみな三俳の三尊である.第十八洞,第二十洞と節五洞には,三尊のあひだに二

番薩があるけれども,そのほかには蕗塵もない｡第十七沖如ま本尊が菩薩てあるけれども,左右わき

は俳像であるoだから勝十六洞から節二十洞にいたる点曜五緒は,みな俳を脇侍としているので

ある｡このことは,つぎの龍門矧射同にまでかよんでゐる.けれども,こゝでは三尊俳の制が確立

してゐるから,三俳がそれぞれ二菩薩をともなってゐる｡これでは,もはや,のちの三壁三体制にち
Amltit,hlI Maltreya iiuddha

かづいたわけである｡室岡の三尊三俳は,けっして桜迦,阿輔陀,細勤の三俳を三塵におさめた三
ゴj SaravaSli Mah元一

鑑三俳制とちがふ｡アルフレッド･フウシェ氏は,これをシ-ラヴ′スティ(合衛城)における俳の大
pratlhilrya　　　　　　,)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t 1 rthikLIS

仙壁と解してゐるoそれはシュラヴアスティ城外における外迫六師との出あひ,紳通力のあらそひ

であるが,樺迦は空中を自由にあるいて自在にふるまひ,また足下から焔をふき,iti'l上からつめた
NanLla Uparlal)(la

L､両をふらし,さらに二龍三ナンダと,ウパナンダの戯ずる金色千葉の蓮華にすわり,その蓮非か
Ll)

ら蓮華を生ぜしめ,悼叫uかさねて大にいたり,杏/Gに自分と同形の化俳をすわらせたといふ｡ 7

1長尻敏雄uq人I-Ll^]イf悌戦術論』 Jj(都1946'LFFIJ, p. 73一け2.

3　水批点朕nl響盤IlH掘』 lr.L絹li 1937J押J, p鵬.

3　A Fouchcl, rrJ,A BeyLILnLJlg.川fBu,ldhtlYl ⊥lrt, Lo】1(lo】- 1917, p 166,以下0

4 Jbt･'l･, p. 147-184　】｣二l liurl10ur, ()かod'LCtW'L ru'ん赫'LJ･C ,LIL botLddhl#7′16 i,ulwIL, 2tゝ Cl(1･, P`lris 1876, p 162以下0

､ヽ



雪洞石群第十･洞--第十二洞

ウシェ氏の著憩はグブタ糊の秤迦八相国の碑からでゝゐる｡この俳侍宗像に関するかぎり,シ3-ラ

ヴ,･スティの紳壁をあらはしてゐることにまちがひはないo Lかし,それをやゝちがったガンダァ

ラの碑像にあてはめ,また雲岡の悌像にかよぼすことには,いさゝか根按が薄弱である.かれのあ

げたガンダァラの諸像は,けっして単純な俳停像でない.雲岡でもまたさうであるo水火の紳壁も

なく,千葉の蓮華もなし､o　もっと一般的な,もっと抽象的な俳の像かも知れないのである｡たゞ,た

んに分身の化俳を無数にあらはしたといふのであれば,なにもシ-ラヴァステイの大神準にかぎら
Kaplla-vastu R左huh

ないのであるo六年苦行,六年説法ののち,はじめてカピラヴァストゥ城にか-り,賓子ラァフラ僻

聯碓)に初対面のときも,ひきゐる千二百五十の比Rたちを,みな群尊とおなじすがたに準じたと
･1                                             ｣■＼

いはれる｡クムトラの塵嘉はその一例であらうo露鷲LTJに『法ifli維rn(大正大蔵絡第九番,p･33)を

といて,多襲塔のあらはれたときにも,十方無数の分身の諸俳をあっめたといひ,石室をでゝ,賢劫
)      Jctavana

千体の因縁をといたときにも,｢千化俳ありIIJ窟r卜に坐す｣といぶoまたジェタヴァナ閑で『凝滞勘

上生経』(大TF.大蔵経,節十円怨,p･418)をとかれたときにも,初夜分に身うとあり,そのうとが段雲とな

り金色蓮華を両ふらし,その光明中に無HEI'T千の化俳があらはれたといひ,そのとき秤尊は旗長打

相をあらはし,千光明をはなち,一々光中に無量の化俳をあらはしたといふ.また『般若披許蜜絶刀

(大JT.大蔵経,窮八巻, p･ 217)のばあひにも三味王三昧にはいると, -Tl･根より無潮干常倍うと削iな

ち,一々光中千葉襲花をいだし,一々賛座にみな化俳を税目したといふoかういふ説き方は大乗経

典の叙述に通有であるo　つまり時間的にも,空間的にも,無数の謙俳が遍満することは大乗の根本

的思想ともい-るであらう｡だから,水火の珊壁もなく,千葉の蓮華もない雲間の三体を,シ-ラヴ

-}･スティの押蟹とみるわけにはいかか､o　むしろ,さういふ特定の惜濃をあらはすとみるよりは,

か-って淡然と,諮俳の果桁をあらはしたものとかんが-る方が,尻にちかいのでないかとおも

ふ｡出現末にわたる千体,十方の諸俳をつくるとおなじ意図であるo　たゞその舛数の千俳に,造形

的のアクセントをつけるため,左右の二鰹だけが脇侍ふうに拭大されたのでなからうか,これと

おなじ工夫は,千体群のまんなれあるひは,まんなかと四方に醗樫されたやゝ大きな吸俳轟にみ

とめられるo　つまり教義的な矧どよでなく,造形的な工夫と解することが,もっとも日然な解稗では

なからうか.さうして,さういふ三鰹併三尊の形式は,いくらか時代はおくれるにしても,すでに
4)

明日にガ,/ダノ-ラ(Fig13)に成1r/-.してゐるのをみるo
Amlt瓦blla Bud(lhi1, 71】1al叫y昭U,IL 】11111`lha

阿禰陀俳｡過去俳をはなれて,名群のあきらかなものをもとめると,阿輔l粒体と柴rTJIj俳とが

おのおの一例づゝある.それは第十七洞両壁束部の一夜で,その脇侍をみると, -は寅冠に化俳が

1魚昭,吉迦接..畢『難怒張雛』 (火irJ*戒晩節四雀) pl496,497

2　A GlunWe(lel, AltbIJ,ddhtslisdle KIdL鵬(,ten, Fig･. 23.

;;クマアラヂィヴァ(Ill,L摩郊什)持『千俳BT緑綬』 (人jTi大赦賂抑HJq怨) p 66

4　7ウシェ氏のあげた諸例臥雲岡三郷俳のT,F.i:考'主としては,不i部:T'.･である｡むし7) AI γon T･e CcKl, Zh'e Buddhi8tisehe碑｡laTltihe

I-n Mt'ttela･m'en, γol I, 1'･e･1in 1922, P1 9およびJ Mcuni6, LW,/a,or",A, †'1･ XJが適例である｡

4
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序章　笠岡陶像嘩

Mall瓦st】ユ融l-Lll}ripta

あり,観Ilt青書嵐他は貿冠に焚瓶があり大勢至菩薩とわかり, Fl然その本尊は阿弼陀俳と推定さ
i(

れるoまさしく『叡無境詩経LB(大il:.大蔵経,筋1-二雀, p･ 343, 344)にいふFHJ輔陀俳(Figl2)である｡

本尊は括伽鉄赦し,オ拝をあげ左手を膝においてゐるo

薬師俳は第十一洞内邸(本書,箪八番, Pl.65A)にあるo約0.211nばかりの小翁で,なかは相克

の生体である｡この愈下に薬師瑠璃光俳の文'J'･が彫ってあるので,それと知れるのみ,なんの特徴
i))

もない牡俳である｡音押rhlll卿何にも造像記によって,それと知られる-濃があるo

交脚俳o以上の諸俳は,みな:lr-.像,また牡像であらはされてゐるo　けれども'35岡の俳のうちに

は交脚像もあり,佑像もある｡それでは,これらの俳はなんとよばれたであらうか｡それについ

て,まだ,はっきりした手がゝりがない.交脚俳は第七,窮八洞,箪九,第十洞,第十二洞にかぎられ

てゐる｡そのうち窮九第十洞,:粁卜二洞では,前各t二暦において交脚菩蘭とむきあってゐる(約六

怨,Pl.17,18,第七怨,Pl.5,8,第九潜,Pl.9,17)o　だから,これは交脚拝藤に調子をあはせるための

姿態だと解されるo雛七,雛八洞においても,^帥Ii,交脚薄儀にまじ-て,交脚俳をつくってゐる

(本吉,第凹怨,Pl.55,71,節五谷,PJ.4r9)｡けっして小心寵にはあらはれない｡なにか照磨する俳轟

がかならずあるo　それをみると,おそらく法形的奨化をつけるためであったとおもはれる｡
i)

怖坐俳は,晴代以後になると多く腫物俳をあらはすo Lかし雲岡では禰勘菩蘭の像容として

は交脚菩藤があり,侍坐俳が郷執俳だという語接はか､oむしろ,約九洞本尊の惰坐併(第六各,PJ.

70)が第十洞の交脚菩薩像(節,七怨, Pl.66B)に対し,節八洞北壁上静の惜敗併(約束懸, Pl. 34)が第

七洞化艶上層の交脚華陳('rTSL)q/a, Pl. 33)に対し,節六洞方柱西南の伶人['il,弗がその束何の交脚薄儀

像に封し,さらに節十一ilF.]E再壁中央俳愈(S.25a)の描チTJ･1価が,そのしたの怖姦(S.25b)の交脚菩蘭像

と一組(本書,fXrJ八番,Pl. 12)になってゐるのをみると,それは禾氷の蹄物体であるよりは現在の稗

迦牢Tli俳であるとおもはれる｡だから,雲岡惰躯体に関するかぎり,爾勧俳とみるよりも,梓迦牟

妃俳と解する方がふさはしいo

一手榔o　これら珊俳のあひだには,た,Jてゐるとか,すわってゐるの院別はあるが,その他の嘩化

はすくない｡手相の礎化も,たゞ二三あるのみである｡もっとも一般的なものは,膝のう-であは
4)

せた介手の榊と胸にあげた華子の相との二秤である｡華子のばあひは,先手は隙におき衣端をにぎ

ってゐるoイ澗木骨をもって例をとれば,雛二十洞,第五洞が前者であり,節十九洞,肝1･六洞が後者
(111yEina mudr･i

であり,肝卜八洞は特殊な一例(Fig･4)である｡まだ儀軌の確､rr.してゐか､lrlJ':糊であるから,稚定印
dhy左na

とよぶのはふさはしくないが,とにかく統蜘鉄取し珊定にはいってゐるすがたをしめすものであ

る｡杯)'手を衣にくるんでしまったものと,おもてにあらはしたものとあり,後薪には土~1{にかさね
;rE

たものと前後にかさねたものとがある.このうち前後にかさねたものをのぞくと,おほむねガ./

1水野満-｢雲間の阿禰陀像について｣ (支部怖敬取坪,^dJr7Ⅰ.怨二況)京都1941年刑, p.7ト79.

3　水Blfp,長旅『飛門イ潤の桝先.召東京1941年刊, p 308

3　岡花p 138　　　　　　4　同-.8-,p 】37,脚詐15　　　　　5　この形式がどこで,いつ成立したかはあきらかでたい0

5
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18. Rlght lland Raised (Seated Buddha).　19-21. Rlght lhnd RaiBCd (Slat)d)hg Buddha).　22-36･ Hand5 ir･

varlOuS PosltLOnB (SIandlng tlodh'saltva).　37140. Right Hand R且iBed,Left Hand i･. Var10uS Positions (Sh.･ding

BodhiBattYa).　41. Han由1n Medltative AttLtude (BodhiBattYa Seated withleg8 folded)･

Fig･ 4 rlaTld Postures of Buddha and 】30dhisattva in Yun-hang.



ヨA;岡不精第　卜-洞一第　卜二洞

ダノ･ラにそのもとがみとめられる｡輝子の右手は,衣端をにぎったノー耳をともなふのがふつうであ

る｡しかし,末期の第六洞J:〔俳像には!.･:手をたゞたれてふせたもの,掌をしめしながらも二三指を

屈したものがあるo　節十一洞東壁の初崎法輪像(E.30) (弟八怨, Pl. 27),箪十二洞前宝北壁束寵の

初梅法輪像(雛九奄, Pl･ 29)も,左手に衣端をにぎったものであるが,雛六mL･]東壁南寵の初樽法輪像

紘,イi子の拳手形に対し,左手はすこしさげ手首をあげ,掌をしめしっゝ第三指以lIを屈してゐるD

これに似た手相は第九洞前室西塵交胴体(弟六巻,PL18)にもみとめられるoもし,これを説法の特
d山rmcakra 1-ユudr.iり

和とすれば,中央アジアやガンダァラ像の,し､はゆる説法札をうけついだとはいひながら,かなり
ubha)a mudr豆

ちがったものだといはなければならぬ.右手の饗手は,のちの施無堤の印であるが,左手のこの種
v.1riI(la I】11111T.i

の手相は,のちの輿願のnjともちがってゐる｡いづれにしても悌菩薩の撃手形は,すくはるべき衆

生に封する棚である｡これに反し合手の形は静寂自省の相である｡この二つの手相(Fig･4.)がもっ

とも普遍的で,もっとも多いのは富然であらう｡

弟十八洞本尊の手相は,このどちらの哉生にも届しない｡どういふ.ltf.･味をもっかわからなし､｡し

かし,第十洞主菜南壁上僚西部の俳愈(第七怨, Pl. 55)では, !1･:手は膝のう-で衣端をとるかのどと

く,宥刊ま膝のう-にたれてゐる.これは降魔成迫の俳禽{1あるから,まさしく降魔物語の一節を
MLLl▲豆l)rAtlllVi

あらはした手朋である.伴食は魔王との問答に,大地柵の澄明をもとめて大地を指さしたといは
2)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　hhullllSl)ar負a mtltl r元

れてゐる.その鹿史的な隙間の手相である｡これがのちに降魔,もしくは鳩地の印とよばれるの

である｡窮ノし洞氷壁の降魔禽(窮五雀,Pl.69)はオJ一手は馨手,左手はイf膝のう-におくo衣端をとっ

てゐなし､が,大地を指さしてゐるふうはなし､｡弟六洞伸塵の降魔鹿,弟三十j;.洞南塵の降魔寵は破

鮎のため,手相不明で,か-って,第十三洞南塵下僚西愈(本書,雛十各,Pl.19)にこれをみるo　もち
u

ろん,これはガンダ-J･ラにも,中央アジアにも,この原_Jiriとみとめられるものがある｡

要岡初期の弟八洞式俳像では,たいてい衣は/.A:JrJiをおはひ,そのはしが右眉にかゝってゐる｡

合手形の坐俳は,さういふ衣のつけ方と,もうひとつプ.-:右の柄にシムメい)ックにかゝるものとの

二種類がある｡病ArjJにシムメト1)ックにかゝったものは,いはゆる通Jrlである｡衣端を木JIJiにかけ

たものは,才J絹の大部分があらはになってゐて,のちのいはゆる偏担右崩である｡けれども,望岡で

紘,右眉のあらほれたものが,か-ってすくなし､(本書,弟四雀,Pl.92)oほとんど大部分は,イ}-FIjか

ら大きく衣端がたれさがり,右ま-をすっかりおはってゐるo飼料オ絹の原)_組にはちがひないが,

伯祖右Jrj式といふには不適首である｡むしろ非シムメト1)ックの迫frJ3式である｡だから雲岡では

1ガングアラで,漁法()手州をみる()は特殊な俳,菩薩像や碑像()みである(A･ llloucher, (,art.'/l血,-bolt,),IlLtlJIJL,, 1√1EI.76, 77,

405,406-408, 4Kj6,458,459, 482, 483,485)｡またグブタ卿こ多い(Jbid･, FI打 209,489,507)o Lかし,俳体帖かこは礎事と食事の手

相が多vlo初幡法輪(i)&･r田でも鍵手形である(Lbid･, Flg･ 220)a

3　グナバドゥ(淡邪度肝と祁)諜『過去規Jr:凶兇経』 (大Iti大赦鮭,約三怨, p.640)堪三,には｢魔の苦慮にかたりていJr.,『われの鬼

報はこれなんぢの知るところ,たんぢの兜報はたれかまた知るものぞ』,紫蘇のこた-ていはく, 『われの兆搬はたゞこの他知れ

bJlと,この榊を説きをはるに,ときに大地は六種に盛勤し,こしにおいて地dlは七賓の瓶をもち,なかに選挙を満たし,地より湧

目し魔にかたりていふ　｣とある｡　　　　　　　　　　3　A Fouchel,JJartgr如-I"Nldhtq･LC, Fig･ 201, 203

8



序章　空間銅像一撃

シムメト7)ックな姐Frlと,非シムメト1)ックな姐Trjとの二種が,交Jl二にあらはされるのてある｡さ

E

うして,この二つのノr.I).は,さかのぼってガンダァラにもみとめられるo
11thr･isantiil

これらは,もとより人衣とも,夢多足僧ともいはるべきものであらう｡偏祖右JF-i,もしくは非
nntara-v.5saka

シムメT･ 7)ックの迫Fr-jでは,大衣のしたに左朋から宥わきにかゝる内衣,もしくは,掩厳衣(安陀愈)
2)

とでもよぼるべきものがみえてゐる｡しかも,その内衣のふちには,ときにこまかいTLl,Frl;.:文の文枝

帯があってうつくしい｡
KiLm･ir叩Va

俳の特棚は三十二州八十椛好といふ｡三十二州については後秦のクマアラヂィヴァ(鳩摩羅什)
u£Tliモa

辞『大智度論』(大EE大蔵経,雛二十五巻, p･90, 91)巷Fqに記述があるoその節三十一の政喪州は肉撃
Ii)

ともいはれる｡これは雲岡の俳にもみなそなはってゐる｡けれども一般に親愛はきざんでゐない｡

或髪をあらはすものは,雛十六洞木像,雛六洞の諦俳であるo　これらは,みな弟六洞式の俳像で,求

期のものにかぎられてゐるo　これも波状のj幻覚ばかりで,螺髪はない｡姉十-Ifrl.lLJLI.壁七俳も,その
)           6)

とはりである｡これは中央アジア,ガンダァラにもさかのぼるが,ガンダァラのものは,たんに波状

といふよりも,もっと鶴資的である｡
ij rn払6)

窮三十二の山毛粕は山壷ともいふ｡ JB岡では,あまり一般的でない｡初期のものには, ETrり々あ

らはれるが,末期のものにはみないやうであるo　たと-ば弟二十洞光背わきの俳寵などにみられ
1 I                      ､

ら.これも中央アジア,ガンダァラ俳の侍続である｡ガンダァラでは俳,落薩に池じてあらほれて

ゐるのが注怒される｡
Jnl･ivan.l'ld lュa-hilSh- patla

節五の手足指絶舶粕は,指のあいだにあるみづかき(膜)である｡これも一般的にあらはされる

(Pl.23,24)が,第十八洞本尊のはとくに細君で'ある｡末期のものには,あらはれることがすくない
)

し,頴著でないやうである｡これもガンダIrラ以水の傾枕である｡
1ひ)

芽;三の髭指棚にはr指は組長にして端直,次第は戯好にして,指節は参差たり｣といふ.これ

ち,いちおう,みとめられるとしてよし､であらうoその他の相は,一々俳像のう-にみとめられない
1 )

が,もうひとつガンダ-'ラ俳のながれをくむものとして指摘できるものはHひげである｡たと-ば

約十八洞脇俳にみられる紘:l旨の口ひげは,もとのものであらう｡雛二十洞本尊のHひげは,うすく
E2)

ではあるが,あきらかに彫りだされてゐる｡正式の金銅俳におし､ても,この種のtjひげは,しばし

1 A. Fouche･, /bt'll , lIlg･ 134,201, 203･　　　　　　　　　　　　2　本FS,第四私p･48･

ヱ! /･ご:俳念諸『艮SFIJ令#L{f至Jl (人lt-.人戯紙第--堰) p. 5.　　　　　　　4　AI VOn TJe Cog, Spala化ttkc, VoL I, Pl, 23il,

5　A. Foucllel, JJali gl･lL･,,-boud,lhL',/"e, Fig･ 445, 446, 448, 44=9, 452, 456l Jl 15arthoux, JJe･, JbLdlles de JIα,!如(M(mlOlreS (le h (Ⅰ6-

16gation alCh6ologl(1ue fransQaisc (､n A恰hanistan･ Tome JV), Paris 1930･ Fig I-29･

6　_Jbr三俳念言畢『l紳J令新雪』 p 5･

7　A (;1ul川C-leュ, /Ill-KtLl.､,Jl", Herli-I 1920, Pis. XXX-XXXT, XXXrV-XXXV. T,e Co'】.嘩Mla"JtJke, VoI vtr, Ijc-tin 1933, 1'll 22･

8　A Fouchcl, Llarl grk,,-bo,"a,17IIpylLe, Flg･ 445, 446, 448, 449, 452, 45fL J･ Ihlthoux, IJeS fouilles de fTaQda, Pll 1-29 r'1轟のな

いものがかなり-多い0

9　A. Fouchc), ).化rl urLJlJOJ"LL,I,///tq〝･1, 1一､ig 4叱453　　　　　　　10 『人朝腹給』 (大il三人戯粗卯二十l;.雀) p 90, 91

ll A F('ucher, (,larE graclトboLL,I,lhuILLC, Fig 189, 212, 242i74r), 252, 254･

12水m･f.!卜｢'El国における俳像Gr)はじまり｣(仰紋劫術gJr i:冊)人睨1950咋fIJ, Fig.7 8.
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雲間石訴第一卜-洞一第十二洞

ば,みとめられるところである,

なほ三十二榊のgr,十円に金色和をかぞ-てゐる｡金銅俳では,まさにそのとほりであるが,雲

岡の石俳では金色をぬったものはないo衣を朱,紋有にぬりわけて,肉鰹は｢lくのこすか,ntを

ぬったのが一般で,約十八洞脇俳は後者の例,第十一A洞の諸尊(本吉,弟十番, Pl･4)は前薪の例で

ある｡

2

菩薩については,まづ猟奇の菩薩と脇侍の菩薩とがかんが-られるo栗岡における猟奇の菩

薩は交脚菩薩にかぎられる｡立像はない｡たゞgr,州司四壁の-′ト愈(本譜,節-各,p･ 54,)が例外的
I )             Avaloklte言vara

に弼尊の菩薩立像である｡瑞尊の菩薩うrr_像は,北魂の法例によると,かならず観1Ⅰ帽=菩薩である｡

現世の講災厄をはら3､といふ57.,E.Aから,この時代にもさかんにつくられたが,多くは帝銅像,金銅像

であったらしい｡石像になるとまれで,雲間にも,ラ-の一例だけであるoこれに反し,交脚菩健像

はいたって多いoふつう輝迦平尼併とくんで一組の造像としてあらはされるが,第十洞では本年と

してあらはされてゐる｡第十洞本尊の交脚菩薩は耶九洞本尊の俺坐俳に封するものであり,節七

洞北壁上層の交脚菩薩は第八洞北壁上層の侍!･l'-Jnに封するものであり,節,-洞本尊の交脚菩陳は

AJl;二洞本尊の生休に封するものであり,その他各所の′ト愈交脚菩儀も,多くは小寵の併像とあひく

んでゐる｡だから,これを卿牡の稗迦牟尼俳に封する末束の輔勘菩陳とみるのは自然である｡し

かも,第十七洞明窓東側の俳轟には,これを明記した例もある.この刻文には多賀,稗迦,鮒初の名

があがってゐるが,多賀俳,稗迦俳は,その下牌の二俳並牡をさし,紳助は上層の交脚菩薩をさすの
革r

である｡猫勤を交脚菩薩であらはすことは,龍門の-lTl陳同をはじめ,その他にいくらも例があるo

Lたがって,交脚背離が輔勤であることは,まったく輿論の余地がないoさうして,この像は中央ア

ジアにも,アフガニスタンにも,ガ./ダァラにも,その原型を暗示するものがある｡
Klヱ11　　　BodhlSattVn-I lohle　　　　　7)　　Muslkerch(,r一一lohle Jl)　　　　　　　　M五y豆･I lolllc

キジィルでは菩薩洞の前塵牛園部にあり,合唱洞の前歴牛園部にあり,第三群マアヤァ洞の前
6) Pfauen-ⅠⅠる11le            6)

壁牛固部にあり,孔雀洞天井の一隅にもあり,ダリ.1ンヴェデル氏はみな補助菩薩だと解してゐるo

前壁牛困却に珊勘をゑがいたのは,おそらく後塵正岡が稗迦牟尼俳を本尊とするからであらうo

l　大村荷駄『文部芙術史彫劉篇』東涼1915年刊, p 132, 186-188, Fig 465, 469, 470･

B　水野,長腐『龍rzつ石靖の研究』 Fig･ 90-93

3　A. GIunWCLIel, Altbud'17dtrlLt･Che KultEYlauelL, p. 59, FIE l18･

4 A.Grunwc｡cl,All-Kuねcha, ⅠⅠ, Fig, a,たゞこの菩薩は足のかがとが接してゐるのみで･まじはってはゐなvlo

5 A, Yon Le CoLI an(相. Wal'lschmidt, Die Buddht'BliBlJLe御伽Iike, Vo† Vl, lhIin 1928, Pl 17･

6　A GlunWe(lei, Al似Ld(lhitdiEehe KdlBlatle78, Pl. XIIXII

IO



Jf章　雪間図像や

ik

アフガニスタンのバァミヤァ./では坐俳の婿の大井にある｡これは坐俳の本尊を輝迦とみて,それ
2)しhars11｢h              SLthrl-

に封する述懐であらう｡ガンダ-/ラにも交脚洋薩は,かなりある｡チャルサダの浮彫像でも,サ7 1)
1hl11r)1

･パフロルの姦座=-nIf像でも,ラホゥル姫物蝕の]-I.巨像でも,つねに合掌の大衆が説法を勧請してゐる

Mol l`un(二(1 -ll,1rl                Tilkllti-lhha 1

やうであるD　また前栽はモ-メットナ1)日日二の丑像,タクティ･バノ､イ批ヒの避像にみる禰勤11rJI像
､

のやうにJ=-に水瓶をもってゐる｡それでフゥシェ氏は水瓶のあるものを獅勤倹とみとめ,またサ7

7) ･パフPルの猫､rr.の交脚像も,水瓶はもたないが,摘勤倹とみとめ,さらに'BT叫の交脚酋薩まで輔
'rllSlti1

勧像と解してゐる｡この解梓はたゞしく,まさしくトゥシタ(兜率陀)火にゐる軸物潜薩であらう｡
｣)

そこで雲岡にも水瓶をもった摘動像があるかどうか,二;I-.像の,またAt'i像の輔助像があるかどうか｡

菩薩の地価はもとよりか､｡ ､'r.像は脇侍にかぎられるが,脇付はしばしば水瓶をもってゐる｡しか

し,これが甜助像だとし､ふ取扱は,まだえられない｡

さらにひるが-って,曇岡における交脚像の-I:一利(Fig･4)をみると,二つの椎類がある｡ -は

第六tlrrl方柱廃山の交脚像のやうに,メ.:.イiの手を胸ま-にあげ,上下から仙うけてゐる｡これは一般
r.)

にガンダァラ,中央アジアなどにみる説法和の変化とみられる｡いせひとつは,弟十一三洞の本尊(節

十各,P1.4,2)や,窮三上洞の本尊(節-令,P].59)のやうに,右手をあげ,左手を睦においてゐる｡こ

れはて別yijにおける馨手形の-奨ノEirl.である｡やはり衆/I:.に封する,すくひのすがたといふべきであ

らう｡

ガンダァラの静物像には,まだ賀鎚に化俳をいたゞいたものはない｡しかし,怨岡では化俳の

あるのがふつうであるo　これは劉末の阻渠京聾謬『凝滞肋酋薩上生兜率陀犬挺』(大正大蔵組弟十

川私pl419)に【その大賀冠は17溝倍色あり,一々の色中に無嶺百千の化俳あり,諾化菩薩もって侍
slml1左saTlf▲

紫となす｣といふにあたる｡なほ,この雛には七楽の大獅子座のあることをいひ,矧帖のあること

をし､ひ,また寅帳に貿鈴をかけ,賀帳のう-に躍網をかざるをいふ.獅子座,貿帳のまうけはまさ

に,Jji岡の表現どはりである｡ガンダ-'･ラその他には,か-つてみない.寅冠の形式は,中央アジア

以水のし1はゆる二滴楽冠で,kil板形のものが三方にあるo Lかし室岡交脚菩薩の賓冠は,中火の図

1 A. et Y (;(,(tar(i et ∫ HLICklTl, /Je.ヾ即u,i,1uit,わboLLddh"I,ILelY dc BかL7y丘n (M血10ircs, de laぐ1tl]6gation EuCh6ologi(IUD flanGaisc en

Arghi､nistan, Vol･ ll)1'arlS Ct liruxcllcs 1928, Pl. XXVll･ 13･ Rowhn(I, The Wall-pa,LTbtiTtgSOfIrtdea, Cerかal AUtα α7td Ceylon, A

comparalt'W触'ly, 13oston1938, L'1･ 10,なは53メ-トル大像帝vj大仙こある.H{藤も,両足のくみかたがや1ちがぶけれども,同形等

とかんが-られるo J tlackill, N,yLLtVJJe汚γcc7-(/he.iarl舷,log7g"Cパh Ba-m之y序,I, l'Etris 1933, PL XXIV, XXVI･また,カタラグ(Kakrak)

開発塙の頂上,およびまはりにある坐位tL)7Efr睦像も臓物像らしくおも-るD Tbid,PL LIII, ⅠノXXII･ショトラックにも二,≡

あるD J･丸Icul-it', S/I,ot,"ak, L-1 XIV, XV･

L'A Fouchcr, /,arl,〆-boll,/,lhi,1"e, Flg･ 348, 416, 426, 4･59, p 234, 235･ AI Grunwe(lel, Budd九加▲1r仙ZrLd･La, Lorn(Ion 1901,

Flg･7･

:‡ A Fuucllel, ),Iwl yra(▲0-b,,L〝1,uLIL',JLLC, Fig 77･ 457･

4　たゞ立像の金銅俳に往々鵬軌のY.をもったものがあるo住友家城大和二卜_=_年俳立像(『鹿屋清質』 Flg･169),ダイユタ大使

戒太か十六年休立像(人文科単研究所考?i溌料6229)等は,みな像が立像で,臓物の名がみえてゐるo

B A･ Foucher, L αγE grL;<30-bo,IL,i,lhtqLLe, llig 413, 415, 427･ 429･
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雲岡丁子群'rX5L I--洞一第+二洞

板上に新jJIJIL多がある｡そのう-,うしろには三伽捗の布片がたれ,また,ながい仰rT-がひるが-って

ゐる.ガンダァラには三面車道はない｡たゞ頚11]'をまいて,まjl::LWに巨iI形のかぎりをつけるのみ

である｡兼川形もない｡たゞ仰トのひるが-ったものはみるが,それがいちばん雲岡に似てゐる
1)

のはアフガニスタンのものである｡このやり方は,イラン系の王冠に,つねにみるもので,イラン
■■l

的である｡そのう-,この像のポゥズそのものも,いたってイラ,/的なのである｡
MaflJu畠rl

文殊菩敵,輔勤菩薩についでみられるのは文殊瞥儀である｡しかし,これは特殊なあらはれ
VlmalこLkir(1

方をするo主尊でもなく,脇侍でもない｡すなはち経歴屑IJ:の病気を見まひ,これと封間するもの

としてあらはされてゐる.柄中の経歴居士は駄上にIAi弛するのに封し,文殊菩薩は腰をかけるか,

すわってゐる(本書,節-餐, P】.14,窮印象Pl. 123)o u｣経歴詰所説楓_∩ (大lf.大蔵経,弟十四怨, p･546,
SfIT-i)utra

547)にあるやうに状姓が飛水し,舎利弗が鮎放されることもあるが,文殊吉保そのものには,なん
anurud(1ha I)

の特徴もか､｡たゞ二三のばあひに,如意をもってゐるだけである(/rniL-.A洞南壁)oそれも,たゞ

ほそながい棒で,その先端がやゝまがってゐるのみである｡このばあひ,文殊が如意をもつのは,そ

れがつねに説法講誤にもちひられてゐるからであらう｡ところが,この緋摩居_I:と文殊洋薩との

封問像は,小火アジアやガ./ダァラには,まったくみられないo二俳並llJ-1.のみられか､のとともに

不思議なことである｡

脇侍の常勝としては平助像と､'r_像とがある｡まれには象にのったものもある｡象にのったも
Salnarltabhadra

のは,いふまでもなく,普賢溝健である｡いまみられるのは,たゞ第十三相帝矧T1日のう-の迫剰

′ト愈(紗卜雀,Pl.17B)と,lj/汁三A洞病魔の小愈(第十怨,PL 114)とにかざられてゐるo Lたがって,

こゝでは太和の木年以後(A.D.499-)につくられたものであらう｡しかし,疏門時代には,ほとん
｣)

どみないが,北葬,棺にはま､法例があるo雲岡のはあひは,中耳がたゞの'･担体で,稗迦牟尼俳であ

るらしい｡ u潜LfL輝醐(大下に大蔵i･fi.,須九各p･ 61)｢~押野井儀勘渡品雛二十八｣によると,常賢菩薩は,
lミatrLrLt e)0‖ty1.(l -gLLtam)a

稗迦牟旭体の法可.酢をときたまふところに,東Jj賛威乱l･_俳の固よりきたり,柳城後の『法華緯』

を護持するをちかひ,自象王にのって人々の諸寄を,のぞかうといったといふ｡これも,また法~陣(.

∫,珊Jの,ひとつのあらはjLであるo
r+)

牛珊像の脇付は,本命が禰勘の交脚菩薩にかぎられる. iTr,六洞明窓の左右盆のやうに, 'P一翻像

猫彼の轟とみえるものでも,-I.:メ,-一対むかひあってゐるのは脇侍的な構成である｡この'ri跳像は片

脚を鈷研からはづして,たれてゐるのみでなく,)I,･手を郷にあてゝゐるoつまり思惟の相である｡

1 A. ant】 Y. Godald alld T. tiaclこ111, I,eB ant,L'qugtBpq bu/LLdllhi,Jue･"Je 1,'aIrLLyL叫l'】 XXVl i

2　0. M. i)altoll, The Trea糾re (,flhe U脚S, London 1926, 1'l XXXVトXXXVrT7

3　加古は,説法,flYi.市につかはれたため,こ｣にあらはされたのであらj-)0

4　水野構- ｢開虫二年四【叶十二鮪像に就いて｣ (東方畢報,涼周;節十一肝一一分)1940年刊, Fig･ 2

5　人[･思怖像と小ふことばは-.Iiくからあるが.牛軌とはいはなvlo 『川分恥乃(人TEリ(疲鮮)邪二i二雀, p･ 930)比tT一尼捷艦之下

によれば,牛助披,比丘の粁助欧坐に劉する,此rLTEiの坐法であるo決してかういふものではあるまvl｡これは,むしろ,結蜘鉄塊

をといたJ安生のすがf(:である｡こ1では,たL+池荊M:したがってノド例の諾.'iをもちひ六二のみ･である｡
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序章　笠岡固像や

さうして,雛二洞塔柱(本書,雛一巻,Pl.62fi),雛六洞明窓では,足下に.P.15がひざまづいてゐて,日馬

カンタカとの別離の状をあらはすがごとく,また:節-トヒ洞前Lif.(本吉,第六番, Pl. 17),弟十洞前rif_

(雛七各,Pl.8)では,樹葉が乱上をおほひ,樹ド静思の朕をあらはすごとくであるoそれに俳侍囲中

では,しばしばシッダァルタ太子の一Li),推すがたとしてあらはれること,第六洞膜壁搾彫俳侍,第八洞

主菜束壁搾彫俳俸(木器,第五怨,Pl.67)にみるごとくである.だからシッダァルタ太子苦悶のすが

たであるとは,いちおう知られるが,それが太子一酬雅俊の名でよばれてゐたことは,大和十六年(A.
ド

0.492)の-梱像によって,たしかめられたのである｡

しかし,それにしても,交桐爾勘像の脇侍としてあらはされるのは,いったいどういふことであ

らうか｡捕物常軌ま-_/I:_補虞の嘗藤であるo　もう一度うまれかはれば俳になるのであるo　粍迦牟
Tu?ltd

尼俳の,ぢきぢきの後継薪である｡い剖j:兜率陀天にゐるけれども,やがてはこの世に伸としてあ

らはれて衆_/L:_を済度するoシッダァルタ太子も,人JF三の苦を身をもって,くるしんではゐるけれども,

やがては正燈して俳とJj:り,衆Lf:.を折度する｡だから太子は,その侍記をかたる経典のなかで,し
･､-

ばしば菩藤の名でよばれてゐる｡といふより,滞薩のすがたは,逆にこの世における高弟の存在で

あった太:f･などから,逆に案ILIJlされたものである.かういふ菩薩と太子との類似の性格が,その緋

介をもたらしたのであらうoそれとともに中食の交脚といふ特殊な姿態が,また牛鍋思惟といふ

特殊な脇付を要求した造形的な繭も,わすれるわけにゆかない.この像は,その後もさかんにつく

られ,弼勧薄儀に稗化してゆくのであるが,肘以後には,あまり,あらはされなかったやうであるo
Ll

r卜火アジアにもガ./ダァラにも,もとよりこの形式はある｡しかし,雲間よりはもっと白的な

萎勢である｡ところが,ガ,/ダァラでは太子像といふよりは,他の菩薩像であるo　むしろ観世青紫

隣とか輝靭蓄蔵であって,太子像であるといふ語接はないo洋彫仲侍をみても,樹下静思の像は結跳
Ll)ら)

鉄兜,介手柿'jLの机ETおとの決別も仔~､rr.のすがた,たゞ夜半に床をでゝ壌女の睡眠をみるすがた
)

のみが牛珊像で,鶴に指をあてたものをみる｡それから,ガ./ダァラの末期とおもはれるが,アフガ
7)

ニスタ./では,すでに交脚菩薩を｢ト亡､にして, JP一凱駄酢の脇侍をもった三尊形式が成;IIしてゐた｡

しかし,これがシッダァルタ太子の思惟像とかんが-られた澄糠はべつにないoか-って,太子思惟

像ではないらしいのだが,これが中央アジアを-て,要岡にったはるうちに,つひ太子思惟像にな

ってしまったものらしい｡

脇付の､'I-.像はその個性がはっきりしないo　ことにJii:岡のやうに三尊形式が確甘_せず,その他

1水野紳イ坤.軌思惟像について｣(水田･史研究.i, gil:I-_怨PLJ紙)京都164=0年刊, p･49･

2　たとへば〟:放逐謂tL, ul掛研粁En (大71三大戒私節三省)にも,グナバドラ(水郷放崩)諸の『閃児雛』(同懇)にも,菩薩といはれて

_7J::._.

tTI A,vonLeCoq, (heSpatanll-ke, γol.I, P1 3　A Foucher, ZJ'arlgr血トboLL･ldhrlyLLe,Fig 76,77,408,410,428･ガングァラでは

戦串を願る太臓沖も,この年助像であらはされてゐるo(lbid, Fig　83)･

4 /brld,Fig 175,176,413　　　r, ILL.i,Fig 184,1851　6 1bid･, rlg 178･　7　Meunie, βhotwak, PI XI 38･
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[,T吉岡石群第I･-洞-'Xjr十二洞

の誤仰供養溝たちが【■抽にくは-られたり,けづられたりするところでは,脇侍がかならずしも菩
(】t･v.1t.i

薩であるとはかざらない｡天人の場あひも,箇然あるわけである｡いまかりV:u-Fli猫に倖側してゐ

るのを菩薩の脇侍,群をなして固繰してゐるのを天人の脇侍としたが,もとよりlE碓なThl.-_別とはし､

-ない｡金の内外に大′トの井をつけて,二組の脇侍をおく域あひがある｡大きい方は紫蘭,小さい

方を大人とするのは常識的な解樺であらうが,称賛なものでは13:い｡また賛冠をつけたものと,寅

磐だけのものとにわけてみても,これも厳碑な院別にはならないであらう｡

いまのばあひは,もっぱら~､']二像の脇侍苫陳を問題にしてゐるわけである｡そのうち名桝の知ら
^vn loklt(烏vara  Malla-Sth話mapml〕ta

れるものは,たゞ前述の第十七洞両壁阿輔FE俳寵の脇侍たる観Ill;書籍薩と大勢11キ蕗薩だけである｡
Matljlliri

やゝ確資性はおちるが,第八洞南壁節三層東愈悌二tL怨, Pl･99)の光来をもった文殊溝鼠蓮華をも

った叡世膏菩薩も想起されるであらうo阿弼陀轟の大勢至菩陳は,なにかみじかし､棒のやうなもの

をもってゐるが,敬川:音fLi.澱は蓮--LjE･とい-ばし､-るやうなものをもってゐる｡
1'ユ･lmal)･inl

観世書落儀は一名.変速華子蓄蔵といはれるやうに,北魂のときは,ふつう蓮~Erl･:と水瓶とをもっ
2)

てゐる｡しかし,それだからといって,蓮華,水瓶をもち,あるひは蓮華をもったものを,みな観Itヒ昔

菩薩だといふこともできない｡それは蓮華,水瓶をもったものが,または蓮華をもったものが,しば

しば粕射してゐることがあるからである. 'jf岡のばあひは,洪然と脇侍告陳とし､ふよりほかはな

いのである｡

たゞ箪十-A洞北壁左石の脇侍(#十令,Pl･ 13,20)であるが,これは,めづらしくも抑-(-をもっ
Tr瓦yastrl-rぬs

てゐる｡梯1-をもち稗尊に特例するのは,三道東階しで脚J大より降下する説話であるoそれに
Iirahm云

よれば,梯子をとるのはブラフマア(先天)である｡しかし,これに封する脇侍は七寅の滋をもち,
Tndra                           l')

ィンドラ(天帝稗)だといはれてゐる｡こゝでは左右が,ともに梯子をもってゐる｡儀式としてはブ

ラフマアであっても,こゝではブラフマアであるより,たんなる脇侍像にすぎないであらう｡

なほ脇侍像ではないが,第十一洞の太和七年(A･D･483)俳寵には観世音,大勢至,文殊の名を記
1､

した三菩薩が並列され(本吉,打ち八番, Pl. 31) ,骨折帥jt仰のあつかった菩薩の名が知られるのは,興味

ふかいことである｡

非腰o菩薩は身上に荘厳があり,俳にはない.薄儀は,この世における,もっとも高弟なすがた

であらはされるが,俳は,その高貴なものからも解放され,なにものにもわづらはされぬ無荘厳の

すがたである｡身にあるものは,たゞの僧衣,さうして三十二粕八十種好の大丈夫相である｡菩薩

は下裳をつけ,天衣をつけ,賛冠をいたゞく｡寅冠は中央アジアの系統をった-る三両貿冠であ

1 A GlllnWedel, B,u'ldhid Art, p. 203.　　　　　　2　人相西島『支部美術史彫贈u.!』 FJg･ 465, 469, 470･

3　u一法鄭侍』(大正大赦艶節TL1--奄),p. 859.ほかの経典では,三逆境階の州規,ブラフマァ,インドラの底従をとくものがあ

ゥても,自梯とか七頚の蓋には言及してゐなvIQ法願札なにか,この種の囚絵像を目略して,かういったのであらう｡

4　同書,p.859には申インドのことをvlひ,こ｣では文殊純利,鶴壮綜菩薩の供養されてゐることをのぺてゐるD
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序章　繁閑臓像や

る｡別粒形のもの三つよりなるが,のちには‖Hrfのものにかはる.胸には瑚かざりをたれてゐるo

かんたんなときは,板状の頚かざりであるが,複鄭なときには,軍略の朝かぎりがあり,また戦跡の

金属的頚かざりをくは-て三種になる｡それから手くびには,また上伸には鎧釧をつけ,またjT･衆
7 )                              1JJ

に埋格のかぎりをたれる｡これらはすべてガ./ダァラの洋藤にみるかざりである｡中央アジアを

へて中国にったはったことは,あきらかである｡たゞ,ガンダァラのものより,はるかに平板的にな

ってゐることはあらそ-ない｡ところが,これらの装飾も,雲間では最後に,第六洞でみるやうに,

身膿が天衣と下裳とにつゝまれて,斯かざりや鐙釧も朝略されてしまふことになるo

交脚菩薩の手は二種(Fig.4･)ある｡第十七洞本尊,節六洞方柱東両の菩薩は両手を胸にあげ,上

下に相うけてゐるらしい.おそらくガンダ7ラに多い,すわった菩陳の手相からきたもの,いふべ
i)

くぼ説法の相であるo　第十三洞本尊(第十怨, Pl.42) ,弥ヒ洞北壁上層本尊備州雀, Pl･ 33) ,第三洞

上宝本尊(節-令,Pl.95)などは,右手は容子,左手は仲子といふ,もっとも俳菩薩にふつうなかたち
4)

をとってゐるoこの畢手形はガ./ダァラのgJ-遇蘭にはか-ってすくないoむしろ_lrI-.った菩薩に多く
占)

みる｡

牛珊思惟像には,きまって頼をさした手と陸にのせた手(Fig･4)があるoガ./ダァラでも,ロ.)
I I( ,rly豆m-Tarlgal                                              n)

ヤァ./･タ./ガイの浮彫のどとく,牛現像は,これにちかいかたちをとってゐる｡
T.､l.I

脇侍1rr_像の刊もたいてい,そとがはの手をたれて衣端をとるか,水瓶をもつ｡まれには,一方

のとがった灘鎌形の環をにざる｡うちがはの千は胸にあげ,蕗華の背とおぼしきものをもち,また

まれに充笑をもつ｡手札もちものなど井村l僻が多く,なに菩薩かの個性がつかめないo　たゞ俳

に侍する菩薩といふだけで,あまり特定な菩藤を意識してゐなかったものらしい.つまり合掌侍

側の背離とおなじである.

3

俳,菩儀についであらはれるのは誤仰の大衆である.あるばあひは脇だちとなり,あるばあひ
devaほn瓦ga

はとりまいた群集となり,またあるばあひには空中を飛糊する.経典には,菩陳についで天,龍,ヤ
yaksn ganr1llar Va aSum garuda kmnam

クシャ(夜叉),ガンダァルヴァ(乾悶婆),アスラ(阿修羅),ガルダ(迦桜躍),キンナラ(緊都羅),マ
mahoratp

ホラガ(健脚n),人,非人といふが,雲岡にあらはされるのは天,ヤクシャ,アスラばかりである｡龍

とガルダは,その本身のま､で装飾になり,たと-ば扶弧あるひは扶梁においてあらはされるo

ヤクシャは空中をかけめぐり,アスラは超人的な力をもつ.超人的なといふ鮎では,これらも天の

1 A･ Fouchcr, IJ,art run-bo,ILddJr･l.que, Fig 409-429･　　　2 A GlullWedel･ All-KLLtL<eFJa, PI Xl-XII

3 AI Fouchel, IJ･arl grico-bouddhiq,ue, Fig･ 423一生26　　　4 Ibid･･ Fig･ 421･　　　5 1bid I Fig 415-420

6 ヱ♭id,Fig 4081なほFig･409,410,428なとも,患なじ手棚かとおもふが,V､まはみな破折して不明である0
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ユ0-ll J{　ラ　毛　y

2　　　　　　　　　　3

1-5　天

6-9　ヤ　ク　シ　ャ

15

12_13　7　ス　テ　　　　　　　　　　　14-15　化生

16-18　比　丘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19-22　供養者

第五国　璽岡　天,ヤクシャ,ノ,'クモy,アスラ,化生,比丘,供養者各種

Fig･ 5･ Varieties ol Devata(1-5), Yak苧a(6-9) , BrahmaT).a(10-ll),Asura(12-13),Anpapaduka(14-15) ,

Bhiksu (16-18) , Worshippers (19-22) in Yu n-kang･



序章JiI岡糊像や

たぐひである｡(Fig･5)
(itv.1r.1

霊的の大人は羅洩,ヤクシ1タとともに俳を胡仰し,あるときは合掌して!,-:イ;にたち,あるとき

は班卜にとんで花をさゝげ,あるときは架を奏し,または位を潰ずる｡みな一様にたかし､賓撃をし､

たゞき,イ裳をつけ,領巾(火衣)をJlうにしてゐる.それは形式化してゐるが,いちおうはrrr央アジ

ア,ガンダーノうにさかのぼる形式であるo　たゞ,こゝの大きなちがひは労女の性別をつけてゐない

鮎である｡ /色助も,まれにしかあらはされない｡第八･Ifli]I拍頻_の奏楽の大人(本吉,第Iこ怨, Pl.91,92)

はii'I:: j'･である｡第七tlfl･],窮八洞束酉壁の塔形をさゝ -かi'･:::(. (掛川怨, Pl.58, 59, 76,第五谷, I一l. 56-

58),第九洞,窮卜洞,前基柱兆の_･LTj汀-(第六怨, plan v,雛七怨, P】anlV)になると,大の誼子といふよ

りはヤクシャから憧化したものである｡
･ull叫,･iELLlkくl

なは大の_･'i'･::十とし､はるべきものに運上の化生がある｡犬の蓮華のなかに,うまれでたばかり

のJTj'･:+,清子御浜垢の存イrIである｡これは,いたるところにあらはされ,雛七,第八洞坐俳列像のあひ

だ(本書,抑Jq雀, Pl.92,9,Eう,窮五怨, P7.84,85),弟九才州"]LTや杜l･_の蓮華のう-(Ij'1;六怨, PJ. 9,28)守

のものがいちじるしい｡

誤仰満のうちには,大にまじって,まれに逆髪形の像もたちならび,また111亀期してゐるo逆笈の
I)

脱雅としては,〟./ダIrラあたりのヤクシャの,もじゃもじゃした頭髪がかんが-られる｡かれら

は,また腰IJIたけの裸形であるo執′まLかみ,骨朋尉まぢくんでゐる｡こゝでも,そのとほりである｡

さうして)JlからX判伊に,たすきやうのものをかけてゐる｡ガ-/ダノ･ラでは,物語のうちにヤクシ

ャのでゝくることはあっても,たゞの詔仰省の列にくはゝるとし､ふやうなことはなし､｡

詔仰膚のうちには,比丘のすがたもまじってゐる｡比JT:.でも粗尊の_/l三春中にゐあはせたもの
Arha[

は,山桜に#･尊の説法をきし､た矧iHたちである｡だからr･,]H.ti--に阿捉決某を成就した羅漢たちであっ

たらう｡これらは,つねに火に任してあらはれる｡たとへは第人洞東壁初樽泌愉盛のごときもの
J(Luln叫･yこL

である.こゝにはカゥンティニヤ(傾陳如)等の比丘があり,その滑後に合掌の大人たちがゐる.節

十一-.洞LhA撹小寵(第人谷,Pl.21)では,合掌大人と介掌比rTことを二段にならべてゐるo　雲岡では,ま

た他藩薩,縦波といふ五官形式が確､rIlしてゐない｡第九洞,弟卜淋毒IJに去北壁のト.相姦('第六怨, P1.

13,賂七怨,1'1.20)でも,酋藤がはりの脇付として比17･.のあらはされてゐることがあるo肝卜八朔

のごとく昔俵についであらはされても,十人のド･.Ja'i'･.汲たちは,これも俳の誤yrJRである｡これにつ
M.lll.ikE7皇y･11'`1

いで食草天人の.AE仰省たちがゐる｡十人の阿推決には最長老のマ-ソカブシャパ(大迦葉)と,最年
llTlan(h

少のアー′ナンダ(阿難)だけが指摘できるo _rh-_尊形式が酢~､rI二せず,鉦状たちが,たゞの誤仰婿とし
㌔

て,あまり盛宴な付_;･1'Jlt穀しめなかったことは,ガンダーノ･ラ, lEt央アジアでもおなじTiあった｡

以上の讃仰演たちは火の戯仰満である｡羅淡たちも,糧食にぢかに接したといふ鮎から,一段

1水野紡- ｢逆髪形について-:芸州Hll]像丹-｣(俳教典的,肌十二i肘)人似1951年FEj｡

3　AI FouchLtr, L'aJ,l grL:,00-bo",ldhi(ILLS, Fig 329-3311
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雪岡石済第十一洞一節十二洞

第六圃　雲岡侠儒各種(-) Fig･61 I)warls inYun-Rang (a)･

とたかい存在であったo　これに封して地上の訳仰常たちがある.それはそのとき,その他に生をう

けた北魂人である｡この石窟に出入した善男善女とその_導師(比丘)たち<ある.みなながい窄袖
ケウ･J

の外套をつけ,女は裳,男は袴子をうがってゐる｡ ill71A上には頭巾,足にはふかぐつ(秤)削まいてゐ

る｡これは鮮卑など北族の風俗である｡比丘はながい冊衣をつけ,合掌するか,柄禿蛙をさゝげて

ゐる(第八番,Pl. 31)｡北我人とはいっても,初期は一枝に朔北の鮮卑服をつけたが,のちには寛潤

な中国衣冠の服装をしたらしい.これは正員_TF_銘の,かれら白身のすがたである.かういふすが

たを彫ることによって,造像の功徳を身ぢかに感ずることができたのであらう｡
d y3-mp三h vaJ r叩･ミn l　　　　　　　　　　　､'ajra

FIJpi巾としては稗尊の生狸に,かげのどとく屈従したといふ金剛力士がある｡とにかく金剛杵を

もつといふことで識別されるが,介宵をつけた第九洞前菜門わきのやうなもの体吾,第六各,Pl･

ll,12),介田をつけないで筋骨に力をいれた第十二洞門口のやうなもの(第九潜,Pl･43),あるひは

巽冠をつけ,三鉾の靖をもった第八洞門口のやうなもの(第五怨,Pl.20)と壁化がある｡ガ./ダ丁ラ

では介田をつけたものなく,か-って上鰹をはだかにしたものさ-ある.だから介日もつけず,稽

ももたか,のが,より原初的で,それが後世ながく金剛力士の停続となったのであらう｡介田も,請

もなければ,勇猛のほどもしめしやうがないので,南限をみひらいたすごい顔にし,手足に隆々た
､■-

る筋肉をもりあげたのである｡介田をつけた金剛力士は笠岡,龍門時代に二三あるが,これは中央
K i i 1 1 K alllln A HLlh le 対aler- t-t糾l le 1)

アジアあたりの創作かとおもふoキジィル暖蛙A洞および三才E工洞の塵には,介日の金剛力士がゐる｡

第八洞でも,第十洞でも,金剛力士のわきに介田をつけ,箱をもった門細がゐる｡美辞評の『一
yakモa

切有部艮奈耶雑事』(大正大蔵経,第二十四番, p.283)怨十七には｢Plの両頬にお小て,まさに執杖柴

又をつくるべし｣といふo陥朋の石像ではJ)｣:のほかに榊]三像をつくることがポ副文にみえてゐ

1水軌衣虞u'馳門石坊の研究』 Pl. 33.　　　　　2 .1･ Gzul､､､Utlcl. Jll-b",1,1),t'･<tLw7･e h',,lt.yI･'ltf川. Fig･ 89, 339･

It　大村西監rJ'支那犬術史彫_gt7_符Jl p. 438.
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序章　ヨ‡岡樹像や

iZI Ea

｢圃!(/y･;.-;:.述-
一　　!.＼l-　(　　1　,＼

＼/7･守り‥‥/I　＼　ー　ノヽ　　E Jr　　↑11

監L/3

′

･'茄七脚'1;岡株価存種(二)　Fig. 7. I)､､,ilrrS h Ydn-KanHr (h).

るo金剛力上をヤクシャの一種とみれば｢執杖柴又｣は金剛力士をさすものといってよからう｡し

かし金剛力士を別格のものとすれば,瑞をもち介田をつけた紳像が執杖重文にあたり,帖唐の榊王

にあたるとみてよからう.いひか-れば柴又JILJILll牌である.

もし,このlTLl口の介はJ)'iql王をヤクシャ紳王とし,凹大王でないとすると,このヤクシャの統領で

ある凶大王は第八洞,第十二洞の俳悼愈(第五谷,P】.59,第九各Pl.26)にしかあらはれでゐか､こ

とになる.俳悼金でも,まだ介はをまとってゐず,のちのLJA天王とは大きなちがひがある.俳紘の
aSUrn

守護,あるひは堂塔の守護として凶大王はつくられてゐない｡か-って,こゝにはアスラ(阿修羅)

柵が,第十洞前宝北壁鵬須山わき(本品筋七雀,Pl.23)のやうにゐる.三tdi四腎,もしくは玉的六
｣)

皆で, EJ月と弓矢とをもち,上鰹をはだかにしてゐる｡これと一連のIJiLIl像は,すべてアスラとい-

るかどうかわからぬが,第一七洞の門口(第凹雀, Pl.13-15)にあl) ,第九洞主基の大井(第五雀, PL83,
=IIJ

84),第十二洞主立の大井(第九雀,Pl.69)にあり,第六il･i],第三十九洞の大井にある.たゞこれと似
VI?rIu

てはゐるけれども応にのり,牛にのることによって,その名桝のあきらかなヴィシュヌ(比柾大),マ
Ma hesvam          )

-シ-グー/ラ(大日在火)は第八洞(第五各,Pl.13,17)でも,第三十五洞でも,lH川lのどとくt●■jHに

ゐ,また第十二洞(筋九怨, P】. 69)には主宝大井にゐる.

諾紺P演とt-t榊(i.j儲刷のほかに役務州といってよいものがある.そのひとつは,塔をになひ,

1西台法立,法蛭謂h'人雌)に船山一人iE-^城鮭,節-堰, p. 1)87, 288)怨二,阿',,fl倫晶･m立には, -TスラのEこ城が壬fi璃山下四十耗里

にあt)といふ｡キジィ′レ渓別･L】(Schlucht-tllohlc)にはEI Iほ手にした多作榊がゑがしれてゐるつたぶん,アスラ柵であらう｡ A･

Grul川eLIc), _lit-KHtS(･h(L, PIs. XXVl, XXVII, Fig･ 4･

3　公昭pV,『-^舌義榊呪糸'.J'i(心ti･人成敗那二十-一晩p･ 571)雀上には｢八阿修雑あり,枇摩節一別郎吋修雑1三,修賓客薪a阿修耕五

経搬阿修舗}-., I.-･l=婆刷阿修封は'.,鉢緋脚･1倍抑1三,茂売油近郷州至純王,郡梯豆畷阿倍雑∃:･,邪典剛紺t_i:･等の'lF鼠輔州はこの呪を

護るべし｣とV,ひブスラの加誰をイ言じてゐる｡

3　悲兜洞(Tcurcls-rlGhle)および那三群マヤ洞(ML-tlL-I-rlt)hle)には三rd了多作の牛にのった像がある｡ .l･ GIun､､'etlcl,一llLb",Ld7,L'.y

ti.<cjLe KLL払tilttell, F桓･ i297. 410･
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Lif吉岡TT"a fJiI -卜-洞-第十二洞

梁をさ､げろヤクシャたちである｡こゝではその雄躯と姓貌から傑儒とよんだが,もの引こなふ

といふ鮎からはギ.)シャ,ロウマのアトランテスである｡ljFf;-ヒ洞,弟八洞(御q雀,PL58,59,76,:紅1･-A

巷,PL56-58)のやうに,つくばって坊をになふのを本義とし.第九洞前'#!.閲六巷,Pl･28)のやうに,

あぐらで,ものをさしあげたのを第二次とし,節七洞門口のごとく,たちあがって塔をさしあげたの

(弟川谷P】･21)を第三次とし,またその各府の, lT;r･::子のごとく跳排してゐるの(＼'07.vl.Pl･22)は,さ

らにまた第四攻の壁化をしたものである｡また梁や桁をさゝ-たのも.第九洞列柱の桁(第六雀,

planv),第九,雛十洞前菜天井の保儒(第六巷, Pl. 33-135,節七雀, Pl. 38)を本義とし,第八洞Ii三宅上

層の保儒(節Pq雀, Pl. 46)を節二次とし,第十二洞前韻天井の傑儒(第九雀, Pl. 38)を第三次とし,節

八朔主菜上層の傑価(第五番, Pl.40)を節円攻の壁化とする.

かうした.ものをさゝ-るヤクシャとちがふが,交脚菩蘭,すなはち勝明のhiをさゝ-て地中よ

I)上半身をあらはした女細がある｡焚冠をつけ,胸がふくらんでゐる.｡大地相和であるとい-よう
hlLlhLIPrltlllVi 1)

(節-怨,PL.34･,114,雛九怨,Pl. 10)o　ガ./ダ-J･ラでは降魔成近体の足下に大地母柵をみるが.交脚

像,すなはち弼敬像にほどこしたものはか､｡

1 A. G.unlVeLlel. ),'"rTdht'.yf Jll, 7'. 100. A, (lr仙､､C'lLLZ, ｣Lf-ふ′′/I//", l'】. 17トTV, 1.1i.L, L',こ山孔'Tr三か=二は, :｢常t7, )JLh-･1!1-/J;卜′卜身

を･T･Jらはしてみる｡

/-:

､-､＼融弓

､　　･･.工
り　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

一　一一1 ､-　日　-一一　　　-一　一--I--l　--　一一L IL------■-1

第八岡'r75　ト一･洞-耶十三洞jli耐樹

Fig, 8. 1'JLln Or L1.1＼･tlトXT-XTll･

20



第　十　一　洞

第一章　　第　十　一　洞

材tI･!,-i〕二f工却;洞のうち,雛九洞と第十洞とは,もとより一期同であるが,第十一洞から:j';十三

沖r](こいたる二洞は,また外堀のrrl7-をひとしうしてゐる.そのう-列柿よりなる節十二洞を中心と

し,IL'二才iにLilH7[ほ明窓をひらいた肝卜湖と第十三洞とがあって,いちおう,シムメト.)カルな醗

跡こなってゐるo　この節十一･洞から窮十三洞にいたるil]甥は,その空自にたくさんの仰藷を彫って

ゐるが,このうはばは_rl･.しの雨水をさけるため,一様にたかいTl一転をきづいてゐるo(第八怨,Pl.1)

LJィ1.開二｣節一卜湖には前'i三がない｡装飾のなし､挑門の入｡をはいると,内部は方柱を中心に

した即断講である｡東西矧j:両横で4.lorn,北喋で5.50m,南北長はほゞ 5.00m,梯形にちかしゝ方形

で,方租j:束i'L1-3･40m,南北3170mの方形である.天井までのたかさ約13.0()m,天井は平天井であ

る｡繭hiE引こ明窓と門口のあるほかは,なにも錆としての迭柿はない｡各壁面が不規則であるのみ

ならず,仰轟の配抑j:まったく無秩序である｡そのう-,北壁削まほとんどなにもなく,俳翁の迫刻も

東pL浦の三矧こかざられてゐる｡(雛八巻, I一l.3)

いま錆内の凧ま,かくにゆくほどあがってゐる｡しかし,さら-てみると,不規則でrl't凸があ

るo東)方の味などをみると,いかにも米'完成といった感がふかいo(P】anI)

1　両　　　　歴

この垂掛d:,もっとも保有がよい｡しかし,すそはいたんでゐるし,全面に櫛形がある｡そのう

-,すそは,いくらかうまってゐるらしい｡

し相.Fj二〕たゞの扶門で,なんの造構もない｡アj･チになった側壁に迫刻の悌藷があるのみであ

るo　それも保存がわるく,いたんでをり,またあくどく彩色されてゐる｡こゝのは迫刻といふけれ

ども,さう時代のはなれたものではない｡万札l湖の悌像などに比較すると,このjJ一窟の開撃にひ

きつゞきおこなはれた迫割であることがわかるo(第八怨,Pl.4,5)

し明窓〕明窓にも,なんの法構もか､oたゞ挟門より大きなアァチ形が切りひらかれてゐる

のみであるo　こゝにも迫刻の仰籍が,不規nEjに壁両を占めてゐるo Lかし天井の部分は,あらけづ
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竺関前'm第十一洞一第十二洞

束側East Revea一.　　　　　　　　　　　　　　　　　　西側West Reveal･

第九問　第十一洞明窓錬成配置固　Fig,･ 9･ I)istrit-ut-lO,- OrNiehcs un Rcvcals oHVindo､V, Cave Xl.

りのまゝ政道されてゐるのみならず,かなり大きな崩落がある｡(Planll)

迫刻の俳轟は俳像や､紬づくりで,中国式の服装をし,俳鹿の柄わきに浮彫塔をもつことで特

色があるo Lかも,束墜F部の俳轟(5)に太和十九年(A.D.495)の俳鹿があるから,みなそのころの

製作であることが察せられる｡さうしてみると未完成第三洞が外部に二基の双塔をつくったこと

ち,このころの俳森に多い左右の双塔浮彫と,無関係でないことが壌せられるo(第八雀,Pl･6-10)

〔壁面〕扶Pliと明窓にのこされた壁面は,これまた全面に迫刻の休会がある.そのうち中央

鉄門上にある沸点(25)だけは,石窟開撃の計蓋中にあ-Jたかともおも-るが,鉄門上絵との接合の

無造作なところをみると,やはり迫剰<あらう.とにかく,この俳轟を中心にして,上下左右に多

数の悌鹿がある｡上修二個所に木造式骨塔が彫ってある.これは-封でなく,偶然このあたりに彫

られたものとおもふが,節五洞南壁上骨の双塔などは,これからヒントをえた設計ではか,かとお

もはれる｡俳轟の左右に双塔をあらはすことは,酉壁の中位と下肘の二個所(16,39)のみであるo

だから,この左右の塔は,さういふ流行をみか､ま-,明窓の諸轟よりはさきにつくられたのかと
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第一章　第十一洞

l

-r　25b 27_Mー_∴28　23

rL~.n～7＼

第十陶　第十一洞南壁仇愈配置闘　　Fig･ 10･ Distributiol. OrNiches on South Wall, Cave XI･
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栗岡Zi'm耶ト　一一洞一箱十二洞

･悠｣二㌧r J　　-一二二_ I -づ一一1H.

第　ト一･脚　第十--洞　南壁17彫三Jd塔

Figr･ Ill ThrecISLuJCyCJ PagodLI ull South Wtll, Llavtl XI･

おもふ｡それに仰像がふっくらして.第九,第十

洞式であり,西部休題(17,26b)の柴犬列なども

･'Xl;九,'Xl;十洞のつよい克!3響をかんが-しめるo

(弟八雀, Pl. u--24, P7anI 71)

Bi･上層大井に接Lて蓮華文箱がある｡ IIc(1;

七,弟八洞では蓮華文帯のう-にflH･)Ii19-JJl象があ

ったのである｡

2　　火　　　　堀

火壁もイ†謂山身の遺構はない｡氾別の伸鹿

のみである.俳歳の配夕lJは不規州であり,堀llLl

は扱うってをt),申ほどに段さ-ある｡しかし

比較的大きな備品のみよt)なり,小段以卜の空

掛こ,若干の小店が7...i;りこまれてゐるのをみる｡

(l'Tanlリ

南端鼠t二に太和七年(A.D.483)の俳轟(1)があるo双坊の仰姦はう-から,j't;二帰, l子3-から,'Xに

列のあたりからはじまる｡南からしだいに北,上からしだいに~卜-彫りつゞけられていったらし

い｡大和七年愈はやゝ特殊な俳姦であるが,俳像をみるとゆたかで,服制もJ'弟九, ,'j'1;十洞式であるo

それに上怜中央の肺癌(2)などは,ひどくきゃしゃな俳像で,ノバi三上帰の休像と祁ちかい｡またこれ

よりしたの仰轟(8,16-21)ち,楯状餌,坊の意姥がいたって繊細である｡像式は,なは第ノし第十洞

式をおそふが,その繊細な鮎よりすれば,明窓諸轟にちかづいてゐるとい-る｡つまり大和七年(A.

D.483)から大和十九･iti(A.D.･195)ごろにかけて,このき勘巾の仰庇はひらかれたかとおもふ〔この

壁は,いちおう,ふくまで俳寵がつくられたらしいが,それはかならずしも,南部ほどの常度があっ

たかどうかは疑問である｡(第八巻,Pl.25-35)

3　　北 壁

北壁は,ほとんど俳寵をつくった形逃が13:い.摩滅もひどいが,出払もみえない｡若干散凌的

にはつくられたであらうが,その粒肱であるo(第八雀,P1...36,37)
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空岡71-研第十一一洞一節十二洞

4　1JLf-　　　　喋

酉壁は東壁とちがって,小さい俳寵がみっしりと彫ってある.しかし中衛には岸根のしたに俳

の列像があるoその規模から,ある桝ま石錨開鞍の計卦T.にあったものかとおもへるが,それでは

石窟のいかなる位臥いかなる関係に去小て計霊されたかとし､ふやうなことになると,まったく手

がゝりがない｡北から彫りはじめたために,摘まで漣せず,途中でをはってゐるのはどうしたわけ

であらうかo Lかも,俳像の間隔にゆとりがないo )t;背き-も彫ってゐない｡もと屋根のところ

までで､ゐた壁面をきりこんで,この俳像をつくったのであるo　ところが,この岸根のう-では環

両はぐっと後出し,北にゆけばゆくほどふかくなってゐる.これでは屋根のために壁面をひいたよ

り,壁面がひいてゐたから岸粒をつくったやうにおもはれる｡

悌像は,かなり堂々としてゐる｡頭髪は波状であり,服装は中国式であり,雛十六洞本尊の式

であり,第六洞諸侯の式である｡くらべると,節六洞よりは,いくらかほっそりしてゐる｡しかし,

節十三洞の南捉列像(IXT,十怨,PL13-17)よりは,形式がよくとゝのってゐるoいま肝卜三洞諮像と

の前後をきめることはできないが,節六洞の諸像よりはのちであるo(雛八巻,l'1･46 -49)

迫刻諾轟は,上肝および南端汁こおいて,だいたい凍壁に似るといってよいであらうo　双塔をも

った俳轟は,ほ叫欄中位において一個所(14)みいだされるo　このあたりの製作も,さうたうに繊

細である.さらに七俳のしたは一律に繊細の作ゆきであって, riり々r71開式の服制をもったものがま

じってゐる｡たと-ば俳爵(40--62)などである.とくに怖愈(52)にみる,かた膝をたてた洋健は,

扶門丙がは(雛八怨,Pl.51i)の小森にもみられるoそれから七悌列像のあひだにある中藤も,だいた

い,このあたりの作と一致するもので,つまり太和木年の作とかんが-られる｡聞入怨,Pl･38--53)

5　　方　　　　柱

方柱はもとより,この石窟造幣の忠岡を端的にあらはしてゐる｡常和の許諾三にもとづいたも

のであることは,いふまでもない｡上下の二厨にわかれ,したは大瀧の盆,う-はなにもなく,わき
rlSllr.I

の梓もないoたゞちに政上の五戊の境になり,そのう-に承花と三田iVLl腎の神像たぶんアスラ

(阿修羅)柵の像をおく.円両まったく同様である｡上層の徳俵は,たゞlf_Tlrl1-だけが交脚洋蘭をrfT心

にし,牛蜘思椎像を脇侍にLた三尊制である｡これは節-;/rri]本尊(節一徹Pl.21),雛七洞土樽愈

(I,TSVLl怨,Pl.32),第十洞主菜本尊(雛七怨,P】.66IB)にみるところであるが,こんな糾づくりのもの

はない｡ Fl咽式の服制で,ひだがするどく平行線をつくってながれ,そのはしばしがつよくはねか

-つてゐる｡他の三耐j:二鰹づゝの俳<1-_像である｡大きな畢身光をもつが,装飾の彫りはないo　ま
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第十三岡　笥十一洞内硬俳鹿酎lT.脚　　Fig･ 13･ I)istribution orNiches on West Wn,17, Cave Xl･
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はりの合掌供養井も,ほんの輸hll',-だけで,肉のもりあげがない｡仰の衣情はかたく,服制はやはt)

rll閥JL･〔で,ひだがするどく,たがくとほり,その衣端がつよくとがってゐる｡ hiの彫刻もかたく机木

である｡仝酷が,いかにも忽卒にしあげたやうにみえる｡その服制といひ,その紳づくりといひ,

東壁追刻の仰鍾2(弟八怨,Ⅰ'1.32),1叫壁迫刻の仰詣38(Ij'1;八怨,Pl.53)に,もっともよく似てゐるo第

六洞の俳像にちかいが,それほどのi'liI感はない｡西粥の七仰ほどのiL;感もか､｡この像式たけで

かせば,この洞の.'i'#像rllでも,ごく末期の製作かとおもはれる.

下桁の州("lにはそれぞれ仲の立像を彫ったらい､｡ Ir:.巾1-だけは三尊の:T'順で,他は･律の､rr.像

である｡しかし,はたして,それが',LE成Lてゐたかどうかは疑問であるo　いまあるものはみな虻Iu.-
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_.仁二二二二二

C.北1m-　NnrHl Fartt.

Filly. 14. StL7pLI PilhT Or CLIV(,I XI.

∵. '∵-. I

(I. llLi両　We､t FilCe.

の批像である｡もとのものが,どんなふうであったかは,まったく想像しがたい｡しかし,lT油上部

の分掌供養井即,押抑･'.の俳晶列は,すべて北塊の作,その作ふうよt)すれば,まづ上肘とぶなじく太

和十年から,その末4T･'･にいたる糊のものとかんが-られよう.ところが,椛ll11-JJ･-.右脇作のiJtiをはが

すと,なかから保存のよい,薄離;I-.像があらほれた｡その4糾t決定はむつかい､が,様式.のう-か
I

らすると,比較的速の菩碓像にちかいから,これを速代の氾加とかんが-るo(第八怨, Pl･511,2)

1関野L■いけ!:L!if_---uJ遊金時代の拙筆と北仰快皿~ド雀, 19祈, PL 87･
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雲岡石精解十一洞一第十二洞

6　　大　　　　井

この右錆のなかでも,大井は方柱とともに,はじめの計丑によって施行されたものである.溢

錬文辞をもって,まづ諸壁とわかち,またべつの一帯をもって,方柱と境し,胤北,東,ド_LTLのあひだ

に,それぞれ一帯の境界線をまうけてゐる｡さうして各区たがひに,からみあふ双龍の浮彫をうめ

てゐる.南がははすべて剥落して,まったく虻ごろの紛であるが,双龍であったことは,まちがひな

からう｡北がはも仝鰹に風化がはなはだしく,全健に不明瞭な輪廓しかもたない｡これに反し,東

がはと,西がはとは,わりによくのこってゐる｡とくに西部の瀧Bl1-には,またその前脚には,いきい

きとした割線がみとめられるo　それにしても,それぞれの抵割は不規則であるう-吃,鋸歯に凹凸

がある｡

天井のやうすをみると,まづ方柱をつくり,天井をつくり,各壁を彫りさげたけれども,東酉壁

の整備をみなし､うちに,石窟計蓋の中止がきたのではないかとおも-るo　そのため東西壁は,今日

みるごとりと牛において段ができてゐるのであらうo　なほし､ひか-ると,大井はおくひろがりの

梯形に切ったが,床は方柱にそうて方形に切り,さうして,その内瀬の調薬のおこなほれないまゝ

に,仝膿計墓の中止に遭ひ,あとは個々の俳寵発願者の,慈恵にゆだねられるにいたったのではなか

らうか｡ (節入谷, Pl.63,64)
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第　十　二　洞

第二茸　　第十二洞

〔外壁〕繭どなりの掛ト一･洞.肺十･三洞とちがひ,前壁と:iI.'_義;からなる右筋である｡雛九洞,

第十洞にならひ,前壁は列柱をもち,三間にわかれてゐる｡そのう-,岸板のつくりだしがあった

らしく,また小さい梁孔もみえる｡この洞前の擾桐結果からい-ば,洞前10･00mまでは達の時代

の増床がある(第七怨,Fig･29)o梁孔のしたには,末つの怖轟といふか,小さい右脚;ある｡(本草,

第十怨,Pl.50)外現にも,はっきりと:XH一二洞の院ぎりがあるのは,岸根を彫りだした関係からで

あらう｡(雛九怨,Pl.1)

]　前　　　　宝

前･ifiは束IFE1-7.20m,刷ヒ4.10.T)の止方形｡節九那十洞よりはるかに小さく,とくにひくい｡し

かし, Ih一報に列柱があり,北F･I1.に明窓と扶門があり,各狸が上下二静にわかれてゐるなど,まったく

同形式である｡ (PIanv)

〔洞壁]柳窪は三乱ULJ本の列柱がある.列柱のすそは,うまってゐるので最下部は不明であ

るが,八角杭大斗,皿板,基嘘などの構成は第九,第十洞におなじであるoたゞ,こゝのは,基也が象

軸になってゐないやうである｡柱は上端が急にはそくなってゐて,それが特徴である｡基地には
うけ13-TL

各隅に承花があり,ノ糾Eのあひだに跳躍の三石,,A_子形がある｡もちろん,そとがはは大破してなにもみ

えないが,柱側の唐半文帯は一部分にのこってゐて.弟九,弟十洞の紋をおぎなってくれる｡うち三

耐まfJ,･･.俳の列寵がある｡この列柱は大斗よりせまい桁をうけてゐる｡桁には一面に大人がとんで

ゐる｡桁の下面の保保のやうなものは,まったくみえか､｡(窮九怨,Pl.2-7)

〔束躍〕丙壁とおなじやうに上下二糖にわかれてゐる｡その各層のあひだ,天井とのあひだ

には蓮経文帯があり,膜壁に接するところも迎琳食滞があったとおもはれるo Lかし,卜ffTFの半分

以LFはすべて補修であるo　こゝは二1･)紅qf,..,E'･･.の尖扶轟,う-は交脚菩薩の屋形寵, -/.-:jiに牛鍋像を脇

侍としてゐるが,この脇侍のそとにも,大きか'TI像が脇侍のごとくひか-てゐる｡用形轟の形式は

約九,第十洞の前菜におなじであるが,愈内の陣某だけがちがふ｡ (雛九怨, I)】.6,8-15)
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』｢

⊥

二二_二二
第十:tI-.固　第十二洞　前主　体盆配ltFmnJl]　Fig･ 15･ I)isrril-utiL-ll 0r NichcH i71 A一一tc-Root--, CL､ve :(TII

K豆ゝyapa

〔西壁〕上L卜二悼,~ド榔ま南北二金, fh一握は三カ-/シャパ(迦葉)調伏の火龍描炎上,カ-/シャパ

の弟子たちが銭火につとめてゐる場'rfu-,北寵は火龍を鉢中にまるめこんだ堀川1-,俳は天蓋のしたに

鉢を一手にしてたってゐる｡上榔ま東壁とおなじhI;形寵である｡本尊は交脚伸, /.ミ右が幡生俳,なほ

そのわきに大きな菩薩の71'l'.像がある｡東壁の交脚菩薩に,交桐俳を対せしめたのは, r3i';九,弟十洞

にならったのである｡たゞ姦内の埋格の躍網と,斗状の獣形飾とは,かはってゐる｡大井の折りあ

げ部とは蓮錬文辞をもってさかひし,腰壁以~卜は補修の泥作になってゐる｡ (,'j'uL巷, Pl. 7, 16-22)

〔北壁〕北壁も上Lドニ優にわかれてゐるが,わかれHが火西壁よりはるかにたかし､.といふ

のは,北壁では折りあげ部が省略されてゐるからである｡膜壁以卜は補修の泥壁で不明｡下榔ま

二段にわかれ,下段はh]･Tt形轟に俺坐俳の列像,過去七俳といふには-濃多く八俳である｡上段は牡

俳の楯挟寵,楯状をうけたのは三好の盾柱である.上榔まどちらも尖扶藷,跳蘭i仙まどちらも過去

俳の列像である.左右の供養省がかびたゞしい｡水盛は鹿野苑の初樽法輪,西金はブダガヤのlJq

大王率鉢である.最上層には弟九,弟十洞にならひ,柴犬の列轟がある.さうして繭II'･くづしの欄

粁のかはりに,飛大をならべた欄糊やうのものがある｡

中央には明窓と扶門とがあるo(弟九雀, P1.23-30)

〔明窓〕明窓は方形である.南がはでも,北がはでも,すこし,ひらいてLllu'とりになってゐる｡

その斜面の帯に,南がはでは飛天がならび,一部に膳草波状文があるが,北がはでは禽.[:i-をいれた

披状の葡萄lrl,f革文があって注志をひく｡ (弟九雀, P1. 27, 52)

側壁はl糾三に樹下柿定イ軌北牛に俳轟がある｡もとは樹幹をなかにして,南北に揮フ引舶;二人

ゐたとおもはれる.蹄定借はゆたかな,しかし簡素な表現である. :j';七,J'j'1;八洞の明恵をまねたこ

とはあきらかであるが,樹枝のうねりなど生々として,棚寺のおもむきがある｡本の杖には大きな

鉢嚢をぶらさげてゐる｡天井は平らである｡中央には大運準,そのまはりに飛天｡しかし,この飛

犬は大蓮華をさゝ-ず,分掌し,あるひは博山塊を奉じてゐる｡(,'j'三九雀,PL4.5-49)
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S

第十六固　第十二洞前宅天非略LlF1-i Fig･ 16･ Ceilinh,OrAntcIRLMtIl･ (111vCXII･

〔扶門二〕扶門は二伸こなったかざりをもつ'k状と槍柱からなり,雛九,肝卜洞のnJ憶とおなじ

であるが,たゞ二糖の飛火列と一陣の牡俳列の規模が小さくなり,形式化したのは,あとからまね

たからであらう｡酔柱といふけれども,これはかなりちがってゐる｡坊身とみえるのは中位の一層

のみで,あとは皿板のごときもの川枚,そのう-に,附段状になった刺巨と人物とを,いたゞいてゐ
Vaira-p豆ni             V'1jra

る｡なかにはいると,I.:/Jiに筋骨隆々たるカニf二像が相対してゐるが,金剛杵はもってゐない.大井

は交龍である｡第--･,弟二洞肘lJの龍が破損してゐるのに,こゝはほゞ'R好である｡さうして完好

ではあるが,ほそく,いくらかよわいのがHだつ｡(第九潜,Pl.28,4.3,4･4)

〔大井二〕大井は折りあげ格大井である｡火州こ一･本,湖ヒに∴本の梁がはしり,八匿の終日肘こ

わかれてゐる｡掛目.)の小心には大運-1rL･･:･があり,梁の交史鋸にも大i:FE:tlr:･があり,つがう十1-一個の)(蓮

･･隼が燦としてかゞやいてゐるo格日日のなかの蓮:Lrtr;が,八伽捗にかこまれてゐるのは~:･lrJ持ちかく

りの造制である｡梁のう-,梁のわきには一一帆こ飛火を凋きってゐるが,たいてい二濃づゝ榔対向せ

しめ,丑然としてゐる｡よくみると,梁上は逆盤根人であり,格Ii-Hは高馨稚人である｡

折りあげ部は束FJLil･'(･]-のI- :.1lliにのみある.大きな株価がたちあがって,梁机il)との班にうけて

ゐる｡逆盤で腰衣をつけた,ふつうの保傍で,柴を奏してゐるだけがめづらしく,とくにI･'(a-がは-It

火のものは.舶手をふりあげておどってゐる｡傑儒たちがうけた梁には,また,傑儒形の飛火がと

んでゐる｡

たちあがって,友輸のかはりをしてゐる傑儒のあひだには,俳轟がある｡特別に愈形をなさず,

たゞ畢身光をおふのみであるが,その光骨のう-には,まるいかはひがかぶきってゐる｡ ^Ti左.にわ
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雲間石窟第十一一洞-^dJr十二洞

かれ,八俳をみるが,そのうちには俳侍をあらはしたものがある.たと-ば束がはの北は定うと伸,
A島oka

南は降魔の怖,南がはのひとつは苦行の俳,酉がはの南は開襟バラモンに関した伸,北はアショカ

(阿市)王因縁の俳である.そしてその他の五俳は不明である.定-)ヒ伸とアショカの俳はたってゐ

るので,相封癒してゐる｡ (第九潜,Pl.31-42)

2　　主　　　　宅

主菜は束酉6.40m,南北4.80mの長方形で,節七,第八洞をまねた構成である｡明窓よりう-は

上修,したは下層,それに腰塵があり,最上層がある.しかし北壁はほとんど朋落しつくしてゐる

r..､t ≠▲lL

t JL

第十七闘　第十二洞_=F.室仇轟配置図　Fig1 171 Distrihuti0-I OrNichcs il- Main R(抑m･ Cave XIT･

し,膜壁以下はまた補修の泥作である｡そのう-全鱒の彩色があくどく,あまり状態のいゝイ1一箱で

はない｡

〔両壁〕明窓と挟門のあひに,二悌並tll･t_の天瀧轟がある.二伸並AI6.で大瀧轟といふのはめづ

らしい｡繭柱があるから招形鹿の岸根の略されたものともい-よう｡明窓は方形,挟門は獣形の挟

梁をもつが,隅まるの長方形である｡ノi:.右は,それぞれ上下-禽づゝ,う-は楯扶轟だが,したは介
TriLPu亨a l仙nllika

掌群像にとりまかれた特殊な鹿である.下僚東森は二商:i三トラブシソとバ.)カの廻蜜を廠ずる光

義であるが,西金はさういふ特定のものでないらい､｡二商主葬祭の轟は合手の相だが,その他は

みな傘手形である｡上掃二寵の楯挟内の飛天は,糎をはみだすほどで,その重態は活力に満ちてゐ

るo腰壁はすっかり泥壁でおははれてゐるが,俳寵とのあひだにせか､-一陣があり,小さい伴食が

ならんで彫られてゐたらしい｡大部分は補修だが,二三もとの隣をしのばすものがある｡最上肘

は坐俳の列像である｡つぎは飛天によってはりめぐらされてゐる尊称の綻網である｡坐俳列像は

小さく,おとなしい作だが,拳手形のものが二三まじってゐるのは弊例である｡(第九を,Pl.50160)

〔束壁〕束壁の下-/P･も補修である. ~ド修二鹿は供養群像をめぐらした嵐上値二寵は尖供の
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第二章　第十二洞

轟である｡尖扶軸のなかは大人たち,挟端は獣形,それをうけるものは布をまいたやうな柱軌の柱,

寵と鹿とのあひだに三層の塔がある｡

沸像は,みな堪手形の坐像だが,上層南愈だけは交脚俳である.最上椿は,蓮弗文節のう-に

坐俳列像,妊網,飛大といふふうになる｡ (雛九怨, Pl.61,63-65)

〔酉壁〕酉壁は上下二樹になるが,下層には俳鹿がない｡下層は,う-に坐俳の列像がある｡

九鰻あるけれども過去の七俳であらうか｡そのしたは飛天帝,そのしたは二段に迫刻の小愈列,そ

れが整然とならんでゐる｡しかし,いまは大部分が,はりぼての泥壁である｡

上層は南北二寵になり,尖挟寵である.あひだに三槍塔があってこれをわかつこと,束壁とお

なじである｡南寵は生体,挟鶴には生体列像,扶端には鳥形が柱のう-にたってゐる｡北森は交脚

N

S

第十八凶　第十二洞_=1F.A_B天井･略飼　Fig. 18. CIcili-1g UlMain Room, CilVe XII.

菩薩,扶額は合掌の大人たち,状端は獣形である｡最上柳ま束壁におなじであるが,弛俳列像は,か

らだつきがよりゆたかであるo(第九雀,P7.62,66-67)

〔北壁〕北矧ま,いまみるどとく,いたんでゐるが,できるだけ復Tllrl:してみると,まづ第八洞主

菜北壁(第五雀,Pl.29)のごとくであったらう｡上下二静にわかれてゐる｡下僚は′トさいft･挟轟で,

一命の坐俳であったらう｡ L/E右のひろい壁に,なにが彫ってあったれあきらかでない｡

上層は,おそらく,まんなかに交脚菩薩が大きな光竹を背おうて,すわってゐたであらう. JJ三

石には,ほとんど対向して脇侍,たぶん牛鍋思惟像があったらう｡そのわきにさらに′トさく,菩薩と

も天人ともい-る脇侍の-､rl-.像があったらしい.それに楯状額,それから陣幕がたれさがってゐる｡

L7,5



'Jfi:岡√i右記祁　卜　-洞　萌トト二洞

脚共新のう-紘,ちゃうど聖火列寵をつくるほどあいてゐる｡たぶん,さういふものがあったの

であらう() (第九潜,H.68)

〔天井〕北#.与がこほれてゐるが,大部分はのこってゐるo　まづ,まはりにfl奄天をならべた大井

なげLやうのものがあり,これから折りあげの支輪のやうに,小火にむかって梁がでゝゐるo　賢は

いくられもりあがってゐるが,だいたいは,I,r1人井である｡梁は六木,これが中火に二けりしかない

格天井をさ､-てゐる｡梁のう-には,一一校に飛火をならべてゐるo終日')1はあさく,そのなかいっ
＼1,I:I.･.＼lrl

ぱいに紳像を彫ってゐる｡そのうち中心には,雛八洞門Hにあったやうに,牛にのったマへシュヴ
Vlモりu

-′.ラ(牌敢首鮮)と鳥にのつたヴィシ3_ヌ(良細大)とがあらはされて変り,その南がはの米=馴二は多

Asura

幣のアスラ(阿修羅柵)がゐる｡そのほかの川膿の榊像は,名桝不明である｡(:弟ノL怨,Pl.69)

36



終　　　　章

第十一洞第十二洞の特徴

第IAM･洞と:1日･二洞との特徴を,いっしょに堪げることはむつかしいo雛卜-洞と弟卜二洞と

紘,まったく別個の石窟であるoけれども,雛十二洞までひきくるめて, ll-_tT't;洞のうち西三洞の特徴

といふことになれば,いくらか共姐射をかぞ-ることができる｡たと-ば,外壁が一一一･様にとゝの-

られてゐること,壁州が追刻の仰轟でしめられてゐること,また俳像や装飾意陣にかなり共通した

鮎のあることなどが,いちおう,想起されるであらう｡それで,まづ肺卜-潤,,'Xi卜二洞の特徴を別

個にかんが-,ついでIhl榊rWLlA:三洞を池赦して,その造営の順位をかんが-てみたいo

I

c711(y.I

雛十.洞はチャイティヤ(塔嚇)和である(Ij'1;六怨,p･7)｡さうして柿餅下僚のMl醐Iiは末'jtJ戊で

あったらしいo　いづれにしても,この塔廟はかはった塔廟である｡ :Xlf:.十九洞のごとき木造式の坊

でないく,雛一一･洞,雛二洞,雛六洞の塔廟と一致するところは大=H.である｡,けれども,そのどれとも

ちがって輔根がなし､oだから,ふつうの坊形をなさか､,たゞの方杵である｡頚城,天純tlL,響柴山

では,むしろ捕根のない方が一般的であるが,雲岡では粒例であるo　いはゞ暦柱の形式であるo　た

･糾fElの剰象を極度に大きくしたといふ鮎で,第六洞方柱に似てゐるo Lかし,禽制が麻縄だとい

ふことでは,第六洞方柱ともちがってゐる｡,安するに,雛六洞ほど,ひきしまった構成をもってゐな

いのであるo　たぶん,雛六洞よりのちの形式とかんが-てよいであらうo

天井も特色がある｡中天)TA･でありながら格大井になってゐないo東vLI'l削ヒIJLIT.I,左にしきってあ

るが,これでは格大井とい-ないo :)'1;六洞,肝=/l･九洞は格天井になってゐる｡格大井になってゐ

ない鋸では,むしろ須一一一一,節二洞をまなんだのであらうが,姉一一,昭二洞は期鵬川上に龍をもち,そ

の龍が坊と辞.'接な構成をなすが,この人井の交龍は坊と迎離し,各拓に二9-jiづ､が榔まじはってゐ

るのみであるoその鮎,やはりIJ'1; -,雛二洞よりのちの形式であるo

~ド肘の.那紬ミかく末'Jtt戒であり,土静の,LKJ尊が極度に繊細な様式であるとすると,それは最初

の造作ではなかったかも加しないoまづ方椎のあるj.A錆を開繋した｡しかし,内部の彫刻といふ段

どりになって-噸粋がきたo仝堀は,やむなく小111Fi翁の氾刻にゆだねられたo　さうして,それがあ
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雲間石瑞第十一洞JB十二洞

る程度すゝんだとき,おそらく諾壁の小釦ミほとんど完了にちかづいたとき,いひか-ると太和の

未年に,はじめて天井,方柱の造作がおこなはれたのでなからうかo下健の火蓋も,そのしたの供

養者群も,よわいつくりであって,この見解をたすける｡では相の本尊はどうであったか｡それ

はわからない｡たぶん未完成のまゝ,のこされてゐたのではないかとおもふoしたがって,正面左

右脇侍のやうに,そののち遮ごろになって,造営がこゝろみられたのであらうo L､ま,下層の諸伸は

しばらくかくが,上層の諸悌像の細づくりであり,衣文の尖鋭化してゐるのをみると,すくなくと

も酉壁の七俳よりも,のちのものだとおもはれる.

いったい酉壁の七俳が,どうし､ふ造形的な意図をもってつくられたか｡それは,あきらかでな

し,.とにかく,これだけの造営であるから,石窟構造の一部として,つくられたものとおもはれる

が,それについてはなんの詮接もない｡といふより,われわれの想像によれば,う-からは天井に

そうて梯形に繁りおろされ,また,したからは方柱にそうて方形に撃りすゝめられ,そして中間で

くひちがひができてゐる｡それが,いまもなほ東西壁にのこってゐる｡西壁では,とくに嶺著なく

ひちがひになってゐる｡それを調整しないで,この七俳立像がつくられてゐる｡むしろ,このくひ

ちがひを利用して,屋根さ-つくってゐる｡かういふことは,方言霜の全般計蓋が中止されたか,頓

挫したかをしめすものである｡つまり七俳は,この中絶後の作である｡たと-最初の計蓋にあっ

たとしても,とにかく,そのまゝ事もなく賓jiiしたものではないとおもふ.してみると,このイ=1'窟

固有のものとしては,石窟の骨格だけしかない｡それに方柱上暦の悌像と天井の交龍であるが,そ

れものちの,第二次的の作たることを否定しがたいものがある｡

とにかく,異例な方柱の構造が,まづ,第六洞以後だと推定せしめる.場Iよからいって,鋤L,

箪十洞以後であることも輿議がない｡それにしても第九,範十洞の尤成前に五華洞西三洞の外壁

がとゝのへられた形速のあることは,すでにのべたどとくである(範七巻,p･12)｡つぎは迫刻の諸

寵を綜合してかんが-てみたい｡

迫刻の諸寵は明窓,扶Pt]e)側壁から南,東, LgEl-三壁の全面,また北壁の一部におよんで,全梢茸

に過満してゐるとし､-るoそのうち第九,射-洞ふうな造形様式と,弟五灘六洞ふうな造形様式が

みられる｡前都3滴塵,束酉壁商連に多く,その代表は南壁第十七･第二十五,第二十六の諸寵であ

る｡後者は東西塵の下部北達にあり,また挟門,明窓にある｡第五,範六洞ふうといふのは,からだ

が痩身であること,衣文の尖鋭なことであるが,そのうちでも,こゝの小食は逓五,第六洞よりも,

はるかにすゝんでゐるとおもふ.たと-ば明窓諸寵,東壁雛二寵はそれであるoまた年枕のある

ものをもってい-ば,前者は東壁太和七年(A･D･4･83)の轟(1)が代表し,後者は明窓太和十九年(A･

∩. 495)の愈(5)が代表する｡

だから,すでに太和七年には,この方i窟の骨組は,ほゞできてゐたことであらうoたゞ最初の

計蓋として,各壁を円内な悌寵供養にゆだねたか,計丑奨更の結果さうなったのか,それがわから
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終章　第十一一一洞第十二洞の特徴

ない｡とにかく太和七年からは,俳寵の迫刻がおこなはれた｡さうして,それはr有壁から束押壁に

および,東西壁は南端から北方にむかひ,各壁はう-からしたにかよんだとみられるo　さうして,

その最後に鉄門とか明窓にいたったのであるo p_llA壁下部には太和二十年(A.D. 496),明窓には太和

十九年(A.D.495)の悌轟がある.だから太和末年(A.D.499)には,ほゞ各壁に沸寵が充満したこと

と推測される｡その間こゝでは,第九,第十洞ふうの悌露から,須玉,第六洞,もしくはそれよりやゝ

ゆきすぎた様式の悌寵にいたるまで,うつりかはったのである｡

2

窮十二洞は,一見してあきらかなごとく,約九,窮十洞をやゝ縮小して,まねたものであるo　と

くに(1)外壁, (2)列柱, (3)前室東西壁上静尾形密, (4)門口扶形, (5)天井傑儒, (6)天井格間, (7)主室

天井等は,みな第九第十洞の模倣であるo Lかし,すべてが第九,貯十洞ふうといふわけではな

いo王室はむしろ節七,弟八洞をまねてゐるo　とくに(1)北壁上下の露, (2)周壁の併禽配置, (3)明

窓の樹下揮定借などは,それであるo　さういふわけで,その造営が,窮七,第八洞以後,第九第十洞

以後であることは,もとよりあきらかである｡

併像の様式は,だいたい雛九,第十洞式であるo　まづ服制がそのとほりである｡衣が身膿に碑

著し,ひだがこまかくゑがゝれて,肉膿が衣のしたで起伏してゐる｡しかし,第九,節十洞と比較し

てい-ることは,それより身鰹つきが,きゃしゃになってゐることである｡第九雛十洞より,はるか

に菟感がたりないoとくに-:i三宝の諾像,南壁,東壁菓上層の坐俳列像において,しかりである｡しか

し,注意してよいことは,全鰹がその様式に統一されてゐることである｡教の表情は,いくらかか

たい｡衣のひだも便化してかたいo隆起線のひだが極度に使化されてゐて,二本の線のやうにみ

える｡賞は1-本の線はやだのはし,他の線は折れか-った,ふくらみのはしであるo　このひだはこ

の洞濁特で,各像に-質してゐる.どこにも第五,弟六洞ふうの入りこむ除地はないo　つまり,こ

の洞のできたのは,第五,弟六洞形式が,つよく他に影響をはじめる以前でなくてはならない.

雛六洞様式の影響は,肝卜-洞にも,第十三洞にもある｡とくに,その七俳､'I二像のごときは期

著である｡第十二洞では,各魔のだいたいが完成したのち,主宝下層の下部に小さい迫刻の俳寵と

して,第六洞様式があらはれる｡明窓のばあひは,樹【両軍定の比丘像をこはして,迫刻した悌寵が

それである｡これらは雛六洞様式といっても,その傾向のやゝ極端になったものである｡さうし

て,これ根粒卜-洞,雛十三洞の,寂後の迫刻俳轟にみるところとおなじである｡いちおう,太和末

年の作とみてよからうとおもふ｡

なほ注Hされるのは,雛七,雛八洞,雛九,貯1･洞にならってか,俳侍をあらはした体寵の多い

ことである｡いま,こゝに列拳してみるとつぎのごとくである｡
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雲脚けi粁/rXさ　ト一一洞　-135　卜二洞

1) 'jii光仰布髪本/lミ

2)酔-I"T字デ村仲

3)降　魔　成　泣

4)川人=仁率鉢

5)二両主献蜜

6)初　樽　法　輪

7)三カー′.シャパ調伏

龍　錆　一灸　卜

8)二カソシャ,{[粥伏

火拙鉢中にあり

9)アショカ王国紘

10)欄牌仙,婆数仙凶級

前菜IJi井折上部火側北

前Iji大井折上部[1-]A側西

前Jif.大井折上部東側南

前宅北弼上柑ptl一部

三i三宅南擢丁静束部

前rji_北郎上階火珊

前Iif_PT一雌~卜屈内部

前窒粥壁下府北部

前'if_大井折t二部西側北

前端大井折上郷rJ珊irjl再

(窮九怨, Pl. 39)

(第九潜, Pl∴う6)

(ljlrJ九雀, Pl. 38)

(節,九雀, Pl. 28)

(雛九怨, P7. 5t))

(弟九怨, Pl. 29)

(第九程, PL 22)

(弟九雀, Pl. 22)

(弟九谷, Pl.41)

(雛九怨, PL 40)

三カIPシャ,i.粥伏を二つの場面にしたことは,かはってゐる｡

3

雛十二洞は本尊が交脚注藤の捕勤であり,而肘lり緑に過去七仰の､rl渦があり,扶TILlにはEn榊が

あり,明窓には杏蛙供養大人がたち,腹壁には人の供養瀕と人間の供養瀦とがあり,このかぎりで

は貨に緊輔な舷戒をしめしてゐる｡けれども,その他の大7r印分の撰lfLIAEも不規川な沸寵の迫刻より

なる｡ -i‡した秩序がか､.かうしてみると,こゝの氾刻の俳寵は,はやくから一定の範l削勺に,

ゆるされてゐたものであることが推測される｡したがって,須卜一洞のばあひも,方柱だけは,ある

構想のもとに事をはこびながら,周壁は,はじめから日向な仏像寄進に,ゆだねられたかも知れな

いのであるQすると甘い-洞の)7_ri･手は,大和七年(A･D･`1.83)をあまりさかのぼらなくてもよいこと

になるo迫刻..'#寵のつくられた太和七年から,大和十)L年(AID･/1.95)ごろまてが,ほゞこのIj･Amの

閃撃に要した期間とみられる｡つまり,このイlJ錨の糊聖に,すくなくとも卜二,二的まかゝつたの

である｡これは一･般にイ1-錆糊幣の糊問を耶手示するものとして参考になる0 ,'1㌢七,須ノし洞のやうに,

-l'fした計_よのもとに蓬41J･されたものは,いくらかみじかい期問にしあげられたかも如しないが,

すくなも卜年から十i仰,あるひはそれ比l二の叫)を,'lliしたものとかんが-てよからう｡いま雛

十一洞について特徴をあげてみると,

1)場所からいって弟九,雛十洞についでつくられたこと｡

2)したがって,俳像なり,荘厳が雛九弟十洞ふうにできあがってゐること0

3)いな,それよりも一一段と依化してゐること｡
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4)しかし,雛血第六洞をまねた造像のあること｡しかし,これはイl一窟造骨rllの後′卜にかぎ

られるかも知れないこと｡

このことは弟十二洞にもあてはまる｡また,諌汗の留保をすれば,雛十二洞にもあてはまるo

つまり,第川項のlj'1;五,Ij'1;六洞ふうの迎像がはじまるまでに,この′トさいJl'絹が一ノri lしたとすれば

よいのであるo　さういふふうに,終末の時期に諾.=干ちがひがあるとしても,請J7-の時期は,ほゞ二三

胴ともおなじころであったとおもはれる｡いひか-ると,太和七/tF(A.D.483)ごろである｡

さうして,このときには,lj'1;七,弟八洞はもとより尤丁してゐたo　窮JL,:j'H湖は大部分完成を

みてをったとはしゝ-,五華洞西二洞の外賂調整のために,ピ蛸;.主の坊を例去されうるほど淵;分的に

は禾完了の部分があったらしい｡さうしてIj'1,二FTJ.,弟六IIrr'),そのうちとくに須六洞は,おそらく,その

絶入な気晩をもって,すでに請T･されてゐたであらう｡そのうち,その清新な様式は,つひにこの三

洞迎′符に);!5皆をもちはじめたが,それは,おそらく大和の卜年(A.T).486)以後のことであったとお

もふ｡
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固　　版

第　八　番

T'1 1.五準洞外景

Ii-i-LWu]のうち,束の二瓶つまり節九,節十河L柑ミ一割-であ

って,したがって外邸もひとつになってゐるo　これに判し1L

非洞の西三脚は,おのおの別ILlJlのつくりである｡しかし,外

碓だけは三脚小枝にとしの-られ,そのうへ西端の耶十三

A榊までふくんでゐるo岩壁()たかさは約]700m,そのう

へに約600mばかり(I)石づみがある｡これは,こ＼を.E〕Jく

しないと,丘[･.の雨水が,みなこ(i)局(1両におちてくるからで

ある(本務,節-巻,Map2)｡こ()石づみは砕石をつんだも

のであるが,なかなか嬰牢で,雷初(i)経常かとおもはれるo

v,漢,岩壁JJ好に染孔の並列をみ,その最ト.潜に水平の港の

とはってゐるU)をみるo　たぶん,こ＼に棟があヶこ,ふきお

ろしのllIがは屋根があったも()とおもふ0　線じて,こtL)三

糾外壁が第九節十洞より奨tuしてをることをおもふと,こ

の外壁の問馨は芽E九,第十榊よりおくれてゐfJ:いやうにお

もはれるD　この東端に筋十m･･]西端の塔があるぺくして,衣

いのは,すくなくとも,第九,第十洞(i)をはらないうちに,こ

の外壁のとしのへられたことを暗示してゐるとおもふ(水

杏,節七雀, p.12)o

約十一桝の班門と明窓,肝Ⅰ･二洞の列朴,芽～十三洞の扶門

と明窓のほかに,こ(i)外壁には,たくさん叫頻寵の馨られて

ゐるのをみる｡それにつVp,ては第十怨で,まとめて述べた

VID(外壁組腐約23,00 m)

Pl.2.第十一洞外壁

明窓()わr)に挑Pr加ま小さ)､D　ねもとは多少まだうまって

ゐるらしl/､D明窓のう-に/[:イ1=-jづ＼()梁孔があるo廉

恥こはもうひとつあったかも知れないo外壁叫伸寵が,なん

ら膚位つけられこゐないのは,外喋に填造物のあったとす

る殻に不利のやうであるが,地物がなかったとVlひきるわ

けにもいかないo明恵右手のくろV,孔は方約2.00mの小石

矯(本汎71,汁各Ⅰ)1･52)であるo (明窓絶品12.40m)

Pl.:i.洞内南郎

#　　& (1)

第　十　一　洞

とのイ潤は,まんなかに人きな方位があるo　方柱によっ

てのこされた四方の林間を,東西南北の名でよぷと,これは

南庚とV,ふことになる｡耕門から一一少ふみとんで,束をみ

たところであるD右手に扶門の刺肋言みえ, 7.ミ手に方位の

甫iBfがみえ,中間に鹿壁の南部がみえてゐるo　としには石

清CL'上府部はあらはれてゐないo (門.責J300m)

γ1.4Jl.挟門束側

Ii.扶門両側

h:んのかざりもない鉄門であるDあらけづりの聖あとが

天井に(L'こってゐる｡ /J三才は迫刻の小南でいっぱいである｡

それに,なんの秩序もない｡ V,ま門FTをせまくするために

壁がつくってあって,入日と小さい明窓がある｡東側(A)は

二悌並坐の寵があり,ラ-に坐俳の衛が三つばかりあり,し

たに交抑菩薩の衛があり,その伽泣所に千体の小勧ミ充填

されてゐるoよくみると二俳並坐q)寵と交脚菩薩の轟とは

一組であるらしvIQ　刷り(li)は中位に二俳並坐の危(Rub.

Ht),したにまた二悌並坐の寵があり,ラ-に四つ,もとは

六つの俳寵があったらしい.したの二悌並坐の寵はほとん

ど的滅してゐる｡ (門高3.00m)

Pl･r)^･挟llrJ東側譜俳鹿

11･挟門両側諮俳愈

^･したの交脚首藤寵は楯扶寵であるらしvlが,この二伸

並坐寵は尖挑寵である｡彰欄には過去と俳の坐像があるo

二伽は破伽ミはなはだしいが,寵外には脇菩薩がたち,排額

のうへには,また介幕()大人がたっ:てゐるDみなや｣細事

の像である｡最上層にくゝった鵬幕があるD　う-は騨T--の

生協鳳小さい寵であるが,く＼った幌幕がついてゐる｡わ

きに介手と簿手()小さV,坐俳寵がある｡

73･や＼盤然と四つの俳寵がならんでゐる｡そとにも,

おなじやうな悌鶴があったらしいが,それは上層にひとつ

あったゞけで,ド牌は小さV,千体寵であったらしいo四つの

うち,ラ-の二鶴と南したの-寵は,みな鍵手の坐俳で,尖
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雲開石塀第　卜-潤

拭客乱/lll-の大豊卜に1.JiIlllJの天人がたってゐる｡北したU) -

鰍3.,膿をかけたll.字L射象で楯拭額であるDノ脚をよせ,イ｢脚

をねさせてゐるd)で,やし対米であるが,おそらく攻脚汚藤

像の墳形であらうoしたにみえてゐるのは:rE個の二lF)13.V7.塊

の楯状俄であるoそOL)大器かぎりがうつくしく,をりかさfj･

った垂幕と三Jll飾a)ほかに脚形と三frj形のかぎりがある｡

後期の俳俄によくあらはれる狼節である｡ (門l:'ヨJ300m)

pl.(;.明窓輔側

明窓にも,なんのかぎりもない｡あらけづりU)ま＼ほっ

てあったとみえ,こしに迫刻の仰寵が彫られたrL'である｡

上段は二悌並娘の寵(1),尖桝寵であるが,耕掛こと俳の列

寵をおさめてゐるのは撰例であるo　また範傍に-木造坊をう

つした三㍍塔の汀彫(Rub II)をつくってゐるのもめづらし

い｡南がはの横は,わづかに兆相がのこってゐるのみであ

るo怖鮪叫jt羊糾まやゝゆるんで抑こす)かく,柿端U)発柑'Y,ち

や＼Jt潔をかくo　木造坊はllJJkの鵜増のう-にたち,外肝

には坐俳をおさめた二つの範をならべてゐる｡ Ii!椴は本TL

ぶき,各柑/.二イ丁に鴫化のみえる叫ま,約そらごととい＼よ

う｡ (.城の露紫,水化,祷鍬.州輪,粧頭の火rF)形も,判のご

とくである｡

ド段叫hL'卜は千(,jti範(2),中火にやし人きい坐俳寵があ

る｡北ノ卜は頒価U)'A拭粍(3) (Rub Il!)である｡これにも人

造形式U)三相坊があっ⊂めづらしV､｡焚噌lrl火の斜†耐i:

号抑声なく,ノ.L右に')i女,冊1ELrl.V)供了等済たちが搾彫にされてゐ

るD南′卜がく7'く,北/卜が11くみえる叫ま,ちゃうどrTJ間に

明陣千があって,そとがはU)彩色のみが, u7-〔射光できえたか

らである, (窓l1.111 4.1Onl)

L･1 7人, 】!.明窓西側　-.帆,irL^1人像

r13lIL帆L-1 6の卜fM,jL欄の本伸二1,)15である｡とちL'も如け

のきゃしゃな俳であるo凱またがい｡耳もたがい,竺Viもたが

い｡ ｢lほほそく,JtTはつりあがってゐるo　如くとがり,llも

1榔肋;つ上くあがってゐる｡衣は,ノ】`iliからイ1.府にまはり,

そ叫よしが, 3:-にさがると＼もに7'一腕にか＼ってゐる｡

ll)A手は他日,こあげてClらき, V'+'K:いふ施無畏U)印Llt'hL､ya

mu(1ILi,小指1L.-(,トはすこしをりまげてゐるU /[･-T-はとちらも

まへにだLJ(Hijをとろが,指V)付iEEには′ト輿があるo　舶I縦

にかいフfL:Jくは軸のことく,襟V)あ弘だからは[71jJ(むむす

んだ輝がたれ{3がブ⊂ゐるoひTL_=は簡17IluL刻練であるが,脂

制はあきらかに･い開式(Ij'5六洞JLl)であるo dくV)し7TL:にみえ

る膝は大きく,かたく,やりl卓JLl的である｡ (像E',!iOtI3川)

什ti　明窓束側

火がはの令景であるが,たいたい二段にわかれ,そのうへ

柄と北とにわかれてゐるo　よくみると,人きろ:のがノし寵あ

ったらしいG　放て南端V)ひとつ(7)は,わづかに泡傍のわき

に大人をU)こ㌻のみだが,二恥ilE/!^_の能であったことは,か

らうじて解せられるo　そ止)つへこのあたりの-や,あるひ

は二館U)小瀧払みな粗末なJjくりで,しかも1､3LL'成0-)もU)

が多い｡こd)うへの-一瓶(ti)は,この明窓に多vlJrrJC,つま

りノ.ィ,-に搾彫燐をもった尖梢範である｡こほれてみるが坐

俳aL'純である｡このあfL: UにめづらしくゆたかITJ=両神でう

つくしvlo耕綴L',I_MLJP,ち,どっL I)とし,こU)BLWJllではいち

ばん妓柳につくられた(,JlL細かとおもはれるo　ことに陣vJし

たからたれて,払7'がってゐるjtに特色があるo

こ6,)うへの二l'Jl価塊叫弗髄(4)は,内がはの犬鰍こ似てゐ

るが,堺彬はtJ:く,介翠vJJ脇侍が㌻ぐれてゐる｡鼓卜南′ドV)

仰寵(2)は-･簿の単仰らしく,執捕ま破糾してゐるが,t')こ

ったそのからだと膝がしらとは.なかなかしっかりしてゐ

7,｡兜榔こは伏茶新V)列像があり.ノ1イ丁には-ミ紳輔がたっ

てゐるっ

卜f迂北′ドわ縫目)もおなじく坐俳Or)'R桃施,ノ■イlAに鶴形

(lhh. tF),川額にヒイ弗をおさめ?,亡と,他Gr)謂紅に-一致し

てゐる｡ lい柁はめづらしく鵬状鮎(3)であるo　繭がはに木

池坊形(Rut) l n, l･)を),J,形, F) ,紹l勺に^kIJlqJli.LL鮒象をかさめ, Ji

卜に術[-がみるが,これらはみjTj:1､',J亡戒である｡純絹内に

はあさくJl篭ペTiL･:掛プてゐyJ｡こU)したは太JIl卜九41･ (Ju).

495)の俳寵(5日Rut, h)である｡ I. 1/二瓶,したに刻史1'iE

像,.lLlがある｡ (窓r■r;]410111)

1,Ln.明窓火側太和十九年鹿tE')

明患火州,ド段北1'V,二瓶(5)は,人か十jL咋叫邦寵であ

るo　よくとしのつCゐこ,上村が交脚一声■!.-顔_の楯寸朋色, 1:肘が

三昧4Ltl,JrLq)尖桝寵である｡つまり,したが規fl:♂)柁迦やりEi

1,)iL S沌y21日川.li liu(lLlhit,ラ-が精確の弼桝'手練ⅣlEtltl(三yil Iわ-

(lhlSattVaで,それはLたの刻史にいふとほりであるQ　した

がって,桃網のL:俳は,いふまでもなく過1,-g)ヒ伸である｡

施内ノ1-'_ィ.に介掌U)大人懐を配し.鮪外/[イlLにtquf･ギV)坊をfT一

彬にする,J蛸拭髄U)/Iイ1J叫問には介翠uJ大人:/.像をむく

那,そU)ノl-イ[には,小怖鶴をたで一･列にjlJ:ら-て,杵のごと

くしてゐるD ILiドV)焚I掛こ創文U)LIL-像.rLlHく11b lf.)があり,

その/L一才Tに川人の什付は, I/Ll人J)91!K-U)懐がある｡り上も女

も頗巾を･い7L:LL,いてゐるらLいo　とちらも,たがい外缶を

普,リiij:袴r･, ~如よド紫TiL-/)けてゐるG　まんたかLr)VLT人は竹
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1.Lrlである｡大和十九咋(A.1).495)とV,-ば,嬉都後一年で

あるが,それでもまだ,こ＼では,かういふ北方の服淡がお

こなほれてゐたのである｡ (ド/#寵高085111)

l'日0.明窓東側太和十九年愈(r))造像記

そまった刻史であるo　文字･は抑揚()ない線よりな(),堺

I.特-ふうにかろく.ffいてあるo

pIL.入代大井11+九-L抑q
?  ?

月廿八FIo　剃中削JFq侍

ヒQ　秦朋琉亡夫故滞

ltl二足'.l'EFIT史虎｡亡｣臼､思
フ

?,irlD　亡女阿馳釆軍迦史伸

銅軌二瓶　久13亡夫亡

息回せ■｡ ′1:々lLlL駄酒

三艶｡瑚WTrノE-_｡ ､ ､迫o

新的三戦｡速於桝脱o
フ?

問法桝.と0倍JL/ド;JH.rj時｡

･切jILi三イ]Lo　同恥i慶o Prr

脆紬口此o

FlりはIJHの一法であらzLjが,字は糊にみえる｡なは供推済像の

わきに越Y,があるが,かならやしもその形守声と一一致しない

のはふしぎである｡南端93子像わきに｢比丘､ ､｣,つぎタl

l倣如きに｢比に.泣､｣,つぎ冊形わきに｢比hL.､ ､｣,つぎ竹

形かきに｢比TIl感',.こ作憐｣,つぎ鮒形わきに｢比rLJtt ､ ､ ｣,つ

ぎ何形わきに｢比丘旭淡､ ｣,つぎ女十傑わきに｢lLfIIJ,I.トム

つき女イイ教わ尊に｢比丘女阿退｣とあるD

してみると/rg,ll:与の挑発男子はL瓜瓜弧　つぎはし大冊山

人`:jpl‖史虎,イrJ,IT'.,Lの仇黄女1'･はし女阿恩つき1ま川芥者であ

る~射.1,1氏であらうか｡史l11に柁迦せこ俳と捕物とをいふか

ら,したが軍軍劫, 7')-が一禰軌だといふことがわかるととも

に,人か十九Jl--(西牌49rl)ごろの述懐が,かくのこときも67)

だi:いふこともわかり,紀年のすくない芸Flll.]述懐の様式研

究によい参考焚料である｡ (銘1兆蒔015111)

1'1 11両碑_f･_['1fL;

lhL確卜部を火jJ-からたしめにみあげたところであるD　明

窓は人きく,ノF一才1の壁はほんのわづかしかなvID　大井に接

するとこ7'に約ばかりq)牡主塔があl),明窓V)ラ-に触YrL

た犬)lがある｡拭門が払くいtlJで,明窓とaJあひだには,か

なりUJ)いク.弓師があって仰鶴をつめこんでゐる｡こU)去.～虞

では明窓U)したにそうた　一府の俳寵を紙はされたいC窓し

たに一三鶴ある｡小火は交脚洋藤(i)稲拭縞目5), jk-))は軟体

糊版解改6-13

の尖拭寵(14)である｡これは,たぶんで弧であらう｡粥jJlは

ノ.-メ.一に押彫~Tl.僻坊をもったT▲~トー優の(･Jb寵(16)で,うへは

交脚紫蘇.したは二(弗此叫である｡したは矢川拓,ラ-は揃

形範であるo範傍のき字彫h.Tff坊は, Pl･14にまIF:.耐こみえて

ゐる｡格式忘のしたに,塔を納二手でさしあげた株情が卜身TiL-

あらはしてゐるo　この三顧のしたは怖坐俳の尖扶寵(25a)

であるo寵傍ノT右に脇侍がたち,鶴l^Jノl一才｢に天人がたって

みて,その細部はP7.22,盟Sに,ふ7L: ＼ぴあらはれるが,こし

ではその高さ3.04711,恥ミ2,70111の食付知ミ経済される｡放下

に北確があT),北嶋のう-にせまい蓮孝粁史冊があり, /l三右に

介翠供葦有をかさねた,サまい株がたち,放卜で柴犬の列俄

をはさんでゐるo奨大列寵のしたには珊格を木じた化/1:.

LLul)`tP兎(luk(tが-･列にならんでゐるo　理路のしたには狐状

にたくりあげた帳幕がある｡さうして帳幕のしたから尖拭

Q_)/[三才一にかけて,千俳の列席がある｡取ヒHF･]から耶十m,.)普

ではは,まったくみなかった寵形式である｡しかし,その構

威のA.:素は各41-瑞のものとも一致し,けっしてとっぴなもの

ではない｡ (窓高4.10111)

l'Ll2.南壁下郎

前述(l'1. ll)叫粕怖像瓶(25'1)が桃門のう-にみえ,その

した挑門とU)あひだに,よr)小さい千lEJB瓶がFJq段,段ごとに

二十二寵73:らべてある｡紙数八十八帆さうして,そのまん

pi:かむみると,交脚き､キ薩の尖跳箱(25b)がある｡その幅を

わなじくしてゐるので,おそらく,ラ-(i)俳怜像寵(15a)と

一･紺となるもVL)かとおもはれるQ　この髄のしたに扶門がみ

えるG　ちゃうとl'1.3の反劉側であるo (円高3･00m)

l'1.]:i.南壁上祁水牛

大井に揺するとこ7'に,めづらしく選桝史幣があるo　そ

U_)したに似非がみえる｡いまJJLられるのは,ほとんど彩鮪

であるが,しかし,もともと,こしには松林があったこと＼

おもふo明敏U)わきはせまく,LplT.I.1.10mくらゐ,うへよT)〟

列に1,)Ti瓶がならぴ,放【1こ-:雁坊がたってゐる0

枚Lh耳は二イ舶L7盤uJ尖桝鶴(1),つぎも同様(2),しかし,

1i紺はあさい,そまった彫りである｡そU)Lたは塊俳Gr)尖

拭鶴(3)で, Jif=脚のついtL:倒木がめづらしい｡ IBA:座のま-

に博‥Ⅰ嬢をなかにして二人G')鮒彬が7LL:つ⊂ゐる｡ iT･彫三相

柿(4)については, l'1 24においてU)ペるo窓ドむご:俳寵

(1416)については,すでにPl,11にわべたが,こ｣では,そ

れにならぶ下櫛の二俳並坐の寵(18)についで;汀したいD

これは尖挑寵で,このあたr)の悌寵にJ:く似て挑額1人川こ過
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ムの七俳をいれ,耕端に瓢形をもち,獣形のしたに篠JLのや

うな柱頭のある随樵をもつ｡鶴形のそとが方形に筒ぎって

あるので, lj,-fr.=こ惟幕をつけてゐる｡した必増(')胡線はも

とより妃杜の加彩である｡ (患尚4.10m)

1-1 14,南壁上部南平

この故卜牌の蓮那帯は,西壁にかけてかなりよくのこっ

てゐるJ)がわかるo　う-二つは坐俳の尖排窺(5,6),そのわ

きに小さV,坐俳寵(7)がある｡二寵のしたに机かなり手の

こんだ坐伸の尖挑寵(8)があるo　これに射し,そのしたの坐

悌尖排寵二個(9,10)は,大まかなつくりである0 --蟹寵で,

--jJLは油層,他))は水場で11.肩をつしんだ式であるo　この

わきに欄立して押彫J工膚の堵(ll)があり,そのう-にとこ

に威するかわからない二絹の供養潜がゐて,一方は香煙を

さしげてをり,他方は合掌してゐる. pl潤の最-卜は,や＼ま

とまった坐俳の尖秋雨(12)であるo挟額の七仇排端aL)戟

形,寵傍の杜形など,すべてこのあたりの俳寵(3,8,13, 14)

に一致してゐる｡これは浅E壇がなvID兆哩にあたるところ

揺,したの範の米犬列になってみるD　したの寵(17)とは一一-I

組らしvlo交脚紫薩の楯拭鶴であるo　これには必哩があっ

て,小火のmJ画を(i,こして,ノー三右に僧形, yl女の供葦列像を

彫ってゐるD　こしには関取t二僻の南部が,かなりみえてゐ

るo (窓鳥4,10nl)

1'1. 15.南壁下郎東平

下僚の最上Ft手は一部分かくれてゐるoそのつぎの牌は/rI

右一組の憐寵(20, 21)よりなるQ東方が坐俳の尖挟亀で,何

方が交脚菩薩の楯状寵である(Rub I.)o尖扶寵の形∫は,

さきにもLrtった七俳排楓猷形秩端の部和に風するが,ノl:-Jt'

の二瓶をとほして跡形の惟幕があり,相鉄寵のうへに犬悪

税(i)ち()をもつU)が特色であり,必増にはあさい彫りで繊

細h:供薄着列像をつくってゐるのが注意をひく｡それから

四龍三段U)千体軽く22),その放上部に飛天のもつ硬路網が

ある｡この西には_rJT1--組の交脚菩薩と坐俳(23)があわ,

-311磯が顔形寵にはV､ってゐるのは窓F三亀の一つ(16a)に

小鼓する｡このしたに,なは二伸並坐の尖扶鶴(24)があるo

以上は卜帆　明慾と耕門とのあひだの緒轟に平行するもの

で,中幡とも∨心うべきところであり,これからしたは状門

のわきになる｡したがって,破税も払どいD　まづ三唐にh:

り,最上は州舶▲らなる千体龍(30),中間は一組の尖耕寵

(31,32)と,二伸血生の失秩寵(33),放~ドは上棟に惟幕をも

った列休符をとはすのみで,したの三寵(34)はほとんどの

こってゐなtltD　このうち段上の千体鹿川州(30)は,うへの

川免三段の千俳1拭(22)にはいるべきものとおもふo　すると

介汁卜六俳となって, 『法柴野』 (大IE二大蹴桁,節九各, p･
)

157-160)化城喰lF7胡L:忙いふ)過去の十六俳をあらはすも

のかも知れないo　そのうちには阿涌陀悌(第六悌)もあり'

揮迦卑厄俳(第十六悌)もあるo (llつ■瑞300m)

1水野,長済『牡堂山石窟』,東都1937年刊, P･Bl

l'1 16　両壁下部開平

門L大鶴(25)に接して,またL ド一緋()俳寵(26)があるo

ラ-は交脚菩薩の楯排罷,したは二併並坐の尖耕寵, :桟増に

杖合掌の犬人たちが膝からう-をあらはし,簸上好には奏

繁の大人列寵があるo　それに/EJllF】AJ梢に杜のやうにかさね

られた批坐の供養者たちもめづらしいo尖秩寵のうへには

奏紫の大人L/Cちが怖快にとび,石綿も範()わきには,千俳雨を

意味する小俳寵がつがう八つあるo　このしたにはせまい一

帯があり,まづ過去U)七俳寵(27)があり,二伸池坐寵(28)

があり,また坐俳と奄脚老優の一一･割寵(29)が!):才子になら

ぶ｡こ()した,つまり挟門()丙わきは,大きな交相伴薩の悌

戟(39)がある｡これは飛犬をうめた楯頼, /[三才JLの三暦俳坊,

彫りはあさく平Tui的だが,なかなか哀輩であるD　こ()jk-わ

きに二二:.(i)俳寵(35-38)があり,またしたにも小瀧(40--

42)があり,最ドtT)休に接してもなは二怖気(43,44)があっ

たらしいo　とにかく,そV)徹底的に迫刻をかさねて,を;iF'7を

うめていったあとが知られておそろしvlo鉄門わき,交脚楯

耕大鶴(39)の鵜増にV)こる,かすかな供葦者列像をみよo

これをけづって彫りとんでV,つた40,41,42の害者範,また浮

彫格のク:泊をうめた/ト坐俳鶴,さういふ俳寵がtLlたるとこ

ろにみられるし,中火tlgJ端入鹿(26)のわきにも若-】二の迫刻

俳寵がみられる｡ (門IF与J300m)

1-日7　南壁上盾西部珊･y)菩藤愈(17)

このう-の坐仰鶴(16)と-ー組になる体裁で,交脚井藤は,

あきらかに摘勧告鮭をあらはしたも(i)である｡ -I:食ともや

し形式化してゐるが,ゆたかな仔環鮪からなり,端】】二である｡

貸与式や曙格をみても,ひどく簡略化されてみるが,やはり芽,r

九,約十粥ふうの彫像であるo　光背が矧略されてゐて,冠か

らたれた仰;那, JL了に払ろがる弧状の天衣(本番,節五懸.

Pl･97,110)に連托して,それと弘とつになってゐるのは,嬰

するに,そのもとの志妹がわすれられたしめであらう｡ま

じ-たノ且くびはよくのぴ,獅十も小さいながらに/上々とし

てゐるo鶴内ノL:.イ1Jには比rl-.a)供葦像を小ぢんまりとあらは
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し,楯挟顔中にはなにも彫らず,恨幕をたれてゐる｡さうし

て放卜に一一一列奏繁uj大人をならべてゐるo　列席にせず,む

きだしに柴犬を彫ったところが,こe)怖甑の特色で,門卜大

戟(25),そt')PtJ-部の大鶴(26),あるひは第二洞方柾耶一一･牌UL)

各寵(本孤筋一晩P1 58--56)より,一雄すしんだ形IJCであ

るQかうなれば,常然つぎの段階として11,rノく御上肝のこと

杏,白山な類犬の添加もHl能になってくる｡類き犬は*-から

螺只,排管,竪節,杭tnl',朕拠,小敵.至芭琶,琴の順序にならん

でゐるo　節九洞前[基北確列寵繁夫(本IiS,卯六懸, l'1. T3) V)

ばあひには,琴が不明確であったが,こしではかなりあきら

かである｡鵜確ノ■'右に供発列像あり,そまった彫刻で,湖rLrTf

などわからないが,-一人は附形で香煙むさ＼げ,その他は俗

形のタl女である｡ (Rut-. TI(;) (寵IFtTl.36111)

pl 18,19.南壁下J新札]一部交卿菩薩威(26Ll)

とのしたU)躯体範(26b)と-･細になる交脚常薩寵である｡

ラ-の俳寵(l)1 17)とおなじやうに,飛犬もなにもない簡魂

な楯桝頻で,弧状の帳幕もtl,たって形式的であるo　鵬挑額

/r-_ilLの2.泊に飛天が-判とんでゐる｡寵内ノLi右の脇侍大人

は,しづかに令質してたつが,姿態がやし那捕さうであるo

獅仁をノl満)にひかへ,交脚した半威儀はL'1.17とおなじで

あるが,上身すらりとして牧々たるものがあるo二三種の胸か

ぎりもと｣のひ,腕釧もつき,耳菜のかざりもあり,大衣も

焚允fの布JElも,方式どはりにつくられてゐるo Lかも,陸iE板

を三つならべ,新月形をう-においた賛先立(Rub In()には,

小さいwr顎鮭形の坐仲が彫ってあるo　それはあきらかに『観

飛掛E二生新J](大JIA/k職級劉十川雀, p.419)による臓物汁藤

のしろしである｡ Jこくと10)って端琵であるが,いくらか形

式化U)あとはおはひがたいo ji Fの秦繋飛天は,したの坐

怖寵(Pl,20)U)最丁牌にあたるわけであるo (鶴.崇il.00nl)

1日20　両壁下僚西部二俳北坐鹿(26b)

さきのPl･18tTi)したにあって,それと-･緋になる仰髄で

ある｡寵内biF,:坐の二俳,冬草俳Plabhutaratna Buddhaと押迦

率船体SIikyamuniBut1(lhaは慣鮪もしっかりし,肉つきもゆ

たかであるo /rJ.jr-JTから才1接-()内水,すなはち掩肢火antaト

1)

vfisaがJJLえ,大火はJT一府にもまはってゐる｡紡執政坐にく

んだ凡U),イtLの足くびがみえる｡衣のひだは仏とつおきに

段になった綿と刻線とをならべてゐるD　曽淵な愉像ではあ

るが,耶ヒ,'約八洞より,おくれた作であることは,あせらか

であるo範傍,朴がはりにたった脇侍V)天人は,なかなかは

りUL)ある未情をしてゐる｡才知論は尾羽と預とをまげてうま

樹版解穀]4-212

くバランスをとり,柄脚をしっかりふんばった.‡知多である｡

こしには身欄にも尾翼にも,垂:然繰刻の細部をほどこして

みないので,か-ケ⊂丸みがよくあらほれてゐる｡班癖は,

節t,節八州至と,つよく榔船されてゐILい,こU)洞の油性

として,これもq)ぴやか克=抽練からTj:るo額内には,あさく

粒状唐jtFltI史をうめてゐるが,唐単一も妓ごとに蓮解をつけ,

そtT)なかに介掌の頚二子(化′[:_)が上身をあらはしてゐるDた

叫r火の化生はやし大きく,そのしたには二刃可のむきあっ

た鳥がゐる｡かうした化作の唐草文机彫りがあさいQ　ま

ったく,この洞にはじめてみる意匠である｡鶴のしたには,

ほそながく蓮排をならべ,建華座の意をあらはし,そのした

には食草供輩の天人像をならべてゐるD　さうして,そJ)ま

んなかの博両香煙は,上や身をあらはした大地榊巾ともFT

づけらるべきものに,たかくさしあげられてゐるQ尖秩額

のう-に食草供養新が辞傑してならぴ,また令等蛇坐の供

聾者が,/r:_イ湖端に杵のごとくかさなケこゐる｡これもこの

洞に,はじめてみるところであるQ臥し牌の天人は:,束より

耕管,腰故,横笛,理琶,小旗,耕管をもってとんでゐるo

(Rub.ⅠⅠ71) 〔寵高1.80Ill)

1掩膿衣,すなはち安陀食antarv元Saであらうか｡どちらも親衣

であるが,その】即すはあ専らかでない(本音,欝凹巻T,･48)Q

pl.21,南壁下僚西部交脚菩藤森(39)

この交脚範は,さきの資料菩薩席とちがって弼_LILF_してゐ

るo JL戊の座に腔をかけ,il一手をあげてゐる｡井手は破軌

衣装は泥作であるo焚冠には,絹泣休をいたゞき,新月形を

のせてゐる07.三石に脇侍が介箪してたち,またペつに分掌拒

坐J)供養者がゐる｡楯状額のうちには平面的な葵繋飛天を

とばせてゐる｡これは彫り方も異常であるが,紫を奏してゐ

るのが舛例である｡桝額にそうて,惟幕が弧状にひきしぼら

れてゐるが,桁がせまくて日だしない(Rul一･IIF)o楯状のう

へ小火にも紺起俳がゐて,左右から有髪,触発の食草供輩肴

にとりまかれてゐるものも,めづらしいo外廓にそうて,ま

たこ｣にも惟幕がまはヶ⊂ゐるo　ノ1:右の寵傍には搾彫三原

描(Rub. 1 I)があるo節一一潜は二伸並軋gJr二, gL=_伊は坐俳

をわさめた二髄並列である｡糸壇にもVqつの小L･jh鶴をなら

べてゐるo寵の鵜壁には,もと進傑諾止のための方形の僻と'

そq)/.:_ll.-に快挙者の列像があったらしいoいまは,ほとんど

迫刻の小龍(40,41,42)によケ⊂うまケ⊂ゐるo(寵高1･06m)

1,1.22　南壁下府中央俳倍像轟(2.5a)

この鶴の全幹馴まP1 ll,12についてみられたい｡爽秋頼
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もかなT) q)ぴて, J'flヒ榊, ;1,r八洞にみるや')な僻縮されたエ

ネ/L/ギィはない｡一部に破折があり,木簡のノ【:.1.I,ノrAJj奈,胸に

およんでゐるG舟も,1.-足も術修であるD包はまる朝で,身

鰐つきもゆたかであるD衣文がめづらしく,階段状で,その

中1即こ刻経があるoすその二取になってゐることは,耶十洞

前境の諸噂(本各節六胤1-】 27,卯ヒ怨, Pl･fi,9,19)にお

なじであるDノ.:1;の脇侍は分掌, Jff克iなく,たかvl襲撃をつ

け,hptはひきしまってゐるoイ脇侍は才.L!ド分がほとんと泥の

補修であるo寵のしたに肉のゆたかな蓮桝史帯があり,秩

銀はあはれに破掛しながらも,交脚井藤を小心に介掌施坐

の供葦粛たちがゐる｡ (楓肖J176m)

pL2:与八.南壁下僚中央俳伶像鹿(26a)本尊

J!.両壁下府中央俳倍像轟(25a)左脇伴

^.補修の部分は,この東吉尾でよくわかる0　番lもなかな

かしっかりしてゐる｡耳()や＼そったところに特色があり,

致()うつりゆきがなめらかで,線があらはれてゐな1,1むは

典例である｡ (像rE▲3] 1081n)

13.こしには寵傍(i)桂に,布をかぶせたやうな桂頚飾の

あることがよくわかる｡そU)fi二朗節のう-に脚を払ろげた

虎輔の獣がたケ⊂ゐる(Rut一･ 17')｡虎頒U)ラ-に,合掌の蓮

上jM･･_がゐる｡寵内には,さきにのべた介幕半官の脇侍が

ゐるが,寵外には賓冠をつけた脇侍がたってゐるD憩うAd:のあ

るT3:しが並嬰な碗別で,これで子1.-藤とたゞの天人とをわけ

てゐるのかも知れなtLIDや＼脚がみじかく,測線からなる

下袋の女史が,相かさなる卵形で親株である｡胸のかぎり,

腕のかざ抄も刻練でしめし,天衣は府からたれず,細腕から

背なかに大きくひるが-って像(L'威厳をそ-てゐる｡

脇侍U)そとに,食草の供茶潜たちが上ドにかさなりあっ

てゐる｡これは,この寵企件浬の外廓であるo　此卜にある肉

太の連射文背は北柏l一線のがぎりである｡ (像応0･90m)

】'1 '24.南壁上潜東部搾彫三好塔(4)

と(i)洞には汀彫坊が多いが,これがもっともふかく彫ら

れた搾彫坊で,また猫立した堵形である｡兆壇が大きく,ど

っしりとすわt),これに,姻減車のたかVl r-:牌の木造坊があ

るo節一一僻は二俳並坐鶴であるから,多賓坊とV,-るかも

知れない｡耶二Idは焚脚紫陳の楯梯寵,これは肺雅の帆潤

勤である｡節三IGは坐俳の列亀おそらく,過去か未雑(i)俳

たちであらうD軒に棟はみえないo大き別寸^-らLv,もの

がある｡瓜t･_にはJL戊の逓増があり,そのVLlj'L, 'LLかま二芳し

かあらはされてゐないが,そこに隅段状になった承花があ

るD　あひだに化牡らしいもU)がある｡つぎは滋鉢邦であ

り,剃杵には六つV_)粕輪があり,いたゞきに墳珠形があり,

そこから二流の幡が7.:_才lに払るが-ケ⊂ゐるD　坊のノ1-右に

は脇侍とも,供養符ともい-る大人が二人たってゐるo　ご

くあさい彫りであるが,栴凶形のかさなった刻綿t7)仏だは,

pl.23li UJ脇侍に一致するo堵J)ラ-に測線で天薫が彫ヶこ

ある｡兆増の市波をなかにした伏革新たちは,なかq)七人

が仲川多,ノ■ーの三人がリ3 (I, JlJの二人が女子であるo /L:.イT-シム

メト1)ックでなVIVJは,こ(i)珊彬坊U)供養者と関係がある

ためであらうかo (坊席1.34m)

1)I.2.7.東壁南部

これが火雄の南/卜であるo　この潟県には休に接するとこ

ろが,すこし足りないが,その他は,天井に接する蓮僻文節

まで,すっかりみえてゐる｡体熱の配芯は,みるとほりの不

規則である｡むかってイ引こ南壁がみえ, /【三に方杜南r(lfがす

こしみえてゐる｡ (F.i是清713.00m)

pL26,東壁南部上平

放Lu)二寵がみえ,つ軒に四鶴と二鶴が,それぞれにグ′レ

ゥプになってゐるらしい｡大井に接して蓮秋声史帯があり,天

井水の榊の交龍がみえてゐるo　したのVLT寵は,ラ-の二つ

(4,.5)がほゞ同丸岡形式で,, ･細かも知れない日)I 2分)が,

上ー卜()あひだk:は大きさのちがひがあって, r一組とはいひ

が7(:vlo　また,したの二つ(9,7)は交仰井藤寵と坐lJfl範であ

るが,二俄V)あひだに,どうしたわけかあきがあり,形Jtu)

うへにもちがひがあるので,これも-一組とはみとめがたvlo

こAl,に反し,むかってfl三IJJの二寵(8,9)は小鮒であるらし

い｡北がはの生卵はすっかり補修であるが,南がはの攻脚

菩薩寵(I-1 32)はよくのこってゐるo　飛大をおごめたか甜七,

左右にたった三船塔,V,づれも紬'料なつくりであるoこU)相

鉄鶴も,楯秩のしたばと,寵の上線とに二屯U)惟幌がある｡

(雛一風J.piJ 3.40 m )

I)1.27.東壁尉郎F牛

南&;(:壬に-TILnu)地史根(15)がある｡蚊卜に犬.牡雌t')かざり

があり,蚊卜中火に坐†弗U)寵があるD　干休は紙数15汚あるo

大鶴の生体はかな州別客があるD ll.戊の).u酎こはノー-∫)にう

づくまった比がかこ,腔野苑MTihrrLdi-LVLlの漁法であるらし

vlo　しかし,それにしては,イ;1･が膝のうへにあるのが刑し

がたV､｡もちろん,ィ.Jド身イ1一手の修珊ははただしいが, jlJ手

の位芯はなにか痕速のあったもU)とおもふo　これについで
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北Ijjには交附き■七磯t')梶排寵が三段(16, 17, 1即にかさなって

ゐるo　したには,なはtl,くつかの俳寵があったらしいが,す

っかり破損して,紳修の氾作d)みである｡ (耶十~rlA.寵高447

ll.ll

1'T '28.東壁上勝

このlI3展は南端がごくわづかみえぬが,束夕売上好はほと

んど北端までうつってゐる｡揃;(,LLl千肺魚(1)のつざに,攻脚

菩鮭のPE馴鹿(2)があり,つぎにはとんと朋墳してゐるが,

封畑の尖拭範(3)があったらしい｡こ()あとの二瓶〔2,3)は

椎愚をともにし, -一組叫伸範であったことがあきらかであ

る｡そのつぎV)小肘lTT火部--一柳の二瓶(8, 9)についで,北JJ-

に,なほ=1㌔=千の小龍(10, ll)があったらしV､が,いまはまった

く後祁U)･Lhl作である｡ (,1,r二瓶高310nl)

p】.29　束壁上盾南端太和七年鹿(1)と坐俳愈(4,5)

大井U)選#F女帝に収して沖天列寵があt),欄肝にあたる

一帯があり,さらにひきしはった惟希があるo　つきの--LmI

(1)はpT二小ll一三段,ノl-L41右の三列,令;-tl九演に分割され,上勝

11と!J`は千lEJFi範,介計八十八のはすであるが,いまlJlJ上と/I:

-トに三寵をhLLき,小段-JT-に一･寵を多くもってゐる0.卜府中火

は,交脚.trミニ薩の怖桝寵,坐俳の尖拭施二二俳髄坐の尖挑寵

といふこi=になるo　申I#はノL:イ1Jが二段になり,供養潜の列

像,中央が胡坐の三吉蛙である0 -卜膚はノ亡才1'供希潜列,吋.欠

が逮像iTL!であるo　これだけが一･セットで,そ('_)辻儀礼の｢イi

廟彬像九十Tl.TlJp:および諸IFt-薩｣とVlふに州あたるD

したにほゞ同大同形式の軟俳の二瓶(4,5)がある｡むか

ケ⊂j_Iに明窓のALがはがみえ,またFhA月.至卜肘()搾彫坊(繭噸

4)()側面がみえる｡ (鶴烏3.101n)

1'1.:主0　水棲上勝南端大和七年愈(1) T郎

r'lfjA述干仰寵の中風下層の中Lkとむかって右方とであるo

中尉中火には安弘の三EW,･薩,それぞれに未激の楚選を手に

してゐるo T･の門Llhyiはシムメ1, 1)ック, JL:_の穀は修補であ

るD　それぞれJHlに越1･があケこ,舶A:rLiは｢文殊hrql利菩薩｣

Milnj;rT,申火は｢火勢′止､jJ!,-頗｣ M;lhかsth豆mapl瓦pta,北柏は｢観

･粒.U;作昧｣ Avttlokite占valaといふ｡なぜこの三菩薩の組みあ

はせができたかは,はっきりしなレ､｡うへの-一瓶k:阿鵬陀俳

Ami臨t)haがあり,そ叫脇侍として親rlt背,大勢至がえらば

れ,他の一･範が柁迦lJriとして史殊汚騰があらはされたので

あらうかDかんたんな三rfHL楽ltiをつけ,天衣とド裳をつけ

てゐるが,とれも刻綿のひだであるo　三井虞のわきにも供

捌版解放-23一:il

発音列像があり,卜]#の辻像融のわきにも供養脊列像があ

り,何形には｢良師､ ､ ｣, ｢E州irEET,よ｣, ｢亡ち相見秀｣, ｢亡iuTlli普

明｣の題名.がみえるo上段には手をくるんだ附があり,下段

には柄番婚()僻,蓮,l拝をさしけた冊があり,簡明にして生々

としてゐる｡俗形供養潜の/J:経, tJ3女柑[一のちがひも,よく

みとめられるD (釣】稀ElrJYJO38m)

l'l･:il･束錦上牌南端人和七年姦(1)追伸記

太和七年の連係tF己であるo　つくった人は相の凄93溌女)..

十四人,つくられ･たものはイi勝形像九十lL舶および諸菩薩

といふo諸汚薩は頓酢にtJlふごとく文殊,勢,鼠親許の三吉字

薩であT),右廟形倣九十ll.郷か口火儀の]1_尊と小瀧九十と

をさすも()であるらしい｡さうすると現存の八十六に破損

の三つをくはへても八十九であるから,ノI:ー1ご(u破折部では

挑発存列の中IILiにくひいつて,もう-寵あった()であらか

うo

｢朋巾地象｣(o鮎Y,についで,つぎの造機記があるo

大和ヒ∠1--顔/I:_発亥,八月1什日, 〔ll義

イuJ士女等Il｣一VLJ人,臼惟牲tXl不軌/i:./Z三

末代,け嬢昏上鉄蹄tFl自慰,微拝所線,通

航聖主,道教天T,影引数三焚,態被十IJj,

滞流光外, Jシ使長夜故母,久雁斯悟,莱

r一等,和讃怯潤,イ"一心開放,意欲仰弧状

稚莫能従,速足以共和勤介,絹S圃興

)ff.1;,敬造イTJ廟形像九十Ll_梶,及諸菩薩,

tl一郎lJ.此仰,卜絹

?:帝押ド,太一:与太FT, _fjl与√･,紙介乾坤,

威晩矧胤JllBP披四大,跡昨永煉,十ノ)屋請

伏,北枕三艶,佑助不篠,父伽義諸人,

命池諸帆ヒトIrr:父札Lノ､】外税族,紳栖向項,

'安籍把接,.托市賓花,永節税質, 節

悟尤′【･-_,仰超群FY,那′1二人犬,百味犬衣,

随.酎食服, =1.汀i精鉄,摺洛三途,点

那八撤,永illi=Et'ミニ別,文願同位諸人,従

今L1枚,温心El隆,城行滑潔,明饗

pJtriL札発揚悪日,使四兆傾城,追風

堂鼠使I馴l/Mj頑, /ト死永皐,休作明

凱管階任地,沫成体聞,朋生生之艇,

絹茂法善知識,以法相軌進lL偵遊,

形群彫軌,慣行人士,八苗諸行,化促

一切,間瀬正頃.,速及巣放-兜帥七ltl.･父

かなT)よくとしのった,芸l-1[-1耶小の造像.uであるが,これよ
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雪岡才子研第+一一洞

r)llJ.下が触けてゐるのはどうしたわけであらうかo　はじま

りには別線の界があり,末尾に別線の外がないのは, ()ちに

1151j去したやうにみ･>LるD　あるひは,はじめに詳己を彫り,6')ち

に供遵済列像を彫り,場所に訳したため,かうV､ふことにた

ったのであらうか｡ (銘郎向0.381n)

1'T.32　凍壁上櫛中央て交脚菩薩轟(2)

高さ3.10111,附828mの大鶴であるD寵内払ろく,交脚

紫蘇と牛助思惟懐とを患さめ,禽傍にすらりとたった総身

の脇侍像を彫ってゐる｡みな柵棚に細づくりであるo　その

凱洞内でもとくにいちじるしい0　本今朝lErT'に,補修がある

那,その他は保イTがよい｡オt一手をあげ, /lミ手を膝においてゐ

るQ　天衣が大きく67にかしり,漢-で図書是によってX字形

にまじはるほか,襟でをりか-した末端がfL三石にひらき,し

かも胸もとでそれをむすんでゐるなど,まったく一輿例の服

装であるo　_A:Irl慨冠もきゃしゃになり,中央には坐帆があら

はされてゐる｡楯状絹には幕があり,中央水平部とノ.JイlLの

郡部には坐伽羅をならべてゐるが,饗形部には飛天をおさ

めてゐる｡ UEi拭むう-は,破邪iLてゐるけれども,秦沖の大

人たちを彫[),そq)ラ-に,火きた仲井をつくってゐるo　さ

'らに無史の-･帯があr),そのう-に焚天(i)列寵があるo　が

んらい,こtTJ無欠弓削よ耶九, H,r十洞の例でいふと,前字くづ

しの欄肝uL,あるところであるD　こ｣ではそれがあらはされ

てゐないのみfJ:らす,この雑犬9JJ範は仝翔にとはってゐな

い｡絹企桝iu)もV)であるよりも,こU)二つU)鮪(2,3)だけに

帖してゐるもU)らしいD (瀧鵜3.10m)

1'】 33　東壁下櫛中火

こ｣には,おなじやうな交脚.托:藤鶴が卜下に三つ(16, 17,

18) (Rub II∧)さらにを脚汚薩寵とAjiJ･)T機が上下に三つ(10,

20, 21)かさなケこゐる(Rub.IIB)oそ(i)あひだにとういふ組

みあはせがあるのかわからぬが,北Q)ラ-二つ(19,20)那

俳,一子■!.二薩の-一組であるかとおもはれるo　この二つの本命は,

ともに補修の泥作であるが,鶴形はほゞ先11･し,したは三ll手

坊を/L二才丁にした尖排寵,ち-は杖を狐立に切[)だした,めづ

らしtl.塀秩髄であるo節六洞北肝ド府q)大桐拭寵は杜が朔

立するやうに饗宴られてゐるが,ZT,r七,郡八洞北壁上Idの大輔

拭甑は杵をもってゐないo　利をもっととは節九,約十朴L】以

後にふつうであるが,そU)杵がこU)やうに猫立するのは,ほ

とんとIJl;十一一仙LJだけの鋭敏であるo　楯状内t')飛大は繁を

奏してゐる｡わりにYr､lrl川勺であるCJは卜好中火軌の^k脚[!.-

練穂(8)におなじであL),脚1㌧(i)したと絶障()卜.練に惟栽V)

あるのも,この榊ではよくみるところであるo　相接のう-

にT一件の躯仰寵がIi:らTJ:,俄のま伽こは供茸潔をかさねて,し

きりとするD杵のTl■iLには椎幕にそうて化叫(P】 34)を彫

r)だし,利のねもとには′トさい鮒形(i,介翠像を彫るD　した

q)供超卦の列像は冊ばかりで,かなりふかく彫ってあるU)

が特色である｡しかし,錦lJ?:のきりとられたやうにくぼん

でゐるのは,どういふわけであらうか.(祁十九寵ri'!】1.r)6m)

I一l 34　東壁下僚中火交脚菩藻愈(16,17)

うへは7lJJILに搾彫三好塔をもった楯秩寵,したは焚繋V)

脇侍をもった蛸状鶴であるo鞘棋q)ラ-は, -･方に天薫があ

り(Rub 1 A),供発常()群像があり,他)jに千桝(i)列像があ

る｡まfL:楯桝q)うi',ち,航跡こは碓瑞をT･にした飛犬がとん

で,相川U)そとに交錯するり瓜をゑがき,後済はたゞふつうに

みる飛天で,へつに椎非をさけてゐる0　7L成(叫拓,ノl:11に桔

立する供革新,獅十わかけりに雌坐する伏遵抑よ, Lドとも

にかなじであるD　本呼の交脚二拝妹懐(Rut)･lN,0)もよく似,

やし細ITtl/)つくりで,その撃旦作のおくれてゐることをni7./Jこ

す7.,那,服鵜Gr)形Jt-はやはり芸朋にふつうみるとこ7'U)ど

とくであるo　卜紫V)すそに7L:れたひだが柑城である｡ (;lil

十L:寵に71 1.60m)

I'Ⅰ :うr),氷壁北郷

北粥川ますっか]日経如u,/てゐるo　修耕した壁もま/L:いたん

でゐる｡うへの薙湘史J'r野もまったく給である｡そ,TJしたU)

列髄は卜肘二寵ぐ2,3) (i)ラ-をかざる-*天龍であ'Jo　した

の)バこ三,四cL)寵蔵をみるのは,もとと＼に俳寵があったた

めであらう｡この周版によって北椛の破軌,また良柳から大

し/(:悌寵もなかったやうすを祭知されたvplo (PIT.I(7712 8O ln)

1)136　北壁束郎

日.37.北壁何部

凍壁北部につヾいて,こ＼も破flルてゐるtT)で,PLにもい

ふべきものはFJ:いD /lI端にみえる立係は,まったく後rn:o')

附加であるo ･たし､この岡版によって水根~卜部,ある弘は内

壁ード部のやうすTEL-みられ7t:い｡ (壁LtEIJ 1260 1340m)

1'r :''ti.四壁北郎

これも破j如くLLとい.卜TH()i:仰列像もすっか州指修V)

泥作にかはヶ⊂ゐる｡ (蟹l王Irむ134=OIn)

1'1∴3!)西喋L布部
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この妃展では西月旦のほとんど粂部がみえてゐるo南の㌻

みが,天井からほとんど休にちかいところまでみえてゐる｡

その不規nTlである軌しかし, 1flだってPtT一雄と南Fil巨とがまじ

はってゐる即を托r鼓されたいD (A,lE.lIEP;3 1300m)

l'1 40.河畔南部1･_辛

1-1.4J　囲壁南都下平

西堀も氷壁,甫壁と同校に,小寵の迫刻でうまってゐるo

たゞとしは,中肘に入費なじ俳の列像をつくって, #l_那をゃ

ぶってゐるo　体G')イi政はもとより妃-EIF.のものである｡ (壁

I-出1 13.00 m)

1'1.42.耐壁北部上平

大井のまはりに蓮如草丈冊がはしってゐるo　つきにで㌣掌供

養新の列像がある()は,小鶴にか＼はりなくあるので,故初

のイ[箱主監術計壷中()ものかとおもはれるo

泊A端ノて者豆の北に,稲排人寵(7)があり,これらの鶴のおく

には千俳寵をtJlたヾvlた楯状寵(8)があり,そのしたにはま

た千俳範にとりまかれた大鹿(20)があったらしい｡ V,ま大

破して,そGr) f俳の-一部がみられるGr)みである｡なほ,仰寵

群11一-19と,こ()仰免(20)(i)した,七俳1LJJ象tlj岸根(i)ラ-に

は,千体cL)小瓶をならべてゐるo　こ叫IT..W板には,人赦してゐ

るが,ほとんと内壁のおくまでみえてゐる｡ (第七海商290

Tll)

111 4.3.内壁北部下平

南方からみた四仮のやうすであるo　中段に七俳がならび

下段に小龍がみっしりと彫られてゐるo　むかってイ;手にjj一

枚がみえ, !■二手に秩ILlの川見1.がみえて5rJるo (軒端250m)

1'1. 44.西壁J･Jf車両部

舶冶(i)六敵　う-二つ(1,2)はまったく同人同形で,とち

らも竣脚拝頗U)楯梢鶴である｡ Tl.府に七俳をなら-たのも

IthILrHに蓮JL-C-をつけたU)も!'純良であるo JI嘘のノ.lI才[-には,狗

守-でなく,介環視他(7)人物がゐるG仰龍;1と5,4と6はそ

れぞれに一一･紺であるかも知れない｡ I毒TT封はどちらも坐lFJP,で

あるが,鵬桝と尖桃と州附し,介手と蝉手と轡化をつけてゐ

るD後潜も,楯桃と尖桃とを判せしめたのは,やはl)一潮の

つもりかとおもはれる｡桝3棋髄4札　めづらしく二伶浬の交

脚許妹である0 ---棚はrllAj手を胸にあげ,一一倍控は片手を約に,

片手を膝において, .交脚.!乍確(7)二彬1-℃をfj:らぺてみる｡敗

仰の尖拭寵6は焚巧を二段にしきり,さまざまな姿願から

固版解説.32-44

なる保儒像(PL45)を彫ってゐるD　たし上段中央二fluI呈だけは

香煙をさ＼げた俗形の伏茶話であるo

つぎの交脚一三■三一蛙の大鶴(7 )は北?.'lrnlの坐俳の人寵(8)と--料

になるU)かも知れないo後者は,池ノドがイ捌lル,本領も後補

である｡たぶん,楯状寵であったらしいが,楯排を払く＼さ

汁,ラ-に干俳小龍を二f'{Uにfj:らぺ,最上には確燐を交錯す

る飛天を彫るD　そ(i,形式はまったくあたらしい｡楽増には

俳書渚列像があり,遷幸略史帯がある｡イlhLIj(i)攻脚搾薩像は

たしからLt{1から,めづらし小三韓形式であったと小はな

ければならF3:い｡ J泊済,ナなはち交脚拝薩の大鶴(7)ち,梶

状が二Il互の艇どりになヶ⊂めづらしレ､o　軽には連珠~史があ

るD脈状のう-は七俳の小龍がならぴ,その最上に惟幕が

あるD　左右の寵将には合掌の脇侍がたち,方座のま-には

介掌WEi坐の伏希有がゐる｡この交囲ILti一座に侍する二判の供

数行は,こV)イJ'mでは,いたるところにある｡たと-ぼ内壁

憐寵1,2,14, di-RLW)髄8,16, 17,18はみなさうである0　本

奇は本兜諸寵はとでなtLlが,や＼細づくりであるo寵傍は

めづらしく四つに1首長ぎり,介寒縄塊JL)俳讃潔たち,飛天,そ

れから坐俳の小候があり,婆増には鮒と91-女叫It一指者列が

あるD

そわつざの僻は,坐俳の尖挟寵二つ(9, 10),これで窓のし

たになる｡状箱はtL仇ヒ柵の過去伸D木呼坐俳は,どちら

も雛下形であるが,炎端をにざるノ,:_手は, --Jjは手の甲をし

たにし, -一方はず(7)｢iTをう-にしてゐる,柄の寵は供薄済

像の焚楓北の拓はW･彫柁饗像の貿租(Pl. 45)であるo

つぎは三瓶(ll,12,-L3)が卜/Fにかさなってゐるo　したの

交脚ILijt･薩の儀(12)と二仰Bf,一坐の寵(13)はたしかに-細であ

るOiub･llK,T)｡うへの坐俳布く]1)は句喝jLIこしてみるo北隣

の交脚~:'!1億範(14)とも,鵡さがちがひ,形式もすこしちがふ

(Rub I(;,=)D　そのふくに,同人の坐俳尖供鶴が_I/llJに二つ

(15, ]fi)あるo　これらのしたに交脚.1号磯の相鉄飽二(17, 18)

と卿弗の尖排寵イ19)とがあるo　この三紫の黙祷な構成を

みると,ある弘は･一･純であるかとおもはれるo

卜都南dr'lTJは狩彫ヒ僻坊(21)にはじまるo　これにも列柱の

ち-から大きな幡が二流払るがへってゐる｡これにとなり

して坐仰の尖排寵(22)があり,また,攻脚,!モ床の尾形範(23)

があり, llJb怜像U)野呂挟寵(24)があり,そU_)したに交脚7,!{藤の

稲挑寵(26)を中心にして,二柳瀬坐と坐仰12=6)尖摂南(2.r),

27)がある｡うへの二偲(23,24)が-｢約であり,した()二寵

(25-27)那-潮であることは,ほゞうたがひがないo　そ(i)

うちにみる脚L多寵(Pl, 45)は,こ()抑こおける唯一の例であ

る0倍杜大.1のう-の三つ斗がめづらしvloこしまでは下棺
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といっても,七併U)席椴よりう-にあるo七仰の列像(36)と

間l糾こ七つの鳳一･つの坊(28-35)があり(Pl･41),これよ

りしたにはまた名数a)価鶴(37---62)がある(】 (1'l･ 41, 46, 48)

七俳(i)列像払　いま＼でq)ペてきf':迫刻の俳髄とちがっ

て大きいo像.rl蛸)230m,いま南からのll俳はよくのこり,

こ＼にみるとほりであるが,あとはまったく補修の泥作で

ある｡列燦のう-に岸根をまうけ,楠と瓦を彫りだしてゐ

るo　岸根よりう-で,所願は北にゆくほとおくまってゐる｡

これは石茄の閃藍が完成しなかった粁児とおもはれる｡ (軒

稀250m)

pl.4r)西壁上府南部^担体轟(10)

猫立した寵であって,尖耕額にはTL欄の坐俳がある｡ 7L三

才I.に二照の脇侍,まはりに供希薪の像をならべてゐるo本

尊はふつうの拳手形の坐俳であるが,やし形式化してゐるo

賓噂に獅:[･,獅J･のめひだに介肇,あるひは香牌をさしげた

供革新たちがをり,そV)あひだに押潔像をつくってゐる山

がめづらしいo　端(押9)6r)ラ-によこたはった帆　ひざま

づいて止をもってゐるのはマ-アカァシャパMilh注-K京;yapa

(大迦葉)か｡たって9月に手をふれてゐるのはだれだかわか

らなV､o負東WJ-がら二本(i)沙耕樹誠hがたってゐる｡怖体

像はすくたくないが,i-li繋NirvEinaをあらはすものは,これ

とIjl.三十Tl.n‖Hp^1 (i)搾彫CL)みである(Rub, ⅠIl))Q

ノックヤグシャ】与udd】ta-JakFl(俳陀耶合)と人乍俳念謂『長阿

令鮮』 (人wiE人身故艶;JiA-一巻, ド.28,29)奄四に払｢マ-アカァ

シャパおくれていたり,アァナンダに仰身を秤せんととをEELli

ふが,ゆるされす,やむなくマ-アカァシャパ大香積にむか

ふと･官.柁11.より郎jiがで＼きた｣といふ｡これにふれてゐ

るJL)はマ-カァシャパであるo (;j'1,十免席120m)

pl.46.両壁下府滴端諸仇鹿(25-35)

この昭和十二三年(1!)38)腔uJ'日展には,ほこりが,いっぱい

たまってゐるo牡Lu)三寵(25- -27)は一一紺の柵育昆群らしい｡

交脚子と症をrl1心にして,坐俳と二伸並坐と,それぞれ襲化が

ある｡耐端()坊q)したは二寵(28,2(J)がT二卜にならぴ,二俳

加,:価(u尖秩寵と碑.(,)15の尖耕鶴である(i)は.やはr) - ･組(i)つ

もl)かも知れない｡しかし,攻脚,1号･薩TEL･ふくまない(叫ま封.

例であるQ　したU)龍の俄傍ノz llに介輩的坐叫非発射がゐる

vJはめづらしい0番畑を小心にしてノIJイ1Lに介畢脆盤q)比TT･

像が,いきいきと彫られてゐるo　つぎの三寵(30--32)紘,ち

とより-一組で,うへは獅子をしたが-た交脚17)宇佐, /l･-_イ1に/ド

助思惟像がゐる｡叩肋懐U_)脇侍は常然であるが,ほとんと,

足F(D獅子馴件してゐる,こq)nFIHAlで,獅子を彫ってゐるの

はめづらしい｡なほノl lJjAに57乞俳のVUl鶴たつくす⊂ゐるのは,

したの二鶴と幅をそろへるたy)とおもはれるo　したの二寵

は/[三才T-まったくおなじ蛸.俳の尖挟飽耕grLrJnlが叩,i/レメットの

膚_ET･J史にfJ:つてゐるのが托IuT:される｡二柁迦弧あるひは欝軍

逮,身空俳であらうか(Rul) lrT,r)0

つぎ()三好塔をなかにした二瓶(33--35)も一一鮒であるU

ふつうにみる交脚許蛙の僻呂排紙であり,坐俳の網状寵であ

るが,なかに塔をはさんでゐるのが,かはってみる｡塔は-一一

肘に二俳放生を患さめ, -名竹林V)抑⊂憤する｡各Jdu)岸根

に鳩尾があるのは硯J脚)木i'li攻撃では祝明できないQ (;jlJ

三十三鶴r瑞1 081u)

1,i. 47,4終. L7Lf壁下僚七俳列像

耶刺十三舛(1938)には,この脚.!のし帆についで,北軍-{に

まはってもう仏とつの立像があったo　つまり八1弗であった

C,)である(P1 37,38)o　ところが,柄のFl淵劉ま,惟ゞもとのす

がfL:をたもってゐたが,北の三冊はみな近ごろU)泥作であっ

たo　そののち,その祁挑むとり6)ぞいてみると,l'1 4=513に

みるごとく,北の二㈹払i)Tはもと叫敦の･ ･部をとゞめてゐ

たが,｣ヒ兜の一･付票は,痕逃もかこもないもJ)であったD　この

七仰の像はわりに細づくりであるo Jmi鵜が中国式で, ;JE六

桝の怖像によく似てゐる｡しかしそれよ1)も]17怜■がせま

いD iJtヨ髪なんかも轡な粒状で, IX;''て桐の俳優よr).はるかに

形Jt化してゐる｡もしさういふ鮎から作()蕗[1-後を判断㌻れ

ば,こU)~かが,あとからできたもq)｣やうにおもはれるo　せ

まい怖城におしこまれてゐるせゐか,光背なども略されて

ゐる｡しかし,七休は.もち7'ん過去の七俳である｡が,さ

'.)いふものをつくらうとしたことは,筋十三榊とも,また耶

十かはもわたしであ7,｡たヾjii刻0,,ト衛ぽかりの確仙こ,

これだけq)大きIJ: L:1r)1)州象をつくった叫もどうV､ふ:榊有

であっfL:のか1fJlfLがたい｡排懐と(榊象と()あひだには,かん

7TL:んな彫りであるが,一一一校にわlHこ大きいIE)li青竜があるD iJえ

(,JISもあれば,二Ir恥il7塊.もあり,交脚.:'!滴の寵もあるo　また,

そ0,)したにもっと小さな坐イLjll寵が不規則に彫られてゐる｡

こV)中絶U)したは,各艇(P) 6{), 6())にあらっぼい文字がきざ

まれてゐる｡ (軒LIFL!i2F'Om)

I,】 4り　粥雅下併し俳列像

J:くq)こってゐる輔U)~lTi■;L7を北からみたところである｡

輔がひらたく,外すぢがとはわ,顎がで＼ゐることは,芸網

棚･椴にみるところ,耳V)うしろのふかい彫りこみち,また
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さうである.軸をふかく彫り,すそをあさく彫り,こ｣にみ

るやうに,漢-に人きくかたむいてゐる｡みなLjl一手をあけ,

/rIT･をさけたh]-j形であるo　瓜の彫りはおそまつであり,舵

も荒け-)1)であり,ま-につよく傾斜してゐる(叫よ,したか

らみることを考慮にいれてU)ことらしい0

-Tb湖北向の小壁に,搾彫三併塔を彫り,弘俳の尖状寵を彫

ってゐる｡坊の11',J-一個は二俳並坐で,奇襲坊とおもはれる

那,したよこに供黄一存U)小便を彫ってゐる｡ (軒Itrわ2F)Om)

l∫l..r-)0　内壁　F一府･北郎

こU)やうに,おくほど,したはi:,いたんでゐる｡したの

諸寵(48　-55)はみな修神の泥作である｡ 7')-は現イIJする放

おく(Lト-寵ぐ47)が敬体の網状敵つぎが盤俳6')尖秩雁(46),

これも本軌3:肺修Q　そのつぎは,ラ-が卿粕の二禽(44=),し

たが^lWrl,U)一命〔45)であるが,したには天語がとびだして

ゐるし,ち-には惟幕が二寵よりも北にのぴてゐたらしtLIo

はじめに網状の大鶴があり,のちに44,45,46の小龍が彫ら

れたU)でないかとおもはれる｡もし,さういふ大寵が,紘

じめにあったとしたら,44の二俳寵は楯挑l隅の千俳寵の

･淵Sにすぎなかったことになるo　これについで,やし大き

な二俳tu,:他(i)桁株鶴(43)がある｡う- ･列, /■一才1 ･列に千

体U)列能をili:らペてゐるのは,めづらしノいo (;Ii-VLl十二範lflT

1.F)0111)

ll..51 TJh一壁下府南端交脚苦藤森(37)

こG'J像は下ノド身が補修であるo　イ1手も補修であるo水瓶

をもった)1-l千も,もとC)ものではない｡しかし,｣-.午身はよ

くのこり,珊格もあ1),焚㍊もと＼のってゐるo案出q)まん

たかに粥■捉俳があり,まはわに旋回する焔のごときものが

みえるuはめづらしいo潮貌は,よくと｣のつてゐるが,や

し形JL.rlIlJであるo　楯柳瀬には飛天をうめ,まんなかに合掌

aL)交脚,:■!.-醸像がある｡楯状額のう-には奏繋()天人がた

ち,そU)ラ-には蹄淀の坐俳が惟茶のしたに十附呈ならんで

ゐる｡紫犬t/)衣裳が粂身をまとってゐるのは節九,耶十洞,

劉一･,;Xに朋にみないところである｡秩額C)したばは,三JlJ

垂節と惟蘇とがあり,ノL一麻は崩壊するが,才1癖の脇侍はよく

のこつてゐるo　竺51油な肉つきの,うすものをまとった二結膜

彬である｡ノ】J手にたかくさしあげてゐる6')は苓煉れ　燃火

であらうかo Lかし,ノ1鵬の朋蟻も,けっして,このごろに

おこったものではないo　こU)部分に,なほ常時における迫

刻C)小龍がみられるD (Rub,IIc)

したU)小龍38は未成,小龍39は補修,40,41は小さいなが

阿版御詠45-.")4

らに,まとまった尖拭寵であって,袋かけ嬢が日だ/JQ　そq)

した58くり失班免は本鞍が牡(,Jfiであるが,株老熟人lに焚鶴のゐ

るeJがめづらしい｡ (脇侍l瑞090111)

lH. ･r:)2, !'):1両壁下櫛南部交卿菩顧慮(42)

Iyf者についで,もうひとつ北にゆくと,この(I)PJ罷(42)にな

るo　束雅邦卜九寵(l'1 33)に似て,二本の傍杖が硯_+/L.してう

きだしてゐるD　それに,杵のう-に化件がつき,ねもとに比

丘の介紫立像がある｡それに相城内の平了百硝勺に彫られた紫

大,そのう-の千悌列俺も-一致してゐる｡内部は,交脚菩薩

を小心に, 7lJ右に/ド助思惟像があり,その中間に繁藤の立像

がある｡交脚苦藤に牛軌息冊像をくみあは廿たことは束攻

耶二寵に一･致し,また研一洞〔本葬,約一一各. PT.21),節t:洞

(約四怨,P1 32),第九桝(節大怨, P1 17),耶十獅〔研一ヒ雀, PI.

8)など例が多い｡諸像はほそい,きゃしゃtj:つくりで,鮪の

やうにh:つた~ド袈()ひろがり一丸とくに繊細であるo　なは

よくみると,この繊細な,せかLl裳すそのひだは1.二111の脇侍

像にも共通であるが,脇侍の執とくに席のまはりは本俸に

そっくりであるo jl:_右1-平助思惟像のひだやHもとは,それ

ほどに似てゐない｡賓蛸には_Aji.(,Jbの六寵が迫刻され,さら

に=.寵,また一瓶が追刻されてゐるが,前斉はみた左右の寵

傍に供発着の健をあさくつけたしてゐて,めづらしい｡

このした(Pl.43)には二伸並^l^.の寵(49)があり,そのした

には交抑帯薩の禽(52)があるo　これはもとより一一組の怖寵

(Pl.44)である｡なほ,との北には地価の寵(50)があり,ま

たそJL)したにも仰鶴(53)の一部があり,南にも坐仰の尖秩

鶴(48)があるo　この放後の怖寵は:,その鮪傍にある細身軽

易院の分掌菩薩像が印敏的であるo (第三十八鮪稲1 501n)

l'T. r)4.方柿両所

jJ朴南rfliの令景である｡ LT二厨にわかれ,明窓に封す

る卜厨は攻脚苦鎌をrtl心とする三称寵であるo　ノlこれ.は′ド肋

思惟像｡あくどい彩色ですっかり札ぐるしくILつてゐるが,

'E凪T三両にはたしかに柿定価がある｡三骨ともたがVrF袋

をつけ,大きな天]くをつけ,ほとんど令身をつしんでゐるo

二律ともほそく,きゃしゃで,内壁第三十八寵に似てゐるが,

よりぎこちJj:く,形式化してゐる｡本命はJJL,iiに^1人し,/l=11-

脇侍は篠杓丁やうのものに唾してゐるo

ll屑は三億柵flA.像であるが,すべて補修であr) ,根城な神

彩があるo　光背のそとに押柊の対義網ともいふべき一帯があ

り,それを手にして比rl-.の合掌像がならんでゐる,さらに,
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そのう-にも介質した比rT-.(')群ui-がゐるo　光背の/■J_右,脇

侍のう-には畢射711】竺づ＼ vJ繋大がゐるoその才丁は,したから腰

軌小敵,杭節,排管,?,ノ':は,したから琴,琶発,隈恥樹幹,

縦笛といぶ取付･であるGノ.`ィ.'の柾には坐俳の範が一列にと

下にかさなってゐるD　さうして,そ()ラ-には三才lJ垂飾が

あるD I-:JTj垂飾のうへは剛犬垂瓢そのう-は勲モ文帯,最後

に三角飾と懲頭が女工5.にならんでゐるo

上牌鶴よT)もう-は, 1'滅の座があり,そのう-にはrJq隅

にパルメットの唐群文飾があり,その棚恥==lLru'川怖く7)IP～

像がみえる｡ /T.右H,L-手は不明,耶二手は口)jをさ＼けて

ゐるo　中央の部は焚冠をつけ, /[-11'はとが州はかぶって

ゐるが,すっかり奨化してしまって,節七,節八州FIuのやう

なおもかげはまったくないo　とにかく,こU)JJ一朴が,bL''昧(i)

うへでは一個V)坊牌sttipaにほかならぬことは,そ(i) l淵の

棒戚からあきらかである｡ ()j柚-'3日3･22m)

pl,r)5　方柱両軸-下僚右脇侍と左脇仔

7.=*1AIW,侍の泥をおとすと,すそrL)一個;を()ぞいて,わりに

供イTLq)よいElで-薩像があらはれたD　しかし,その様式は,あき

らかに北塊のものでないo mF㌍脂はほそく,手もほそ小,朗も

すっかりちがひ,丸LIRとしもにやはらか蝿があるD　長大な

耳乗,耳からたれたIJrJ'片,それが胸わきにたれ天火が矧鵬

にかしろが,その)JL式はまったく北淡のものとちがふ｡下灘

()弘だも,まったく別棟で,これに似たものをもとめれば,

むしろ大同華厳.ti=の普鮭像などであらうo　それとともに彫

法などもちがひ,一般にあさく,もっとも幅ひろのところで

背lttnAに接してゐるo芸l叫の-･股彫像では,もっとも幅(i)ひろ

いところはむしろ壁から遊離し,そ(i)おくのせまいところ

で壁に接してゐて,そのため,ほとんど丸彫像のごとくみえ

るLjであるD　いま,これrL,髄作年代をたしかめる資料はh:

小が, _.Ye麟-.`J:刊二蛙像と()一致から,いちおう,遼代の髄作と

vlふととがかんが-られる｡つま(),なにかの事情で彫り

()こされてゐたところに,これを彫ったも()とおもふが, /):_

脇侍の^三がは(i)/ト寵が,みな北淡の三担作であることからす

ると,やはり,あら彫り柑皮にはつくってあったものかとお

もはれる｡ 1f脇侍右わきの小龍には,あたらしいものがあ

るやうである｡ (像高3.37m)

pl.56^,B　方柱南山下盾右脇伴と左脇倖頭部

A.焚冠が略されてゐるo　灘がまるく,耳もまるく,やは

らか味があるD　自重白1･.laのあとがあり,験はゆたかで日の

切れとみがふかく,その線は紋うってゐる｡ rlにはいはゆる

一,Ti州な微笑なく,席はゆたかで,やはらか味があるo　輔はほ

そく,北枕drJ像ほとつよくない｡

li　桃糾してゐるが,焚う速はひくい0　才l脇侍とは,かなり

未階がちがふc jJ7円がやし/つりあがり, [lが大きく,粕がふ

くらんでゐる.耳が払とく]三大で,こ＼からJrJJfTrがたれさ

がヶこゐるo　こ(i)富;尻でみても,いくらかわかるやうに,イ1-

の肌が,あまりvlたんでゐないo

l'T.･37A　方杜南m一下原左脇侍側面

73　万枚南LluA FJd左脇柴犬像

^. 7ouブイィルをみても,なめらかである,.やはらか味

があり,やさし小が,敏感がたりないo　むかってイ;3,I(101にみえ

る()揺, jJ粧叫耶LVこある蛸lr)P'龍t')かさなりであるD坐俳

はほそくfF]fEThrI'｣で,しかも,次女はIj17Liをわほふ-,℃ばかりで

ある(i)は異例であるD

l享. /I-脇侍光背('Jうへにある架大儀であるo jj座に安坐

し挙をかなで＼ゐるD　そV)ラ-は克也を奏してゐるD　や＼

形式化にすぎ,訓十もはづれてゐるが,そのIm.貌その他より

すると,やはり北魂のものであらうo

l'1 ･38^.方枕耐Tliと東面下牌

B JJ一株東面下僚

これをみると,すっかり泥作であることがわかるo　火fBl'

はい噂で,ノJ:_右の脇侍がij:小｡しかも寵底が波うって,とし

のってゐTJ:trl｡射有Jl)の杜の火rrかこは,迫刻の小瓶がたく

さんtJ:らんでゐるのをみるが,火北JrJの桃は凹凸はなはだ

しく,もとU)すがたを然しがたいo (像満508m)

I)1 ･39^.方粍北ihf下牌

1‡.方桃押ffli下府

vlづれも十酎貌であるが,みな泥作である0 -部分,朗部

や盛座にイ;がみえてゐるが,北雄V_)(攻があるやうにはみえ

ないD V,な,北馳(7)像は<jL:一成をみiTj:かったものとおもはれ

るQ　といふUJ札そV)m凸仇)ま＼の鶴LlGや,あらけづりの兜

而(お)から解せられるo')である｡ PLTJll.f北郷こiii刻の小瀧が

二つみえ, r鮒r晒仙⊂粧T.にならぶ唯[･Jb′ト寵がJJ.えるo

i)1. 60　方柱南面と束LrllAJ二材

jJ柑有圧]]'()三埠pfそこ薩交脚像がみえ, hiL拍l-VL)二像tu':-lll-.燦が

みえる｡のみならず,甫rtrt了と同様な天意かぎりと承花,それ

に多幣伸がみえる｡二]1･4(')塔形を忠附したことはあきらか

であるが,とにかくダ阜様なつくりである｡これからう-に
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天IJtが艇開し,各jjJ所に交格の龍がゐるo

l'Ⅰ 6J,方杜北和とlTq面上静

f批舟6')ちゃうと技封の西北rEnLである｡やはり各rEnLの二伸

瀬立像がみえ,また~F暦()天蓋とl_JF#の承花,多野沖がみえ

る｡とともに,こ＼にも大井各TPR:の焚髄のすがたが,JJ-とめ

られるo

p1, 62.方柾抑rLl上櫛二俳稚立像

鶴形をなさず,天竜も崩収もない｡なにか,さうV,ふも67)

を水でつくって,とりつけたかとおもはれるが,あきらかで

たい｡すらりとたった痩せがたの怖立像,光背も板のごとく

幣曲がたい｡ ITlJVJj:Fい圃式の服JAをしてゐるが,節六洞fJ:

んかJ:りは,はるかにきゃしゃであり,形式化してみる｡ lfi

上は南r-nlI]維Jl,戒の端座があり,そq)ラ-の7F'茄に水花,ま

/jJ:かに;多作沖がゐる｡耶二手にH Jはもち,卯･のr朗に焚

;A:をつけ,メ.こイⅠに_~ミJfJとがり岬をいたぐいた異形仲である｡

1'1 63∧　天井北l吊

Ii.天井南隣

大井は川世かこわかたれるo各月燕とU)あ弘だには蓮湘史帝

があり,-Jj柾とのあひだ,各ImIのあ弘だには,せまい無女帝

があヶこ,くぎってゐるo南僻は幅せまく,しかも浮彫はまっ

たく朋落してゐるo Fしかし,やはり龍の搾彫であったこと

は,モのFtir常にのとる一一端によヶ⊂たしかめられる｡北筒

もほそたがい梯形で,東西シムメトlJックに龍が解蹄して

ゐる｡ (絹1在米粥長4F)Om)

1'1.64^.天井東国

77,.天井西院

束TJ左も梯形で,おくほと幅がひろいD　だから,交鶴もおく

の方が大きく照服してみるo　ながいyl,たがい耳,ながい粥

に,おそろしい歯なみをみせて糊即してゐるo　胴はfJ:がい

那,はねかへった四肢があるo　龍尾のまはりに,唐tlEr.:史化し

た芸文がある｡節彩がひどいので,統攻:そG')他線刻の意醗

はみとめが犬:い｡

粥碗払おくの方がやい帖払7)くなることで,束】H,T･:(こ照燃

してみるo　雀靴の形式'はみなおなじであるが,北固-_那,南FT-

についでいたんでゐるD　こしには北壁のあれた状TLE細くうか

ゞはれる｡ (火l.hT:r削ヒl<770tll,州軒別ヒ長780m)

1'1. 65^-1). lQL1-壁下盾七倣列像像間′ト愈造像記

樹版解諦55-66

A. 1#帥潮離光俳の範払西壁七俳のあひだ,約四像と耶

_TL像のあ弘だにある｡坐俳の小夜で,そのしたにある~文字

に,粟抑留離光俳HhaiSa)yaguruとあるのがめづらしい｡北

貌時代の迭像記には,ほとんどみない俳41である｡

11)1i弟(祁□

口,費心追突師

樹離北像一一･Wp;,

噺々従心D
1)

たゞ飛門,1.一陽榊には孝Fけ亡年(AI I) 525)比Fr-.Td僻□追懐記

に薬師の名がみえるが,畢猫でなく,禰軌,敬子r,t･と俳柄され

てゐる｡しかも,その像は寵の卜隅につくられた,小さ1,,坐

伽の寵であるらしいo (寵耗021m)

l‡.おなじく七俳1j'Jr四,節正俊のあひだの坐俳小瓶のし

たにある｡

弟子ロロ

造像一院,

断て従心｡ (寵T指013m)

(..西壁七俳のあひだo lJi二像と耶三像とのあ弘だD

弟-T･壬､ ､ ､璃L:

rrr:父相,蓉心､ ､ ､

□称鴇､､､俳

･､婆初､､月日｡

このrJt4行三十字ばかりの史字は,あとからできた三つ()小

髄によって部分的に例去されてゐる｡ (小南高0･95m)

I).おなじく七俳gi,Fq, TjT‡L像(i)あひだの生休小瓶この

俄U)まはりに彫ってあるから,この俄の迭懐記とみられるo

俳rXH.I

nn[コ,

蓉心迅

像一一･麻｡父増二リl女

□□ロロ｡　　　(鯨E'iJ O･11m)

1 『甫肝可石窟〝〕研究』, p･308,石刻6服.

1'1 6(iA-1.:.南,丸両壁造像記

^.紺迦牟厄の寵o前職四部ド牌q)交脚:■!lL妬紘(39),そ

U)7.-わきの浮彫三原堵(Ⅰ'1, 16),その利椎わきにある小龍()

追懐-ぎ止であるD

蹄ィ.-,女七

1ff.亡父相,迅

搾加か尼帆

身目安康

･ →･党□
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雲桐石瑞第ト一･洞

との小さV,簡素な坐伸が,鐸迦牟尼俳であることがわかり,

興味があるo (馬高016m)

Ti.束鞭南部ド牌,鹿野苑俳寵(15)の一隅にある坐俳小

龍のしたにある｡杭に一行,むかってイl-からJl-L_によまれる｡
? ?

候局方鵠亡佃二

とV)うへにある二小龍に封するもtoであらうo(本文長0.30

m)

(･.太和廿舛(A.D 496)の銘｡これは西確下層中央にあ

る生体′ト寵(50)にある(Pl.51)D　車座の左端に一行｢人SIl

廿年七月｣とあるのみ｡あとはみえなvlo

I).東館南部下府の坐俳小龍(30)にある造像記o

太和[コ

七月十

瑞､

迫

とよめるだけで,このしたの一一二字分が刷去されてゐるo

(銘慣幅0.16 m)

E.西壁中央下風併寵(37)と(42)とのあひだの小俳免

にある｡三字あるが,よみがたvlo造像藩の題名であらう

かo (斜.I.URJ 0.06 】11)

l'1 67A-1).各壁揮彫塔形

^.洩鉄塔o　明志水側,太れ十･九神髄(5t)) t7)かたはらに

ある塔であるD　もちろん-封であるo　これは二伸#_坐であ

るから多焚楢であるo　頚鉢形である(i)がめづらしtrlo (r自】

0.67 m)

]‡.三脚塔｡内壁縮部申牌俳鶴のあひだにある堵(34)で

ある.これも多焚塔であるD　各肘の岸根に鳩尾のみえるe)

は,こ(i)粥l^1人迩塔(i)--一般的形式であるが,かういふことは

玲際uJ塔にはありえない｡ (高095m)

(1.三厨塔｡南野内部下J#俳鶴(39)のわきにある堺であ

る｡これも多きhi堵:であるo (鳥097m)

I).七鮮塔｡西うそ南部_1Jdに猫立してゐる堵(21)である｡

節--勝弘俳,那二僻倍射札節r三好坐伸二寵, fJWLl皆二怖並

坐,雛∫ll.暦三彼,,kL脚半薩,約六と第七J#は,それぞれあさVl

彫り(i,三坐俳である｡各席に壁化をつけたことがわかるD

ll_成(i)･名座,まんなかに刻史でもtl.れるjj板あり,ノl:イLに二

比丘,二重/･がみる｡刺桂のう-には, Jl三イIJに幡がはためい

てゐる｡ (席1.tl.F)tn)
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固　　版

第　九　番

pl 1.第十二洞外韓

耶十㌦洞とgJr十三iT･可との中間にあり, TF.面に列柾のある

石茄である｡四本の枕で,三つの間が碗ざられてゐる｡桂

はすっかり加がV､たみ,東端は大きく崩落してゐるo柿の上

部にはなにかの主針鼠　軒ぐみとか岸般形とかがあったとお

もはれるが,これも肺減してなvlo上部も,fj?J十二桝だけに

艦するやうに,壁a)きりこみがあるD　さうして,としに川,

ILの俳寵が獲られてゐるo (IlつL]帖140m)

1)1.'2　外壁列柱

列杵を鹿からみたところであるo　=T=まへが太織杖で,つ

ぎが火杵であるo　水枕でも揃三面はすっかり摩滅してゐる

那,火rfnAはすこしU)とってゐるo　あさ小汚彫娘肺で,勉rllつ

なぎ, ).三食な地甲のなかには跳躍の人物があり, /1-'分の盤rtl

には唐草史(lhl'VJ')がある｡耶九dLl]前lif北傑IIF】L)o')瑚つ

なぎ掛･:.:文体=[.f,鞘六私Iとub. 111 1. )からの紗抄であ7Jo朴

粥は忠にはそくなり,そのうへにnrL板と火･トにあたるもの

がみえてゐるQ　粧北山水化もみえてゐるD　またt-.部, F部

に棚苧J'･をはめたための加_1二があ(),それは四位,西9,ln杜に

もみとめられるD

l'1 3　前'iミ南韓中火

こしには南椎のrll火,内flと火粧とがみられるo朴は八

jFl,うへがすこしほそく,いくらか｢ちまき｣ふうになすこゐ

るo　こ＼には三了L'佃ミみえるが,坐俳の列寵をうめてゐる｡

北Lt'.IL'11Lは九段二列,ノrJイIL斜ImM:九段一列である｡ ulubfのド

仙亡は綿刻V)遇う■t_丈があり,人､1くりくりかたにも蓮鮒畔が

め(),人Iv)(棚的こは三1fJ垂怖史(Rub.Ⅴ^,71)がある｡樵

のうへには桁がとはり,桁には飛犬が-一一列にとんでゐyL'o

それからうへは大井tT)折t)あけ部で,こしに坐俳がILらん

でゐるD

柾｣.旨には, ;JJrjL洞, 171十打.1】V)列fIにみるやうな).ら機があっ

たが,毅形にはなってゐなかったらし),o　いまは修邦の泥に

つ＼まれて,たゞ各隅のjA花(ltuh Vll)と,そのあ仏だにあ

#　　La (2)

第　十　二　洞

る跳躍の人物がのとってゐるのみであるo休はなは数十セ

ンfL川叫こうまヶこゐるのである｡ (門r｣幅1.40m)

1'1.4.前基南壁東邦

上郷が朋沸してゐる｡瀬端杵は西伯]'aL)唐草文帯がほんの

すこしのこり,内北斜面と北11二田に,それぞれ一列の列寵が

のこってゐる｡本l頭はなく,fE鵜Q)摩滅もひどいことになっ

てゐる｡ (川田120m)

pL･r').前室蘭壁上部

列杵の粧11月と桁の脚係がよくわかるであらう｡天井は格

天井に73:つてゐて,そV)染aL)ねもとに,これをさ｣へるかの

やうに奏紫と舞FLT)の天人がゐる｡束隅にはE監笛の米人,求

朴のう-には腰畝の米人,丙杜のうへには小我の雅人,その

あひだには舞krtf)の人物がゐる｡みな髄は大きく,腰和をま

とひ,たすきをかけるのみで,朗上は迎髪のものがあるo　つ

まり, gJr九:JE十州7村境の株価(本手F,節六雀, I)ll 33-35, IJS

七怨,1'1 38)におなじである,

l'1 6,7.的雀両壁と東関鰭

やしなしめになってゐるが,こU)二枚U)紹展で南確の令

弟がわかる｡この).:5展で,とくに托:LJ7:される(i)は束小円北

斜rrlfとPtl-fl二火北斜はllLvJしたから三,JRのlEJb寵であるo　こU)

二つの[･)Fi寵は,仙JKi.燈してド坤部にへんな唐草くり所をのこ

してゐるo　列寵を彫るま-に,かうした唐草~史帯でおほほ

れてゐたIl!]潮があったのであらうかD　まったく不叫桝な唐

jTL:女帝であるo

瀬西環はそれぞれ上ドニ肘になケ⊂ゐるD　臆蛇は修邪の

泥にうめられて, JJiもすこしうまヶ⊂みる｡二Jdのう-は

連射史冊があり,大井の桝rりあげ部になる｡たゞ7.ーイナシム

メト1)ィでないt')は,円がは梁したの奏染休以言がゐない鮎

であるo　淋千破折のあともあるから,満ちてしまったV)か

も知れない｡ (EVj-'出火所長7.Son,南北長410m)
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雲岡石塀節十二洞

l'1,8.前案束壁上郎

東現し暦の屋形範と,そのう-のqrりあげ部の二範と,早

れをわかつ奏紫の保儒がみられるo保儒はどちらも迎撃形

で,究琶を邦じ,恩節をふいてゐるo　それに蛸落した南照,

にぎやかな北壁,さうして蓮華飾の天井をみよo (軒並約

435m)

1'1.9.前室束壁上静屋形愈

顔形寵は三間よりなるが,なは/rAオ1に僚l如くあるので,

げっきよくIfi闇にみえるo申央は安脚JRI藤, 7r'イ;は牛軌取惟

像,そのつぎは食草立件の天であるo　屋形寵の形式はH,r九,

祈1-洞riTL宅のそれ(本訊^d,r六怨,Pl.17,第七怨,Pl.8)によ

く似てゐるが,この-方がきゃしゃであるo　三つjr,叉手端を

みると,その).I:･がよくわかるD　中火叉手k-左右の鳥形は,こ

の洞のみにみられるo　また,かはってゐるのは各聞ごとに

つくられた三JTj垂飾と惟幕のかざりであるo桃に唐).;1:文の

装飾なく,不規則に′ト体熱のあるのは迫刻である｡鼠t-.に

静形の鳩尾,三JIl庸f.I.二郎(Rllh IIIt;,】l),まんなかとZl三才iに繭

巽をあげた.即l卓があるo (軒幅約435111)

pl. 10.前案東壁J二潜屋形寵交卿芋菌像

拝鮭はやしかfL:い表情である｡究冠(Rub.IVr一)は大き

く,まんなかに坐俳がある｡板状の現かざり,灘廿の執かぎ

り,曙格の激かぎT),これには腹のう-で阿現がついてゐ

るo　それに,耳からたれたかざりがあり,また碑髪がノ1:_茄jrf

にか＼るo　艶妃からさがった布Lh,7[=才[-にはねた和片,さう

してIr才におほふ天水,みな形式どほりであるo　膝にかしる

ド袋の弘だは二本の粗からなり,めづらしVl｡ノl:イ1Aに獅r-,

足卜に瓜をうけた女柵が上/l'身をあらはしてゐる｡女耐lで

あることは脚のふくらみでわかるo　たぷん,大地一杜沖であ

らうo Lかし,なぜこしに大地付柵があらはされるかはわ

からない｡和博は降魔成道の際,地神の澄明をもとめたo

そのときあらはかしたのが,かくのごとき大地紳Mallllpl.ltluvl-
l)

であったことは,いろいろの例がある｡ Zl'才;わきに小さい

令等の供茸肴がたってゐるo tLIのいたゞきはなにはそくな

T),南壁列杜rL)かたちに一致してゐるD　利三OrJねもとがこほ

れてゐるが,こ｣にも令寒路牡の仙賓新がゐたらしvIQ (刺

尚約1.30m)

1 A. GruLIWe･lel, j5'udd/LZJZ A'･t zn ′柑dllt, IJOndoI1 1901, p. 1O()

pl. ll.前室東攻上牌騒形姦右肺牛朗.臥惟像

右脇のう-にも三Jll垂飾帯と惟幕とがある｡ /ド助像の尖

情がや＼かたいことは本尊に似てゐる｡細はほゞlT=滴にむ

れゝが,｣新和はやした＼め,たれた脚をよこにだしてゐるo

思惟粕をあらはす7.一手は,耶三相以下をかるくをり,耶三相

をつよく職につけてゐる｡野かぎりは本館にやしおとるが,

おなじ方式をもちひてゐるoそれに黙諾(Rut, 1VnL)は大き

い｡椅子刷同をしぼった篠,ある弘は竹の椅子(羊蹄)であ

り,背後によりか＼る依僻がついてゐる｡この依肺は第六

洞南鞭維摩).r1.-ll-の背後にみるものであるo杜はさきにtLljl

ごとく上端がほそく,粧濃にまるV,礎石らしいものがあるo

府外に分掌の供養舟がたってゐる｡実額はうしたほれて

ゐるが,大衣が粂身にか＼わ,右腕までふかくつしんでゐる

のは, V､はゆるソフォクレス9.rl_の像から脱化したものであ

らうo (柱間約105m)

pl 12.前案束壁上掃尾形愈左肺牢跳思惟像

前者にまったくおなじである(Rub:I∀N)｡この三倍はひ

だが二本の緑よりなるやうにみえるが,よくみると降挺練

のひだが退化したものである｡隆起がすくないのと,際超

のおさまったところで,刺繍がつよくはたらいてゐるため,

二本の根よりなるやうにみえるのであるo二本の根上りな

るひだは雲間,馳r'■Jになく,皆朱11rイfA珊あたりからはじまる

ものである｡ (柿間約105m)

p】 13^　前年束畔上静屋形禽屋根一部

Ji.荊室束兜上好尾形鹿又手束

C.前案東壁上原尾形禽三つ,l-

^.これは尿根の中央部である｡まIll三向むきの,粟をは

った鳥形がみえる｡彩色はあたらLVloノ■三才1'の三角節は都

丸,第十洞の火灼(第六怨,Pl 10,17,18,第七私,P】･5,釦か

ら嘩化したものであるが,こ＼のは唐草~史になってゐるo

TL　叉手淡のう-にも此奴と斗をおいて桁をうけてゐ

る｡とのrい火の叉手にかぎつて/LLオ1-になにかの徴をくは-

た鳥がゐるD　羽翼をおさめ,岸卜の鳥よりはやさしい｡ガ
ーl                 rL

ンダァラでも,ハッダでも,俳寵(i)わきによく　一つが仏の鳥

を新じてゐることがあるo　かなり場Trrがちがってゐるやう

であるが,その遺制であらうか｡ (Rub･ⅠⅠIA)

(.,,千三つ斗であるのはイT'社のためかも知れない｡ ･肝の

lHr.ち,きはめてすくない｡油例の三つ､1であるが,:1Fのした

にくりがたがあり,さらにそのしたに板状のulL枚らしいも

q)がみえる｡法隆寺でも大jtにはIrrL板があるが,杖にはな

いD　桝や叉手心に一一々nn板があるとすると,それはめづら

しいo　それから,柿のはし,下端イこまるいものがついてゐ
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るD　はたしてなん山かぎりであらうか｡規/r三(')大法建築に

紘,これを指唆するやうな遺構はなにもなtrtD北魂,百済の

寺IILから‖上して極光と耶する逆薬師を, ～,ま極の先端に

つくやうにかんが-てゐるが,あるひはこれU)やうにFl〔ri

についたU)ではなからうわo (料壬恥■細くJO22m)

] A･ G-u'IWe(le]I β〟r/I//lLJIAr/ lW /Jll/Z【′I FJg1 81.

空J･ MellnlL,, Ll/10lOr,lL, (-u由一olrCS tュe la del軸t10rl art,heol(･glq11e

frallCalSe en AfgllanlShn, Ton､e X),P.'lrlS 1942, Pl. XV.

Pl 14^-(I.前室東壁上勝崩形盛鳥形

彩色のすっかり後補であることがわかるo　背地所()くろ

vp,ところは,みなZq.･色であるo　おそろしくiE耐きった醜つ

よV,舶巽のそり,するどvl爪をそろへた凪なかなかみごと

であるD側仙1J//は,大きな尾と朋とが鵬脚のう-でバラン

スをたもってゐるo　形式は中国(i)他銃をもった鳳凪であり,

朱雀であるが,俳孜でVl-ばカ′レクgaru(.h(迦梯碓),すなは

ち金趨鳥であるo (鳥形高約036m)

Pl.15.前室東壁IF周一

すっかり後柵である｡膜壁およびド牛邦は,ほと/i/とィ..A

頼するに足りなtJIo排頼(L億もあくといoたゞ二俳並盤の

尖挑寵であったこと,和をまいたやうな杵朔かぎりのあった

こと,封tiIdliに.砧形のあることはわかる｡ところが,とうした

ことか,こ()かF多は逆であるo　ふつう椎柴がさがってきて,

外にむかってi同梱してそれが鳥(L朋になり,そ(i)はしが鳥

朗になるQ　それで鳥預はそとがはにあT),しかも塀を主'@

の方にむけて,うちにむかふ山である｡ところが,このばあ

tlはまったく逆であるD　これでは,耕端がしまらない｡イ1J

端のEL'y湖にfJ:つてみるのは,もとより後肺であるo　また/.:.

才lAは上Fにわかれ,したに纂蹄に腰をかけた分掌供養者の

ゐることは,南端の一身r紬ゝら然せられるo復Ij.,lL像がみな双

駕にしてみるのと, -十継を竹形にしてゐるのは,したになに

か浪速があってのことであらうかo　う-は介畢uJi坐の大人

像二段,了脚韻の･二兆はよくできてゐるo蓮妻崎史帯は｣二鮮

寵に鮎するもU)であるが,中火都は尖拭相ujために触けて

ゐる｡ (幅415m)

Pl.16.前屯所壁上郎

I-1. 8に封艦する潟賞で,粥月淫uj上牌と天)['tT)折りあげ部

であるD折りあけ部の隅の奨犬は螺只をふいてゐるD　中火

のはとほれて満ちてゐるらしい｡ T二糖屋形寵は東理にはゞ

おなじであるQ北確,繭敬,天Jlとの掘於のやうすがよくわ

かるであらう｡ (冊OIEll425m)

閲版解説8-21

1'1 17.前室西壁上盾屋形轟

だいたtJ,()構成は鹿壁と同校であるが,本骨は交脚牌, /J:_

ll-は怜坐イリ如こなり,各間()E人1部は環路の羅網に73:り,三つ斗

が顔形になってゐる｡右iJ.Eu)地盤介箪像はすこし6')こり,根

上の小龍はみな迫刻である｡三俳三尊むくみあはせは, I.jFi

寵として唯一の例である｡(Rub lllll,b,1) (相調約1.55m)

pl. 18.前基西壁上静屋形愈俳交脚像

面棚は束ELF.に似て,や＼かたvID L一手をあげ,手間の睦桐

林はミよくうかし-る0　71:_手は払ぎ預に忠･き,友淵をにぎっ

てゐるo　衣は池厨で, jlJ手とZJ=手からさがった衣が三角形

になって,ま-にたれるD　足下は連座を彫るやうにまるく

(i)こしながら,たゞ二措けづりのま｣でゐる｡イlLの獅子頭は

補修,光背の火旭はのちの彩給であるD光背のうへに,文様

はないが轡曲したおほひがある｡ I.1右の-汚薩はやし大き

く,脇侍らLv,杉JF.である｡ (柱間約155m)

I)1. 19.前室西壁上櫛屋形轟左廊俳伶像と左端脇侍

面州は本館によく似てゐる0才I-手cT)幌網榊がよくみえ

る｡ノrL手,ノL:膝はみな補修であるo　ノL=イIL足卜に,柿)おにみる

やうな介畢mLi坐叫撫養粛像がゐる｡麻外の脇侍は大きな貸

出をつけ,ド裳とノ伽､らさがる伽巾をつけ,背なかから両腕

にか＼る大1<をまとふ｡ノ1:手は腿にあて,右手は蓮非のご

ときものをもって胸にあげてゐる｡そのすがたは,なかなか

党々としてゐるD (林間約1.13m)

pl.'2OA.前室柑壁上潜屋形魔右端脇侍

li.前室内壁土居頗形鹿右肺俳倍像

A･腕外の右端脇侍である｡焚冠irT.iL市の蓮華から,なに
1】

か功のやうなもV)がさがヶこゐる0　才1手には藩非の軒をも

ち, 7L:=T=には水瓶をもってゐる｡むかって/l-'梢にみえるの

は,南雄FtlL職桂の列免である0

73･おとなしいr-Elf棚であるo　あげた右手はをれ　衣端を

にぎった左手は完存する｡火は通肩で,身冊に58.{着する｡足

部の摩滅はひどい｡瓜下左か⊂合掌Wti坐像のあること, /E

廟に忠なじであるo (柿間約1.02111)

1 A. Grunwedel, A//bLLdd/zzl/zJLhd KILltJtEZZm zn C/LZILe､†LJr/t･ rLLJAt-

∫LLZn,召erlln 191 2, FIg. 228, 335.

Ill.21^.前室西壁上櫛尾形愈ご卜挟

11.前室丙壁上暦屋形鹿又手束

(..前室西壁上盾屋形轟三つ～卜
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要綱石持寄トト二洞

^.北#,hlu)三つ～は叉や火である｡彩約は,みなのちの加

彩である｡願rE11Jと鰍形q)あるのが火即三との柵速である｡

(Rub IIIJl)

ll.叉手心U)中央,大･lのかはりに掛かがあr),ノIイ11に牌

革むくは-た鳥形がある｡東確のとちがって,これは粟を
1)

払ろげて,沈府ブナ才i閑の失策に似るD

(‥ J三つIrであるが,.1は'jiL略され,まんなかは散田, kL

才1はEl獣形CL) T･Afド身になってゐるD　その臥11クー洞))粧(塞

各節-怨,P1 36,37)の.伸しに似る仏殿形はこの方がしま

ってゐないQ (料拭高約0.241r))

1 V. Segalen, (l･. dc VmslnS Cり. Lartlg.le, MLJ∫tO7Z a,･C抽loL(rlqZEe

en LT/JTnP, Atlas Tolut, I, Parts 1923,PI XVTTI, XlX.

Pl.22. rjTJ室所壁下僚

L端の蓮雑文帯はよくV)こす亡ゐる｡膿托以下は肺修q)

泥作である｡ †虹化二親は述縦して二カァシャパK瓦;ynp･Lt (迦

求)Q)調伏をあらはすD耐範は,和埠の9,ll:捜する火龍茄の銃

火につとめてゐるところ,北俺は火閥を鉢におさめたとこ

ろである｡納穂がS.!/rAiD人部分をr!iめ,例のごとくiIl赦韮

hLL生としてゐるが,蘇/卜はほとんど柿修()泥作である｡水を

はこぶ仙人たちはかIj: ()多く,北ノt'･だけで九㍍巨をみるo　み

なitL∃1艶類解をつけ,陀jEiだけで,痩せこけた1.骨門をむきだ

してゐる｡本館は結助鉄坐(i)俳,イ1.手をあげ,ノr'-I:を服にし

てゐるD光背はみな補修であるD

北範は大悲~ドV)Jll像,絹布はうしなふが,蓮座(i)ラ-にた

ってゐるo　光背は無地U)錬身光,衣は食身をつしみ,オ1手の

鉢から火音的ミ頭をだしてみるo　これに封し,プL三がはには,令

掌a)脆坐像があり,おとろいてみあほぐカァシャパ仙があ

る｡上跡′こは,二'lJL巧の介箪践坐と一JIrLTの食草飛天とがゐるo

火龍を鉢申にかさめたものを,鎖火とへつにあらはしたの

は,これが唯一の例である｡ノr-_茄の群像は,なかtJ:かいきい

きと衣硯されてゐる｡ (帖410111)

1'Ⅰ '23.前室北壁と東館

北韓は新鎌とちがひ,ほと/i/ど垂痕にたち,祈りあげ部が

ない｡それで,それだけ東西確にくらペてたかく,それを上

下二好にむけると,また各I#は,束四壁の各I#よりもたかく

なる｡そのW,1係は,この北碓氷fド部につVlてみられたいo

(北壁仝帖､ 7.2O lu)

Ill '24.前宅北曙中央榔

うへに明窓があり,したに挑門があるo秩｢1FJの~卜､/卜は,破

況して補修であるDノ.:才.Aの捌兼fj:府堺も承花以外は神修ら

しい｡たゞ罷L勺の二伸111,:^私と交脚刊儀はもとのものをしめ

し,承花のあひだの/ド身の人物も,もとのもq)らしいo相称

のうへ,蓮解せ帯のLtL:に尖扶額がある｡接額内には,九11昭

の坐俳,下線には柴犬,上線にはたぐの飛大をならべ香煙を

献じてゐる｡下線は幅があるが,杜は挟柴にあたり,そ0)は

しに,小さいながら鳥形があり,こ＼にも節九,邦十榊の梢

倣(本孤的六谷,I-1 9,13,14,祁ヒ各, l'118)がみとめられ

る｡ (門Il帖12.10】11)

l'I '2r) l毒Tl'il_北壁下牌Fll郎

腹壁以卜をぺつとして,蓮醜女冊からしたを上ドニ櫛と

する｡うへは都W]ぐ寵.したは岸形免o l獅子G')なかには四胴

U)俳偶像があるo火坪i介して八榊の俳伯像は, t1-にを意味

するのか｡摘軌と池ムt:俳rL,八付門像はガンダァラにも律々

ある｡あるひは,さういふものから壁化したものであらう

か.懐そのもU)紘,ほと/L/と神修で,光背のあ仏だの介深化

/L- aupaPi-1'】ukILtはもとのもの,鳩尾と三角節をもった脚艮は

*((L(_快で,また鳥形が小さく瓢ぜL,れてゐる｡

うへの寵は楯桃の三簿鶴,まんなかの俳は連座のう-に

坐し,薙T一形である｡ /.イ16)協1.liも,小ぢんまりとよくまと

まってゐる｡寵鰭にはJ好堺,各帆′こ坐俳の寵があるD (VLHL印

恥265m)

pl.弧　前端北壁F牌東郷

柑迫も伯描状態も,まったく内部に忠なじであるoたヾ粥

部C,)JJ.がよくとしのって,すぐれてゐるD (束部帖220m)

pl.27.前半北壁上鮮明窓

明太は四伽こきられてゐる｡たし､の明りとり窓で,ほか

の塀窓のやうな捌"川多をしない｡まはりの唐群史,沈芸文

は後人の加∧r･_,うちの斜仙こは,銀俳を中心に炎繁の飛犬が

ならぴ,したの斜fk'JT-には庸喋波JI先史を彫る｡うへの架天矧j:

/.一才.-からのつゞきで, VET-から(5)桃?rL., (6)翠, (7)髭琶, (8)竪

礼(9)撃牧, HO)琴と73: 1),琴が二つもある｡ (Rut, lV"-I)

(明窓OEr.Ll約1.tlF)川)

I)】 28.前'it.北確上悼LILIL森

畑寵は関大1:.木鉢の砲である｡まんなかの怖はたかい蓮

腕のうへに締蜘鉄坐し,鉢を手中に招じてゐる｡ノL:才～の確

に小さく川犬t11--_q)串鉢WLi坐像があるo爽秋龍の構成は火範

におなじであるが,排*;nli龍形U)したに餌形があり,これを
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さしへる保鮪がたってゐる｡そのそとは,やはりPL】段にな

i),うへ三段は介琴脆坐の天人たち,した　一段は介掌立像の

大人であるD雅夫は粥から(1)21㌍粗(2)小鼓, (3)捌管(節),

(4)琵琶, (5)杭笛である｡

pl 2f)的基北蟹上唐東嶺

淡寵は鹿野兆Mrigadavaにおける初柑法輪の俳である｡

鹿がノrJ_イ)-にすわり,まんなかに=_幾をあらはすご三つU)法輪

cakraがある｡本俸は絞執政坐,右手をあげ,ノ】 TはJo'･,-[指を

とり,手のlFl左二みせてゐるD尖拭櫛は大きく,九甘詔の坐俳が

あり,状端には鶴形があるD龍や光背t7)火煩は妃時の加彩

である｡俄傍は四段にわかれ,ラ-三段は合寒挽坐の天人

たち,した･段は介葦の比rT･.たちと介掌した俗形の!)lたち

で,みた立像であるo Tl.人の比丘たちは,いふまでもなくカ

ゥンディ;~ヤKetuT.lL,1111ya(憶陳如)以下,はじめて度せられた

~Eこ比丘であるQイ裕形リl了Lは不明であるが,しいてい-ばト

ラフウシァT]ilpuヲa (捉謂)とバ.)カ13haltika (波利)6')尚人た

ちであらうか｡それは導け紬て相ちかいこと,またふつうの

述懐では, 91女o'i)状箱卦をあらはすq)に,こ｣は男ぽかりの

像であること,i_tういふことでトラIfシア,バT)カとする可

能什はつよい0 1√､づれにしても,かういふもU)那,かういふ

ふうに鮎ぜられるのは,群像の棚減がさほと紫柵でないか

らであるQ

l'1 :''CL l'ijJrif.北壁卜瀞

これが北局在の卜牛である｡う-は柴犬q)列寵で天井とさ

かひし,したは襲夢昏~史帝でド雁とわかたれる｡ rh火に明窓

があり, /1-_イTJにひとつの悌寵がある｡ /r三才lJ叫よしがすこし

きれてゐるが,天井なり,下厨の-･部をくは-たながめは,

雅に史輝であるo柴犬の列龍をまうけたところは耶九,節

十榊の模倣であるが,英字くづしの旬欄はないo　そのかは

r)れ欄間やうのものがとほり, -1m:ごとに飛犬があるo

(明恵鵬約195111)

1'1.別,:i2.再flL室天非

大井は水内の梁に尉北の柴が三カ所でまじはってゐる｡

交叉鮎には二窮_V)大建群があr),梁には飛天がならぷo　さ

うして,この梁をうけて二如丹南q)三jiに頻繁の保儀がゐる｡

株価は女愉U)役をはたし,この部分(i)1 31)が折りあげiEに

73:ってゐる｡保儒J)あひだには-一個づ｣敬体の籍がある｡

格聞(i)なかには人蓮華がある｡まはりが隅とtH')/Uq形の

やうになってゐるのは那九,約十洞FWT態にみる三角持おく

尚版解説'2{2一:37

りの遺志であらうo発の側耐こもそれぞれ二常設づ｣の天人

がとんでゐるo北がはは折りあげ都がなく,北吸I二線の柴

犬列免がならんで,にぎやかであるB棟じて,この天井は彫

刻が盟協で,盛華である｡

pl.33　前案天非東南部

背地はみな赤色であるo　そのう-煤でいぶされてくろく

なってゐる｡一々の彫刻は,ぺつにすぐれてもゐなV､が,衣

f杓はよくと｣のって法華である｡天人の走向など,わりに

pTrE_純であるo主として封向の1,京理である｡梁上はすべて連

漢)Ii,格闘のなかは高塔形であるC蓮華は,艶上は二兎にな

り,格間は一重で八郷である｡ 1-房のなかに蓮の食はIlS:い｡

Ill 34　前室天井東部

こしからみると,にぎやかであるo束がほの折りあげ部

がまiT:.rBILにみえ,南がはQ)株価がなしめにならび,格天井の

ふかさがよくしめされてゐる｡

I)1.35.前案天井折上部西南隅

rVf基の西南隅をみあげたところ,斬りあげ部西南の保儒

を中心に,西がはの悌寵がならび,南がはの怖寵もならぶ｡

西がはは蓮腺史帯をもって西壁の上好とくぎられるが,宿

がはは天人のとんだ桁があり,それが南がはの列柱にのっ

てゐる｡天井西南の格聞VIIIがみえ,西職梁上の蓮華が

のぞV,てゐるo

Ill. :i6.前室天井折上,,kB南側俳坐俊(d)(e)

むかって/li端が中火の聞,束の紺淀坐価である｡中火が

西の苦行俳である｡これをわかつのに手をあげてふとって

ゐるやうな株価がゐる｡ 7f_足は補修であるDつぎの株価は

小鼓をうってゐるo

I)1. 37A　前室天井折上部南側牌疋俳(tl)

1!.前案天井折上郎南側苦行俳(e)

A.連座の21)へにすわった梢定の俳であるo　池肩で無地

の雛身光をもち,そ(i)ラ-にもー′ァチ形のあほひがある｡

ノl才)-に脇侍二絹,天人二鰯がゐるD軸の粂情も次女aL}ひだ

もかたvpID光背のう-に逆柴の天人が大きくとんでゐる.

1ト　笠岡唯一q)苦行体である｡虫無裁許の『柵所行讃J]

(人iE人赦終, IiiA四怨, p. 24)雀三に｢脳腫耐;河Nafral-Ijan瓦の

かたはら,寂静はなはだたのしむべし,さ▲1,薩は,すなはち,か

しこにおいて,一艇にしづかに思惟す, ･　　,専心に斎
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城行をおさめ,身を節し蚤をわする,浮心に衡城をまもろは

'Jf人のたへざるところ,慮T.駅して楓思し,つひに六咋を鮭匪

せり, E]に-･鵬水をくら払,形jrLTきはめて内蔵せり｣と小ふ｡

締助妖坐して碓定にいるが,やせこけて肋骨がたち,脱がお

ちこんで,しわが全身に日だってゐる｡右に三人(1'1･36), 7】三

に三人の人物は,苦行lFlの洋薩(太(･)に, ｢自在天]昌valaを

うやまふごとく｣(『沸所行讃』懇三p.24)心をつくして供茸

したとV,ふJl.比r1-.たちであらうか0　7':a)比rEは,ゆかたな

肉つきをし,偏禅右Jl1,11一手に水瓶をもってゐる｡俳は連座

(蓮妖)に坐し,無地の奉身北を舟ふてゐるo

pl.38　前室天非折上部東側定光俳(a)と鮮走俳(b)

大きな:琵-AIEZを炎する株価と緊笛をふく保備によってしき

られて,光光俄の侮(a)と降魔の寵(I))とがある｡ IWf潜は鮎

景人物がすく73:いが,後者は兜衆が多く,ひろいrm一屯陀占

めてゐるD降魔の本尊は,遷座上に結伽放生するが,雑手の

刑であるDノL-三に魔∃:_パ7･ビィヤァンl'瓦piyえ11 (波旬)がゐて刺

をぬきかけてゐるoかたはらに,これを制してゐる鹿の子

(蔭陀)がゐるQ 『悌所行讃Jlには,これにあたる記さH:をみぬ

が,グナバドラ　Gupabhadra (水郷助陀雁394-468)指の

『過去現在囚火難Jl(火it7.人政経,堺三塔, p 639-640〕懇三に

は,｢魔()千,すなはち,すしんで父をtJlさめていぶ, jll,儀の

清浄は三鼎に超越し,紳通智慧,明了ならざることなく,大

敵八部ことごとくともに柄讃す,これ父壬.rJよく継Jrける

ところにあらざるなり,憩をなしてみづから桐件をまねく

べからすと｣とい,L･o　まさにこれである｡ついで｢魔に三女

あり,形辞儀貌きはめてHl'nl正,妖冶巧裾,よく人をまどか㌻

こと,犬女中においてもっとも約-となす,蛋-3-るに名答を

もってし,よき腰格をおぶ,一一を染欲と名づけ,二を能悦人

と名'づけ,三を可愛紫と名づく,　　･ ,ときに三大女滞

藤にまうしていはく,仁者()至経は天人むうやまふところ,

まさに伏侍あるペし,われらt(,ま年盛時にあり,ねがはくぼ

左JJ-に侍せんと,背薩こたへていはく,73:んじ小串をうゑて

天身となることをえたるも,無Lii';をおもはす妖鰯をなす,形

憾うるはしとV,-とも心たゞしからず,浮惑不潔なり,死し

てかならす三感泣中に盟すべし,応徴の身をうげ,これをま

ぬかること,はなはだかたし,なんじら,～,ま定意をみださ

んとするは清浄心にあらず,いますなはち去るペし,われ柵

もちひずとo　ときに三天女は準じて老姥となり,頭はしろ

く,而しわみ,歯はおちき延をたれ,肉きえて骨たち,腹の大な

ること鼓のごとく,杖にさし-られて蔵少し,みづから復す

ることあたはす｣とD 『俳所行洪』はこのこともrL)ぺてゐな

い｡この右がはの像は三女であり,そのう-は老姥に化せ

られた三女である｡さらにう-の方には, /lJ_j1-とも鹿衆の

興貌怪谷がむらがってゐる｡ 『内兜挺』雀三は,うへについ

で｢(魔∃=.)この念をなすとき,そのもろもろ(i)鞘衆忽然とし

て頻発し,船端に光減す,形貌お(i)おU)興る,ある弘は職を

とり剣をあやつり,庶汁こ大樹をvlたゞき,手に愈杵をとり,

種々(｡戦兵みなことごとく備足す,あるLLはを笛,負,醍,馬,

獅十,鶴瓶熊,賓だ,凪兄,およびもろもろuj牒類(),ある仏

は一身名頒なる,あるひは碩iにおのおの-･口なる,あるひは

あまたの円ある,あるひは人腹長身なる,あるひは騒擾無腹

なる,ある弘は長脚人J懐なる,あるひは火脚肥脂なる,ある

仏は奴爪利牙なる,ある弘は頭の胸前にある,あるひはIvl頚ji

多身なる,ある弘は火flJf傍rnJなる,ある弘は色の次Lのどと

杏,あるひは身より梱解をはなつ,あるひは象身にIllをにな

ふ,あるひは被:賢裸形なる,あるひはまた面色CL)ノi'赤牛白な

ち,あるひは席たれ地にいたる,あるひは袋をあげて由をお

ほん,あるひは身に虎FEをつける,あるひは師~(･蛇皮なる,

ある仏は蛇のあまねく身をまとふ,ある弘は頭｣二に火のも

ゆる,ある弘は院H怒幣なる,あるひは傍桁跳横ける,ある

ひはツ.iJllに旋帖する,あるひは馳歩して帆嚇する,かく(i)ど

とき等の,もろもろの悪軸行の,あげてかぞふぺからざるあ

りて菩薩を囲続する｣とtl.ふ｡これにあたるD　この鹿衆の

共貌怪守トは,mn所行讃』巻三にも,かなり叙述をみるが,魔

+制御,三女哲学i･()ことからい-ば, 『因兆挺』の方に介する

とV,はなければならぬD魔[一制御,三女奨貌のことは才,r八

か]東壁降魔飽(本斉, ,雛JL怨, Pl. 7013 ),節十洞主堂U)降魔寵

(節七各,PJ.55, p.51)にもみとめられ払

p1.3!).前基天井折上部東側妊光俳(a)

本/I:滴J瓦takaは掛こ多い｡けれども定北俳から控.X!され

たといjlはなしは,とくに群迦率厄俳の日生とつよいむす

ぴつきがあったといふのれとくにIT,二ト歩税されたテェマであ

ったo　ブナ-ドラGupabhdm l)『過去規1]三田火恕u (大11三大

城雛,約三怨, p 621, 622)には,閃雀節一一一にこのJLI光俳の因

縁をのべてゐる｡そのとき儒宜スメユダSumc(1hlTl(浮慧)は

普光如水(泣光俳)Dl'paTllka･aにたてまつらんために鉄鎖7こ

宙を投じて11.聾の花をかひ,また朗髪をしいて俳にふまし

めたといふo　この右の花枝を手にした像と和賀の像とは,

ともにスメェダである｡髪をふんだ俳は,足をひらtJlてた

ち,右手を衣のなかからだしっ｣胸にあげてゐるo jjli純な

がら,がっちりした什毘格で,おちついてゐる｡ 711に小さい水

瓶をもった三洋薩がたち,そ(i)うへに三廿控の介馨供発瀞をあ
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さく彫ってゐる｡

1'1.40　前室天井折上部西側坐俳(冒)

折りあげ部,西がは清祥である｡連座のうへに結蜘鉄坐,

右手をあげた俳がゐる0　7.'_右は二段になり,ラ-には介革

終生の天人たち,したには藤凡(冬蹄)に腰をかけたバラモ

ンがゐるo　いづれも,そとがはの手になにかもち,うちがは

の手をあげ,柳川こむかって請かけてゐるやうすであるo T･

中にあるものは,右は鞠椎であり,/i:は鳥であるらしい｡そ

の瓢,第九iZLll明窓の左右にゐた,{ラモン(本葬,第六巻,Pl.

E

46)とおなじであるo　また,六-Efl-紀前/ドの碑像にも,おなじ

ものがみえるD敦坦第で(二十NiTlf]のたちあがったバラモン
I1-L

も鳥をもってゐるらしい｡これには,判艦するもうー一一う昭のバ

ラモンはゐなV､o松本紫-一氏は,この仙人を,その『敦央-.'主家

の研究,闘像絹』 (鹿京1937年刊,p. 757,758)において, 『大

智皮諭』(大｣｢二大戚絡第二十Tl.巻, p.76)J&:1にみえるヴァス

Vasu(婆鍛)仙人にあて｣ゐる｡

ヴァス仙人はfr=家仙人たちに加擦して大冊のために殺′1-..

1倣肉すべきをとき, .rll家仙人たちにのろほれて地中に格捜

した｡足よりしだいに地中にWl捜していったが,かれはつ

ひにその下Tをかへようとはしなかった｡この閃経で,この

のち,大冊中で羊をころすには, ｢ヴァス仙人-+J港｣Zにより,

ヴァスなんじをこ7)すといって)Jをとったといふ｡

親機をもったバラモンについて,節大怨(p.66,67)では-一

二の仰和を捉｢11しておいたが,まだ,それでい＼ともわも-

ない｡ --･方6)バラモンの手中にあるもU)那,あきらかに鳥

であるとすると,慣鰭,{ラモンときりはなして,ヴァス仙人

とした)J-がよいとおもふ｡したがって,闇髄のバラモンは,

Br7_狐に前述のごとく偶碓うりのJ{ラキンと1TyFしてよいであ

らうQ　しかしながら,燭鴨に持田するはなしは,もうひとつあ

る｡それは束晋のサンガデェヴァSangadeva (伸伽捉婆)鐸

p･櫓･Lj-:阿含経』 (大正入城経,第二塔, p. 650-6E)2)怒二に

みえるムl)ガシイJレシァMrlga61-r与a(胞頭焚一ILLこ)のはなしであ

る｡

ム1)ガシイ′レシァは晶柄にあかるく,圏桑に長じたバラモ

ンであった｡珊慨をた＼いて,一々その件別と死関と,また

その療法と,それから死後柵4.のIB.所をいひあてたoけれ

ども,弾嬰にはいったl')ダヤUdaya(健陀娃)比rT_の開催につ

いては,これを察知することができず,糟母に師服して,つ

ひに此rf.となったといはれる｡

I J･ le Roy I)avldson, 'r'yllCl∫ 0/ Bu`〟/LIJt Eya〝gyllSJn z′′ ZIJJlarly

C^zn'∫z L4rJ (Artll)us Aslae, VoL XI, No･ 4),Ascona 1948, 111g. 5. A.

陶版解説38-43

prleSt, C/LlneSe SLILZI/uJHn I/,e Me/"17ollta,i MuJpu77-/ JlrZ, New

York 1944, P】. XIJITT.

空　P. Pell10t, To〟en-Aouang, Pl. CCIJXtT.

1'1.41.前案天井折上部西側阿育j三困披像(h)

こ｣の奏碑の保儒は朋落したらしVIQ俳は東がはの北龍

に艦するやうにたってゐるo右手を胸にあげ, 11=手はのぽし

て鉢をうけてゐる｡これになにかさしげようとする寛子た

ちがゐる｡みな遷座にのってゐるo　右には脇侍がゐて遷座

のうへにたってゐる｡ 11Aう-には終生の天人, /r三う-には

たちあがった童子がゐるo　光背のうへには逆髪形の飛天が

みえ,さらにうへには格闘IVの西がはの飛天コ†物言みえ

てゐる｡

Ii即日汐門奈贋の課した『賢愚鮮』 (大正大赦経,節r四怨, p.

368, 369)巻三には阿輸迦施土居1第十七とV,ふのがあるo　そ

れによると,あるとき輝骨はシュラヴァスティSTaVaStr(令街

城)のジ1-タヴァナァラマJetavan瓦1am･1(紙樹給孤弼閲)にゐ

たo　あるあさアァナ-/ダと食を乞ひに城中にはいった｡み

ると退路で十ともがあそんでゐる｡十をあつめ7;r命をつく

ら.倉庫をつくり,財寅11/投をみたて＼あそんでゐるQ　その

一人が搾食をみとめ,壬,li敬の念禁じがたく,布施の心をおこ

し,穀物に擬したこE-.を和傘にたてまつらうとしたo　しかし,

小さくてとゞかぬので.他の子どもをふみ基にしてたてま

つった｡搾尊は,それで｢われ浬饗ののちll11年,この子は圃

1てとなり,アショカAbka(阿輪迦)とY,のるであらう｡こ

()=17_三賓を輿顧し,わが舎利をわかって八筒四千tT)塔を関

野捉にあまねくつくるであらう｣といった｡一先頭にたった安

子こそアショカ壬の前身であらうD　確固に亀裂があり,仰

め-一部分は触除してゐるQ

l'1 4{2^-(-.前案天井折上部葵柴保儒

^.これも逆髪形である｡腰衣をつけ,またⅩ字形にま

じはる剛を肩にかけてゐるo小さい脚光をつけ,腰鼓をう

ってゐる｡南がは束-)jFL)株価であるo

l与.大きくUをあけてゐるむが特典である｡うたひなが

ら的Tlをうち,おどってゐるのであらうD　ノl=の脚は補修で

あるD南がはLiI央の保儀であるo

(∴　埴髪がvlちじるしく,耳がながvlo　蘭rln-V_)Lわも,S､

かVIo　おなじ保俵でも, iEll一貌はかなりちがってゐる0滴が

は西端の株価である｡

川43^-Il.扶門西側東側

沸門ノr三才｢はふかく彫って金剛力士をあらはす｡しかし力
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士はーF牛都補修である｡背後の光背,天衣なともぬりこめ

られて,うかゞひがたい｡やし細たがい賛冠をつけ,日は大

きくみ払らき,IEL17はノ】:.右につりあがってゐる｡肩もふとく,

にぎった準がつよVIo　どうしたのか,かんじんの金剛杵を

もってゐない｡しかも破掛したやうにもみえないo　まはり

に,なんの装飾もなく,たゞ南がはのせまいふちに連珠文が

あるU)みであるo鉄門の繭がはにあった厨塔が,ふかくこ

のr丘irこもあらほれてゐるo　階段状になった承花がおもしろ

く,そのあひだに童イの上身もうかゞはれる｡堵身のうへ

したに板状のものがあり,さらにすこしあいて,もう一枚づ

＼あるのも,常初からCL)もV)らしいD西がはは俳簡便,束

がはも悌倍像であるらしtJl｡天井()交龍が一部分みえてゐ

るQ (内側幅185111,鹿側帖1.60m)

pl.44.挟円天井発育昌

天井の発育巨(Rub,TIID)は頭を南がはにおき,中火でまじ

はってゐる｡ il珊は刑むかひ,枝tT)ある角をふりたて1ゐ

るo耳はながVIo顎にまいたひげがあるo　ま-脚は中央で

そろ-,あと脚は大きくふんばって,なかなか力があるo　四

肢の,肘にあたるところは,朋毛のごとき,大きなはねかへ

少があるD　とくにjk.の髄の,うしろ右脚には,大きな咋パル

メット唐草がついてゐるoなほ堪FIlには,いろいろ断片的

な唐草が新ぜられ背後の地は赤くぬられてゐる｡ (幅約

1.30 m)

pl.45.明窓東側

l'146　明窓所側

vLlメllな明窓の休はとしの-られてゐたVIo主'ipがはに

ち,斜面になった縁どりがあり,ラ-とノ】:イlVこ鳳島葡萄唐草

文を彫るo riけ積がはでは,しただけが唐草丈で,その他は飛

犬であったD　火内側(Rub, lVll,F)は北斗が俳範で,南牛が

樹ド比丘像である｡だがよくみると,俳免は第二次の作で

あるo　もともと組7比丘像が仝所にあったものとおもふo

無勲にも/ド分以上がけづりとられてゐるo怖範(i)最rtも両が

樹F比丘部tl)背地よりひくV,ことは,このことを置してあ

まりがあるo　もとは樹幹を[l心に,ノ仁右1頂づ｣の比丘hiFl"I

先便があった(,)であらうo　こ＼から天井の大蓮華と飛天と

がみえてゐるo (瓶亮約1.16m)

pl.47^, UJ窓東側坐俳姦

Ii.明窓丙側二俳並坐愈

^.坐俳を】小心にした央挟衛,作ゆきは,すっかり前新に

潜なじであるo尖拭額がすこしひく1,と｣に一列の坐悌

寵がある｡もっとも簡明府城な悌()表現であるo　賓相の供

養tK･は比rI-.形CL)みである｡ (離島約116m)

]3.二伸並坐の尖秩寵であるo　や1相手のつくり,火も

駕潤で,舵のくぼみ,ひざのまるみもかくれてゐるD /TJ_才1に

天蓋があり,脇侍菩薩がたち,拭鯛には過去のと俳,そのう

-に合掌の大人たち,みな細づくりで,邪IL洞外の小満に似

る｡放_Ⅰ二に弧をゑがく椎幕があり,最Fの遠には,W.椀をま

んなかにして,比rT.の立胤供養潜の立像が,ごくあさく彫

ってあるD　ほそいつくり,服鮎も中国ふうになって,製作咋

代6,)さがることをものがたってゐるD (寵高約1･16m)

pl.48A. Ju窓東側樹F比rr.像

l与.明窓西側樹下比Ef.像

ノ.:イiほとんとおなじである｡すっぽりと錦から大木をま

とひ,手もくるんでゐるD朝はゆたかな,さうしてひきRの

やさしい睨想的な袈情であるo樹枝はとくにうねり, J先端

に紫がつく｡どちらも枝に鉢薮をさけてゐる｡水瓶は樹幹

のがはにあったtl)であらう｡俳範をつくるにあたり,うちく

だかれた根幹や比丘像のあとが知新であるo (像高A-0.50

m,粥0.56m)

1'1.49A,73.明窓天非

明窓の天井はひらたい｡ mE-揺,うちからみたもの(A)

と,そとからみたもの(1りとであるo　まんなかに二屯にJJ:つ

た大運舵(Rub IVY))がある,まはりに四fJ旧の飛天がゐるが,

蓮frrJ:をさ＼げてゐるのでない｡滴がはのは食草し,北がは

のは帰日Z旗をさしげてゐるが,とれも東田を主軸のノノにおい

てとんでゐるo (薄紫搾約090m)

Pl.50, =】ミ'i更新壁東邦

主屯は各月l■をとも_トドニ肘になってゐるo　そのうち凍西南

の三枚は-池で,雌雄があり,また坐俳列像と雑約0')二聴大よ

りなる妓l僻があるoド府U)1弗寵のしたと放し僻坐仰州象

のしたとは隼然たる蓮舶乙女符がとほってゐる｡令厄1-にけば

けばしい彩色があり,そのうへ, -ド好は,はなはだしV,修経

があり,偲ぶ｣乍以ーFはまったく泊りこめてあるo (_>_輔南北帖

4.ろom,東西幅625m)

I一l, r)1. I:i1..室南棟中央部

1二卜に明渡と桝｢つとがあるo　こ(i)鮎も,約九,第十洞に似

てゐるが,規模は小さいo明窓のしたに,二俳並坐の寵があ
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る｡梯形珊はあやまった彩色でわかt)にくいD　めづらしVl

大正のIjl'に,やし大きなLl乍蛙立像があるが,これもめづらし

くそとをむいてゐるD　どちらも胸にあげた手に蓮灘叫'l':,〟

ごときもU)をもち,さけたT-に域,あるひは水瓶をもってゐ

る｡状llFjはかんたんで,ほそV,flのうへに龍形tL)挟端があ

り,跳梁はJJL,)けられて水守にちかvID挑門を通じて前

栽JJ入日がよくみえてゐるo H"ユ‖OL.Il235111)

I一l [)2. I-iミ基南壁明窓

小さレ､PLりrltTj明窓は命.h'5-を配した聴術唐7lL;史(Rub.lV^-

()をふちかざりとしてみる｡めづらしV､唐E-.'･､史であるo窓

J)ち-は,小さいが価の列像である｡そtT)Z')ち,小火の二鵬

が饗手形であらはされてゐるt/)が鞘例であるo JLLqi淀-71多の俳

は,シムメト1)カルな泡JIiとオf腕をJ(端でつしんだ式とむ

ご交//二におくのが原則であるが,とt)ちがへたところもあるo

そのう-に増牌雑網をもってとぶプl篭犬列があるoそれが,申

rJlからノL-lj1-にわかれてとんでゐるo (明窓幅約2r)0111)

]'1. ,5:i ;モミ宝前壁束祁

i-1 ･EA. _=F.基両壁何部

PLf部と束部rL･上ド両肘V)寵をあらはすo　う-は鵬桝寵で

あるが,したは群像()鶴であるo lr厨寵V)したは, V､ま泥確

におははれてゐるが,連射史帯があった(i)であらうo　そu)

したには,せま一一一冊があり,小怖寵をならべてゐる｡こし

も火修神があり,鶴形はすっかり不明である｡腰壁以ドは

r)lt:全に泥壁のなかにうまっこゐるo　いまAI芙確が一段ま-に

fL-dされてゐるのは,やはりこ＼に,なにかの像があったため

であらうo (瓜郊帖200111,内部帖180m)

I)1 :3.1 _=i三宅南駿上勝束寵

こかも四魔に舷じた廿呂桝寵であるが,それよりも楯排の

飛犬はより,/.7手動的で,光令に船よりはみfeしてゐる｡まん

なかに脚光の小生俳,その/,ミjlAに合掌の脆坐供葦者がゐる｡

木簡はひくい運塊に坐し, /1:11価に水瓶をもった.5号鮭らL

v､脇侍がたち,本呼のすぐ/己右にも小さい水瓶をもった脇

代がゐるD　この鮎は,ftl'寵に判艦させたもaL)とおもふが,粥

瀧の)Jがより紫*.'な構成であるo椎幕もこOL)方がくづれて

ゐる｡蓮鵬史珊U)ラ-にならぷ坐休は,み加耶出形で,衣の

形Llt-もたゞしく交_/l二にあらはされてゐるD

I一l.r)6 1-1室南壁下勝東森

蓮座以lJがこはれてゐるo　芯がきU)唐串史帯はもと蓮如

幽版解説44-r)8

一丈借があったところであるD　光背にそうて　一列に逆紫JL多JL篭

犬uj小像があり,その中火に小坐俳がある｡ノ■三イtLはll'∃】撃妄分

掌の伏在舟群像であるが,中段は迎紫mLi坐形であり, 11段は

とが州日をつけた俗lLn:リI J'-であるD /J ll川人つしであるが

そVj止卜に鎖した放縦二itj3とル行()鳩二蛸がゐる｡ V､ふま

でもたくトラプシァTrLtpu芦a(捉許いとバ1)カTihTL111kLt(披利)

a)ひきゐる隊肉であるD躍軌戎iBのJrt後般初に迦坐をたて

ま/)った(31;指K-たちである(本許, ,'Jl El怨, p, i(), 17)｡本'雉

はめづらし小作シilVJ^L全便であるが,成退l打後(,)伸といへば,

こかでJV､0)であらうD　もっとも丁さきは破i=Rt7Jう/＼修押

されて,7Jる0

1'1 ,rj7. :i:.室丙壁上府河鹿

il^_俳を中心にした三埠形式であるが,本尊あきに,小さV､

ながら連上tl)食草比にを彫ってゐる｡ V､ほじ原始的な11_坤

形rLLであるD比rl-_形,つまり祁漢像は脇侍であるとともに,

謝川名である0　本骨は騨手形であるが,右手は補修であるo

衣のひだがV､ちじるLV-o隆起線のひだから軽化したもの

である｡三好の衣情のやしかたいことは前虫の諸寵に忠な

じであるが,腐桝や椎滋の衣現はいきいきとしてゐるo　鮭

には辿珠文をうめ,艇内の列を犬は,V､きほひよく1･jiをあげ

て,船外にはみだしきうである｡しかも,こ｣の天人はみな

迦漠彬と.F'.,】賀彬である｡腰衣をつけ, X字形にまじはるIl;.

かぎりTn-/)け,剤の未満も-T>:e･ラスである｡これからさ

がった施1勺(i)経本は,たくりあげた部分に, ･々,P淡iEIlはほど

こしてゐるo

なは,こ山賀■;炭には,蓮耕半文･'ry()ラ-の生体J/Il像がみえる

那,こしにも二卯は曝手形であって,ふつう(u千俳とちがっ

てゐる｡

Pl ,78　=i::#.南壁下修IL7Ll一鹿

'醐1.本呼はコL城の焚座のう-にすわっ⊂ゐるG　焚座のま

-には仲‥1番鵬があり,Wu坐伏菟一方があり,獅子がゐるo桃

修はあるが,だいたい,もとのさまをったへてゐるD範形を

なさず,群像でふちどってゐる()は, lt僧籍甑の通性であ

るo　いちおう,光背にそうて/ト像の一列があt),香牌をさし

けたJL篭天がまんなかにゐて,それが鶴形となってゐるo　そ

のう-に小さい坐俳があり,その^一才lに番数CL･分掌群像を

配してゐるoみなlfr一層の大人である｡さらに蚊卜の-一段は

供充満-UL)二tlL像ばかりであるが,めづらしtJl(i)はr一人の比丘

をU)ぞいて,他はすべて体形の93女である0兆哩に俗形供

共演TiL-彫ることはある的　かく(i)ごとく/lr_イ〃こつくること
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雪岡不研第十二洞

はまれである｡あるひは,火寵が1,ラブシア,バl)カの病人

像を彫ったから,それにちかV.俗形供発新が,こしにまざれ

こんlL･'a)であらうか0 ll-〟-I_lPLTはあきらかに女T･の像,ノ'=

の二骨馴まリl了.像であらう｡

PL r)9. _i:.室南壁瀬上櫛東部

】'】. 60.主室南壁段上好尚F.qS

南韓の最上層である｡建抑文帯のう-に生休をならべて

ゐるo　やし細字の作, rn-牛に拳手形がしばしばあらはれる

のは典例である｡このうへk:,惟幕の形式化して,ちょっと

それとはみとめがたい弧状がならぶ｡それからうへは甥坊

の凝網である,そのはしを両手ににぎりしめながら,ほと

んど水平にとぶ大人がならんで,丙傑または東壁にまで移

行してゐるo　それからうへは天井である0

1-1.61.主室東壁

I一l 62, _=Tr.rJji内壁

来期も内報も, LF二厨になってゐる｡坐俳と尿網の最

上層があり,まったく補修された腰確があるoIL居の南北二

鶴は東西壁ともおなじであるが,下層の二寵は東確だけで

あるo　二鶴の構成は,だVlたい南壁下層の二範に一致するo

たぐわきの俳蕃潜にやし榊達があるのみである｡しかし,

こq)二寵は,怖伴小の一節をあらはしたものではないらし

いo　内壁V)1ご暦は坐俳の列像があり,みな鍵手形で,九i昭あ

るo　そのしたは飛犬列(Rub.ⅠⅠⅠ(.)である｡そのしたは迫刻

の小悌範であるo北∠l三は破択してゐるが,甫牛は丑然とし

てゐるo　すくなくとも~(こ範はあったことがわかる｡明窓の

たかの俳寵とおなじころ迫刻されたものであらうo　ある弘

揺,このしたに,もう一一牌かうV,ふ小龍列があったのかも知

れない｡それが南環F府内龍のした(TI.B6)につゞいてゐ

るのであらうo　これよりrrl.-は補修の膜壁である｡ (内壁

板114.65m,東壁幅480m)

]11. 63.主賓束壁上盾甫鹿

めづらLv,交脚俳の寵である｡本埠は,粂常設に細づくり,

六右にうづくまった獅子は,かはった形式である｡奄内運上

に脇侍があり,そのうへに,まるまると彫りだされた飛天が

ゐる｡尖耕癖には,坐俳を中心に, 7r-_右に四人の脆坐供養瀞

がゐるo JJ=.右範の桂はほそく,このう-にたつ願形も小さ

い｡免傍南がはに分掌の天人がたち,北がはに三好の堵が

たつoこれも細づくりでよねV,｡最上暦の坐俳列像もほそ

く,上下二帯の連射文帯もよわい｡ (堵高約1.271n)

1'). 64.ヨ三宅米韓上席北鶴

瓶17L]いっぱいに蓮燐がひろがってゐる｡やし細づくりの

坐価のノr:茄に小さ>､繁藤tT)脇侍がゐる｡尖耕頻には飛天の

列があり,まんなかにl馴卜杏嘘をさしへてゐる｡北端はか

なり補修があり,作ゆきもあまり感心しないが,本俸の保存

は良好であるQ　南がはに三好の塔形(Rut).IVl)があるD

(塔.馬的1 27 111)

pl.65. 1ミ室東壁滋上博

雅のごとく蓮柵文帯にはじまって,坐俳列像があり,椎希

の瓢があり,射た網があり,飛犬がある｡これは甫壁,内兜に

ち-一様であるo　この確の列像は,内埠のそれほどまるみが

JTいL.

Pl,66A r素案珊壁上瀞南愈

Ii　ヨミ巽西壁上府･北愈

^.碑銘は坐僻である｡端だ轄たる結助鉄鎖で, ji6')あひ

だからたれた衣のひだがうつくしtLl｡髄内在イ1Jに脇侍があ

り,そのうへに飛天がある｡排府内は九i照の坐怖,挟i.Li,;は鳥

形であるD　北寵とのあひだに三好堵(Rub. IVK)がたち,南

がはに分掌の此rl-_像がたつ｡平凡な休範であるo

l弓.東環の交脚俳に封する交脚菩薩の寵である｡顔のll'

午,胸部,輔肩,ノrA判もまったくの神修であるo環格もわり

に貧猫であるo lIL成のろr頗座に坐し,爾わきの額rn'･は,7i)氏

い｡秩矧勺はt:付講の踊鍛介琴像であるo秩端は肘1多である

那,7,ニ∠P･はすつかり破軌いまあるのは柿作である｡ (堺■鞘

約1.29m)

1'I 67.三i=:某所蟹滋土居

東熊の汲l湖におなじであるが,列他Gr)lLJrl像は,はるかに

まるみがあってつよV､.

P1 68. =7ミ基北壁

北確の朋塊はかくのごと(一睡憤たるものであるo _トド二

村にわかれ,したの範形は小さく,ラ-の寵形は大きい｡土

居が楯排南であることは第七,第八洞の北月産におなじであ

る｡しかし, ).寵に光背の一部がかすかにのとってゐるの

と, /rJわきに小さい此正俊vJのとってゐるのとをのぞき,そ

の他はなにもない｡桐排のうへもすっかり社ごろの彩鮒で

ある｡ (幅6.20m)

1'1 69　主菜天井
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大井も北端はこほれてゐて,まったく絡であるが,節九nL,)

節十か-】の形式で,わりあひに整然としてゐる｡中央に格間

が二つ,これをもちあげるやうに,三方から梁があつまり,

そ(i)各尚にさまざまUJ紳像があるo iRのう-は,もとより

飛犬をなら-てゐるo飛大q)かすと走向とをしめすと,節

十八糊のことくである｡

中央束の格細は,大坪とはれてゐるが,そこに彫られた柵

像の/T:偶に紫舶な牛のゐることがわかる｡これに射した小

火畑の格閥の紳像には鳥がゐる｡前者のT軒数は不明である

那,六幣であり,後者はrlJm.六幣であることがわかる｡して

樹版解説59169

みると,まさに耶八洞門rlとおなじくマ-シ-ウァラMahc-

'sval.1 (摩醸す,縦)とヴイシユヌVL叩u(用細大)とにあた

る｡比椴するまでもなく,この方が彫刻は貧猫であるo i有

側lll央梅松1の州像はま】I:.tL'IJ-にむかひ, ZL:オ[にu月をさもげ

たVLI幣榊である｡おそらく,アスラAsum(阿修対f)柵であJJ

うo　そ()他はみIj::尋常a)形付指をそな-た/耐象である｡諦抑j

淡格閲の紳像は逆襲()大きな蕉貞で,まるt',日,大きh:耳がす

るどいo　南側PI'格間の紳像は変容がかはってゐて,やさし

～,瀕つきである｡みな,かた膝をたて＼すわってゐるD

67


	MOTO
	001
	2
	img001.pdf

	img0４６
	img0４７
	48-100
	img001.pdf

	48-100
	img001.pdf

	img１０１
	102-143
	img001.pdf


	img025
	img026
	MOTO.pdf
	001
	2
	img001.pdf

	img0４６
	img0４７
	48-100
	img001.pdf

	48-100
	img001.pdf

	img１０１
	102-143
	img001.pdf


	img027
	img028
	MOTO
	001
	2
	img001.pdf

	img0４６
	img0４７
	48-100
	img001.pdf

	48-100
	img001.pdf

	img１０１
	102-143
	img001.pdf





